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６月４日　土曜日







「いい加減にせんか、浪なみ人とっ！」

　ビリビリと空気を震ふるわす怒ど号ごうに、何事か、とかけ布ぶ団とんを払はらいのけて飛び起きた俺おれの目の前に砲ほう弾だんと見み紛まがう勢いの乗った拳こぶしが迫せまっていた。

　咄とつ嗟さに両りよう腕うでをクロスし、辛かろうじてガードは間に合ったものの、六五キロ程度はあるはずの俺の体は軽々と殴なぐり飛とばされてしまう。

　浮ういた足を畳たたみに叩たたきつけ、築六十年になる我わが家やの床ゆか下したからバキッと嫌いやな音をさせるほどしっかりと踏ふみしめるも、後ろへと向かう勢いまでは殺しきれず、思いっきり背後の窓ガラスを叩き割わり、俺の体は外気に晒さらされる。

　部屋は二階。飛び降りても着地できる高さではあるが、頭から落ちれば流石さすがに死ぬ。

　防衛本能が反射的に窓まど枠わくに手を伸のばそうとするが、




　――え？　助かりたいの？




　そんな疑問が脳のう裡りを過よぎる。瞬しゆん間かん、窓枠に伸ばしていた手からフッと力がぬけ落ちた。

　……ま、いっか。

　諦あきらめた。窓枠のガラスが刺ささると痛そうだし、障害とか残って動かし辛づらいわ、たまにジクジク痛むわと、精神を地味に削けずられるのも嫌だ。死ねるタイミングがあれば死んでおきたいというのが俺のスタンスでもあるし。

　空中で、頭が錘おもりとなって上半身と下半身の位置が入いれ替かわっていく。地面に落ちるころには頭が一番に地面につくだろう、と確信するが、自分の残ざん酷こくな末路を想像しても、恐きよう怖ふや悲しみ、その他の感かん慨がいもなく、迫せまる死を淡たん々たんと受け入れて瞼まぶたを閉とざす。

「させるか！」

　が押おし潰つぶされるような重じゆう厚こうな気配に、思わず一生開くつもりのなかった瞼を跳はね上あげる。その視界に映ったのは、宙ちゆうに放ほうり出だされた俺のさらに上空で朝日を遮さえぎる巨きよ躯く。まるで超ちよう次じ元げんな必殺シュートを放つ予備動作のように、筋肉質な足が大きく後ろに引かれていく。躍やく動どうする筋肉を前に、本能が死よりも恐おそろしい危機を察知し肌はだが粟あわ立だつ。

「ちょ、まゲコッ」

　心の準備をする暇ひまも与あたえられなかった。気づいたときには、道路と庭を隔へだてる木製の塀へいに潰れたヒキガエルのようなポーズで叩きつけられ、そのまま力なくズリ落ちる。

「ふん、二階から落ちた程度で受身もまともに取れんとは情けない」

　拳を防いだ両腕を、壁かべに叩きつけられた胴どうを、蹴けり飛ばされた尻しりを、鋭するどい痛みが襲おそう。

　地面に倒たおれ伏ふしたままの俺は、なんとか顔だけ持ち上げ、のしのしと地鳴りを伴ともなって近づいてくる親父おやじを苦々しげに睨にらみつけた。

　どこぞの宇宙最強種族サ○ヤ人のごとき、タンクトップと短パンをミチミチと張り裂さかんばかりの胸筋、腹筋、丸太のように太い手足。加えて魔ま王おうのごとき凶きよう悪あくな顔つきの男。この超ちよう常じよう生物が、超戦士でも魔王でもなく、ごく普ふ通つうの係長だなんて悪い冗じよう談だんとしか思えない。

「なんだその目はっ？　それが親に向ける態度かっっ？」

　ついさっき殺されかけた相手への態度にしてはかなり穏おだやかな部ぶ類るいに入ると思うのだが、親父はわずかな反はん抗こう心しんも許容しないと言わんばかりに睨み下ろしてくる。

「そもそも貴き様さまがいくら呼んでも起きてこないから、こういうことになったのだぞ」

　たしかに母さんや親父が「降りて来い」と何度呼んでも無視し続けはしたが、それくらいで死の淵ふちに追い込む親も親だ。

「何事にも限度ってものが……まあ、もういいや」

　しかし殺されかけたことに対する憎ぞう悪おの炎ほのおは、まるで蝋ろう燭そくの火に息を吹ふきかける程度の気安さであっさりと鎮ちん火かしてしまった。同時に訪おとずれた倦けん怠たい感かんによってフッと力が抜ぬけ、地面でだらけてしまう。地面美味おいしいぺろ。

「寝ねるな、馬ば鹿か者ものっ！」

　親父は地面に沈しずむ俺のシャツの襟えりを片手で掴つかんで持ち上げる。ぷらーんと宙ちゆう吊づり状態の俺は、厳いかつい魔王フェイスと向き合わされる。

「いやぁ、明け方までアニメ観みて、寝たのはついさっきだったから、きっとぐっすり眠ねむっていたんだろうね～。今も寝落ちしかけたし」

　にへらと笑って返答すると、頬ほおをぶん殴られて再び地面を転がる羽は目めになった。

「ニートの分ぶん際ざいで、夜よ通どおしアニメ鑑かん賞しようとはいいご身み分ぶんだなっ」

　口の中に鉄の味が広がっていく。鎮火していた憎悪の炎が痛みによって再燃し、そしてまたすぐに鎮火した。残ったのは頬を焼く痛みのみ。

　のたうつ俺の胸を地面に縫ぬい留とどめるように、親父は容よう赦しやなく踏みつける。肋ろつ骨こつが折れるほどではないが、いつでも殺せるのだぞという威い圧あつ感かんがあった。

「浪人、いつまでそうしているつもりだ？　いつまでワシらの手を煩わずらわせるつもりだ？」

　俺、外と様ざま浪人は自じ宅たく警けい備び員いんだ。高校一年の秋に勉強に身が入らなくなり、勉学重視の全ぜん寮りよう制せい男子高校を辞やめてそのまま三年以上なにかをするでもなくただ生きていた。

　俺のやっていることが家族にとってどれほど負担になるのかは理解している。まず養ってもらっている。そして普通に生きていれば既すでに大学生か社会人であるはずの年ねん齢れいだ。高校中退の俺の将来だって心配だろう。ニートが家族にいるというのは世せ間けん体ていもよろしくない。俺のために頭を悩なやませ、泣いたこともあるだろう。家族の心しん労ろうは計り知れない。

　だけれど、それを理解した上で、俺は鼻で笑って見せる。

「……さぁな」

　反はん抗こう的てきな態度と見なした親父は、踏みつける力を強める。肺を押し潰され息苦しくなる。

「いい加減にしろよ、浪人っ。あまりワシを怒おこらせるとただではすまんぞっっ！」

　それは今いま更さら過ぎる。今日に限らず俺は洒落しやれにならない攻こう撃げきに何度となく晒さらされているのだ。自宅警備員歴三年の俺にとって、殴られるのも、蹴られるのも、殺されかけるのも、昨日今日始まった出来事でないのは言うまでもない。すっかり痛みに慣れてしまい、おまけに沸わきあがった傍そばから怒いかりや憎悪がガリガリ削れていくような燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんの俺は、

「はいはい」

　すべて投げやり。

「浪人っっっ！」

　親父の声が一ひと際きわ大きな怒りを孕はらむ。意識なんて持っていないはずの大気すら、親父の殺気に恐きよう怖ふし震えている気がした。

　とうとう怒りの頂点に達したのであろう。親父の丸太のような足が、制裁を下さんと持ち上がる。そして俺の胸を踏ふみ貫ぬかんと振ふり下お――

「そこまでにしていただこう」

　凛りん然ぜんとした女性の声が耳に届く。同時に親父の両側から黒スーツにサングラスというエージェント風の男が二人現れ、素す早ばやく親父の腕うでを片方ずつがっちり掴つかむ。

「むっ、これは親子の問題です。部外者は引っこんでいてください」

　親父は忌いま々いましげに背後の二人を睨みつけて、腕を振りほどこうとするが、親父の方がジリジリと後ろに引っぱられていく。怪かい物ぶつじみた筋力を持った親父に比べれば、黒スーツたちはまともな体格をしているが、流石さすがエージェントっぽい装よそおいだけあって、自分より強い敵との戦い方を知っているのか、うまく制圧している。

「悪いが我々も家庭の事情などにいちいちかまっている暇ひまはないのだよ」

　黒スーツによって俺と親父との距きよ離りが開くと、二人の中間の位置に、白衣をはためかせた女性が割り込こんでくる。俺には背中を向けた位置取りなので丈たけの長い白衣以外、黒ストッキングに纏まとわれた脹ふくら脛はぎ、黒のエナメルヒール。あと色合いは綺き麗れいな栗くり色いろだが、手入れがいい加減そうなぼさぼさ具合のせいで台無しな長い髪かみくらいしか見えない。

「我が家の問題なので邪じや魔まをしないでいただきたいと言ったのですが？」

　親父はドスの利きいた声で改めて忠告するが、女性は微び動どうだにしない。

「ふぁ～、ねむ。こちらも言ったはずだ。一家庭の事情にかまっている暇はない、とね」

　下した手てに出ないどころか、欠伸あくびまでかますとは大したものである。

　親父も自らの凶悪面づらに自負があるからか、恐怖という言葉をどこかに落としてきたかのように平然と対たい峙じする女性にペースを崩くずされ、戸と惑まどいを浮かべている。

「し、しかしですな――「契けい約やくはすでに履り行こうされている。もう彼かれは貴き殿でんら家族だけのものではない。我々にとっても大事な被験者なのだよ。無む闇やみに傷をつけられては困る」

　親父は食い下がろうとするが、すかさず女性の声が遮さえぎる。

「契約を反ほ故ごにするのならば、違い約やく金きんを請せい求きゆうすることになるが。それでもいいかね？」

　親父は黒スーツに拘こう束そくされたまま、諦めたように項うな垂だれ、「……わかりました。あとはそちらにお任せします」と、苦りきった表情で頷うなずく。

「よろしい。さて、では君は我々と来てもらおう、か――おや？　いない」

　親父への脅きよう迫はくもとい説得を終えて振り返かえった女性が、俺が倒たおれていたはずの場所に誰だれの姿もないことにようやく気づいたらしい。

　そのときまさに、俺は塀を飛び越こえ道路に着地した。

「あの餓が鬼きっっ逃にげおったぁああっっ！」

　親父の怒ど気きを孕はらんだ叫さけびに恐怖で震える本能に逆らわず、俺は颯さつ爽そうと逃げ出すのだった。







　走ること数分。俺の意欲は燃え尽きていた。

　裸足はだしなので小石がチクチク刺さって痛いし、逃げる意欲は今も絶ぜつ賛さん減げん退たい中ちゆう。

　恐怖に背中を押されて咄とつ嗟さに逃げてしまったが、よく考えると逃げる必要もなかったし。

　まあ、終わったことは仕方ないか。それよりあの黒スーツや白衣の女性は何者だったのだろう？　〝被験者〟という言葉から推測するに、女性の方は科学者かなにかで、黒服が部下ということだろうか。会話の流れ的に〝被験者〟とは十じつ中ちゆう八はつ九く俺のことだ。

「はは、とうとう見捨てられたか。でもまさか身売りされるとは思いもよらなかった」

　いつか見み限かぎられる、と覚かく悟ごはしていた……というより待ち望んでいた。俺のような未来のないニートはさっさと切り捨てるべきだ。

　でもまさか結末が人じん身しん売ばい買ばいとは。予想外すぎて思わず笑ってしまう。

　身売りなんて推すい奨しようしている組織が真っ当なわけがない。きっと倫りん理り的てきに問題のある実験にでも使われるのだろう。最悪、生きては帰れまい。

　俺が想像していたよりも家族のヘイトが溜たまっていたのか。三年間の憎にくしみの蓄ちく積せきが、今回の人身売買という非ひ合ごう法ほう非ひ人じん道どうな選せん択たくをさせたのだとすれば、申し訳ない。

　まあ、折せつ角かく逃げたことだし、これが最さい期ごの遊ゆう戯ぎだ。もう少し命を賭かけ金きんにした鬼ごっこデスゲームに興きようじてから捕つかまってやることにしよう。

　方針は決まったが、さほどモチベーションも高くない頭で、さてどこへ身を隠かくそうか、と周囲を見回す。と、ちょうど目の前に神社があった。

　住宅街の中にぽつんと佇たたずむこぢんまりとした神社。入り口の鳥とり居いはちゃちいカンジで、奥おくに向かって伸びる細い参さん道どうの先にある社やしろも百ひやく葉よう箱ばこのような風ふう体ていだが、一応氏うじ神がみらしい。

　社の裏には、敷しき地ちを囲うフェンスまでの一平方メートルほどのスペースがあるので、そこで見つかるまで時間を潰つぶすとしよう、と鳥居をくぐり、玉たま砂じや利りの中を浮うき島しまのように敷しかれた石いし畳だたみを歩いて進む。足の裏がペタペタと冷たい。

　参道を奥へと進んでいくと、十数秒とかからず社へと辿たどり着いた。築ちく六十年の俺の家よりさらにボロそうな感じの、木材が黒く変色した社。賽さい銭せん箱ばこだけは新しいものに取とり替かえられているらしく、やたらテカテカした木箱が、ふるぼけた社にはミスマッチだ。

　そんな感想を抱だきながら、社の裏へと回ろうとしたその時、

「すんっ」

　不意に社の裏から洟はなをすする音が聞こえ、心臓が跳はねる。変なことを考えるな、と自らを叱しつ責せきするが、つい社の裏から顔を出す青白い顔の女性霊れいを想像してブルリと身み震ぶるいする。

　再び「ひくっ」と今度はしゃくりあげる音。どうやら風の音とか空そら耳みみとかではないらしい。明らかに誰かが泣いている。それが人間か幽ゆう霊れいかは定かではないけれど……。

　恐おそる恐る社の裏を覗のぞき込むと、隠れようと考えていたスペースにはすでに先客がいた。

　社を背に、膝ひざを抱かかえて、膝に顔を埋うずめて震える、見るからに痛ましい小さな少女。

　小学校高学年くらいだろうか。白地に、襟えりと袖そで口ぐちが水色のセーラー服と紺こん色いろのスカート姿。たしか近きん隣りんの私立学校の制服だったはずだ。

　癖くせひとつなく、綺き麗れいな天使の輪が浮かぶ艶つややかさを持った長い黒くろ髪かみが、玉砂利の上に無造作に広がっており、少女が身じろぎする度たびサラサラと揺ゆれる。

「ぐすっ」

　少女の嗚お咽えつを再び耳にして罪悪感に襲われた。わざわざ人気のないところに隠れて泣いているのだ。きっと誰にも見られたくはないはず。

　よし、見なかったことにして退散しよう。と、そっと足を退ひく。

　ジャリ。

　が、運悪く石畳に転がった玉砂利を踏んでしまった。

　些さ細さいな音のはずだが、無音に近いこの場所ではやたらと響ひびいてしまう。

　泣いていた少女にも気付かれ、膝の間に深く沈んでいた顔が持ち上がる。砂時計の砂のように無む抵てい抗こうにサラサラと零こぼれ落おちる髪に半ば埋うもれた小さな輪りん郭かく。両頬と鼻の頭を薔薇ばら色に染め、鼻水で呼吸し辛づらいのか薄うすく開かれたさくらんぼのような赤い唇くちびるからテンポの速い呼吸をし、それに併あわせてはらはらと涙なみだを零し続けている弱々しい双そう眸ぼうが、玉砂利を踏んだ体勢のまま固まっていた俺をばっちり捉とらえる。

「………」

「………は、はろー」

　見つめあうこと数秒。気まずい空気に耐たえられず、強こわ張ばる頬に無む理り矢や理り笑え顔がおを作らせて挨あい拶さつしてみると、泣いているところを目もく撃げきされたと理解したらしい少女の顔が羞しゆう恥ちによってさらに赤みを増し、慌あわててシャツの袖そでで目元をゴシゴシ拭ぬぐいだす。

「ばか、なに見てるのよ、ばかぁ！」

　少女は罵ば倒とうとともに砂じや利りを鷲わし掴づかみして投げつけてくる。散さん弾だんのように広がる小石がジャージを軽く打つが、威い力りよくは弱く痛くはない。

「こっち見るな！　あっち行け、ばか！」

　必死に何度も何度も目元を拭うが、涙は彼かの女じよの意思に反して湧わき水みずのように溢あふれ続けている。声にも、どうして止まらないの？という焦しよう燥そうが感じられた。その光景は悲痛で、見ているだけで胸がギュッと締しめ付つけられるようだ。

「それではお言葉に甘あまえて――」

　居い心地ごこち悪い空気から逃のがれたいという内心に素す直なおに従って、少女に背を向ける。

　泣いている少女をあっさり見捨てる冷たい人間だと思われてもかまわない。実際その通りだし。俺はもともと他人に興味などないのだから。

　それにニートである自分の状じよう況きようすら改善できない俺が、他人に手を差さし伸のべるなんて自分の立場を弁わきまえない行こう為いだ。俺に救えるものなんて一つもあるわけがないのだから、誰かに手を差伸べるなんておこがましい。

「なによ、変態！　キモ男！　ロリペド色しき魔ま！　歩く性犯罪者！　痴ち漢かん！　童どう貞てい！」

　プツン。

　大人しく退散するつもりだった。「ばか」くらいの罵ば倒とうなら、語ご彙いの少ない子どものささやかな悪口だと気に止めずにいたことだろう。

　だが彼女の放った不ふ名めい誉よ極きわまりない罵ば詈り雑ぞう言ごんの数々は、昨今のキレやすい若者であるところの俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切るには十分すぎた。

「少し寄れ」

「ちょ、ちょっと、なんでこっち来るの？　あっちいけって言ってるのよ、美人局つつもたせ！　売ばい春しゆん強きよう要よう斡あつ旋せん業者！　さ、触さわるなぁひゃんっ」

　顔を青くして怯おびえる少女を押しのけて社の裏に座すわる。

「うぅ、なにすんのよ！　あっちいけって言ったのよ！　消えないと訴うつたえちゃうんだから。エロテロリストは死し刑けいよ！　バンシーに値あたいするんだから！　無視すんな、聞け！」

　少女は、隣となりを占せん拠きよしてきた侵しん犯ぱん者しやであるところの俺の耳元でギャンギャンと喚わめく。

「バンシーじゃなくて万ばん死しな」

　泣いている女の子と逃とう走そう中の自宅警備員という絵え面づらは、傍はたから見れば完全に事じ案あん発はつ生せいの組み合わせ。この少女の行動如何いかんでは俺が社会的に死ぬので、彼女が死を運ぶ妖精バンシーというのはあながち間ま違ちがいないかもしれないが。

「さっきから随ずい分ぶんと偉えらそうなことを言ってくれたが、ここはお前の私有地か？　それとも神社に許可とって貸かし切きっているのか？」

「ち、違ちがうけど……」

「だったら俺がここにいるかどうかは俺の勝手だろ。お前にとやかく言われる筋すじ合あいはない。嫌ならそっちがどっかいけ」

　反論の言葉が見つからなかったのか、「むぅ」と少女は悔くやしげに下した唇くちびるを噛かんで睨にらんでいたが、ふと諦めたように社に再び背中を預け、膝を抱えて座り直す。

「……お前、ここにいるつもりなの？」

　無む理り矢や理り女の子の隣に座ってくる見ず知らずの男がいるのに、さっさとここを譲ゆずって去るという選択をしなかったことが意外で、つい尋たずねてしまう。

「ここはあんたの私有地でも借りている土地でもないんでしょ？　だったらわたしがいるのも勝手じゃない」

　少女はプクプクと目の端はしから湧いてくる涙を拭いながらも、毅き然ぜんと応じる。

　自分の使った論法がまさかのブーメラン。これには反論のしようがない。

　彼女がここに留とどまることを固持したのは、意地になって固こ執しつしているとかではなく、自分の泣いている姿を極きよく力りよく見られたくないから動くに動けないのかもしれない。

　沈ちん黙もくした俺を見て少しは溜りゆう飲いんが下がったのか、少女はさくらんぼのような唇をわずかに綻ほころばせた。まだ時とき折おり目の端に溜たまった涙を袖で拭っているが、俺との口論の間に笑えみを浮かべる余よ裕ゆうを取とり戻もどし、涙るい腺せんも落ち着いてきたようだ。

　黙だまって座ること数秒。俺の怒いかりはあっという間に燃え尽き、なんで突とつ発ぱつ的てきな怒りに流され座ってしまったんだろう、と後こう悔かいしていた。数十秒前の直ちよく情じよう的てきな自分マジウザイ。

「ね、ねぇ」

　どんな口実をつければこの気まずい空間から脱だつ出しゆつできるだろうか、と考えていると、俺を敵視もしくは不ふ審しん視ししているはずの少女の方から意外にも声をかけられる。

「ん？　訴そ訟しようの話なら、あとは俺の専属弁護士が対応するから」

「う、訴うつたえないわよ。え？　専属弁護士いるの？　すごい、ブルセラなのねっ」

「専属弁護士は冗談だよ。あとブルジョアな。ブルセラはどちらかというとお前だろ」

　変な言葉を知っている割に、意味や用法はいい加減に覚えているらしい。

「こ、子どもなんだから間違うことくらいあるし！　そ、それより子どもを騙だますあんたの方がよっぽどブルセラよ！　サイテー！」

　少女は拗すねたようにプイッと顔を背そむける。

　俺のブルセラの用法を聞いて悪口とでも勘かん違ちがいしたのか、結局ブルセラの使い方が改かい善ぜんされてないし。大人になったときふと思い出す度、なんで子どものときあんな恥はずかしい言葉を連れん呼こしてたのよ、わたし！と悶もだえることになるタイプだな、こいつ。

　黒歴史に悶える少女の十数年後を想像して「強く生きて欲ほしい」と心から願っていると、

「そうじゃなくて。そのほっぺたどうしたの？　って訊ききたかったの」

　ついさっき自みずから逸そらした顔を、すぐに俺の方へと戻して気き遣づかわしげに尋たずねてくる。

　ああ、そういえばぶん殴られたんだったか。親父に殴られるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じなので、いちいち痛みなんて気にしなくなっていたが、思い出すと頬にズキリと痛みが甦よみがえる。

「痣あざとかできてる？」と手で触さわってみるが、触ふれた感じそれほど腫はれてはいない様子。

「痣ってほどじゃないけど、反対側と比べて赤くなってるわ。喧けん嘩かでもしたの？」

　見上げる少女の表情は不安げだ。もしかして心配してくれているのだろうか？

「まあ、そんなところかな……」

「親父に殴られた」なんて答えるとＤＶを疑われそうなので、ぼかすように答えておく。

「ふーん。ニートのくせに喧嘩とかするんだ。あんたの家族も災難ね」

　納なつ得とくいく答えを得られたのか、不安げだった少女の表情が呆あきれと入れ替わる。

「ん？　その口ぶりだと俺を知っているのか？」

「たまたま、ね。わたしこの辺でよく遊んでるから。ここも裏が公園だから、かくれんぼとかで隠れたりするとき見つけた場所だし。あんたのこと見たことあるの。その……ママさんたちの噂うわさとかも聞こえちゃうし……ごめん」

　後半は歯切れが悪かった。きっと陰かげ口ぐちでも耳にしたのだろう。

「事実だからいいよ。へぇ、公園なんかで遊んでるんだ」

　気まずい話題に流れてしまい次の言葉をかけあぐねた様子の少女に話題を提供したが、

「な！　子どもじゃないし。好きで公園で遊んでるわけじゃないもん！」

　予想以上の食いつきだった。鼻の頭がぶつかりそうな距きよ離りまでズイッと迫せまってくる。

「そこまで否定しなくてもいいだろ？　公園で遊んだって不思議じゃない歳としなんだし」

　そもそもついさっき子どもであることを主張してませんでしたっけ？

「わたし、ここから三駅くらい離はなれたところにある私立の学校に通ってるから、こっちには友達いなくて。制服のまま遊んだら先生に怒おこられちゃうから帰るしかないし、こっちには同年代の友達もいない。だからその辺で遊んでいる子に混ぜてもらうしか遊び相手を見つける方法がないってだけで、公園で遊びたいわけじゃないんだからっ」

　不本意である、と強調するように、短いブレス以外ほとんど途と切ぎれることのない早口で言い訳を並べて、ようやく気が収まったのか顔を離してくれる。

「そこまで必死に言い訳しなくても……にしても昨さつ今こんの子どもにしてはアクティブな友達作りだな」

　今日までの人生振り返っても過去友達の一人も存在しなかった俺からすれば、自分から仲間に入っていけるアクティブさには素直に感心してしまう。

「別に。声かけるときはすごくドキドキするし、嫌いやな顔されたらどうしようとか考えるとすごく怖こわい。でもそうしないと、独りぼっちになっちゃうから……」

〝独りぼっち〟という言葉にやけに感情が乗せられていた気がした。たぶん彼女は独りになることが極きよく端たんに嫌なタイプなのだろう。気き後おくれや恐怖を感じながらも、知らない子どもの輪に入っていけるほどだから相当だ。

「理由はどうあれ、お前はすごいよ。仲間の輪に入れずにずっと独りぼっちな奴やつらが世の中にはごまんといる。お前はそいつらの出せなかった勇気を出して輪の中に入れるんだからさ。俺は尊そん敬けいするよ」

「そ、そう？」

「ああ。お前よりずっと年上の俺にもできないことだからな」

　正直羨うらやましい。友達の輪に入っていけることではなく、〝独りにならない〟という一つの目的のために踏み出せることが。怒いかりや執しゆう念ねんといった感情すらすぐに燃え尽きてしまう俺は、明確な目標を抱く前に小さな灯ともし火びすら消えてしまうから。

「あ、あんた名前は？」

　極きわめて簡単な日本語のはずなのに、問いの意味が理解できず「名前？」と首を傾かしげてしまう。少女は泣き顔を見られたときより赤みを増した顔に緊きん張ちようを貼はり付けて、俺をじっと見つめていた。

「名前ってのは、『はがきに、住所・氏名・年齢・性別・職業・番組への感想などをお書き添そえの上、どしどしご応おう募ぼください』の『氏名』のことか？」

「なんて長ったらしいのチョイスするのよ！　そうよ、氏名！　氏名教えなさいよ！」

　また鼻がぶつかりそうな距離までズズイと顔を寄せて怒ど鳴なってきた。そんなに顔近づけなくても聞こえてるって。

「でもどうして突とつ然ぜん名前なんて？　呪じゆ術じゆつ的てきな儀ぎ式しきに使うとか、名めい簿ぼ業者に売るとかか？」

「わたしが折せつ角かく、あんたの褒ほめ称たたえた勇気を目まの当あたりにさせてやろうって思ったのに！　ばか！　あんたなんて一生無職の呪のろいでのたれ死じんじゃえ！　ブルセラ！」

　なけなしの勇気を台だい無なしにされて激げき怒どしたらしい少女は、本当に呪術的な儀式に使うつもりなのか、スマホのカメラを俺へと向けてくる。

　なるほど。緊張していたのは、俺に友達申しん請せいをするためだったのか。

「なんだ、そういうことなら早く言ってくれよ。俺だって可愛かわいい女の子がなんの悪意もなく心から俺の名前を知りたいって言うんなら、誠せい意いを持って応こたえるよ」

　瞬しゆん間かん、少女の顔がさらにジワヮと赤みを増し、手からスマホを取り落とす。

「か、かわゆいにょ？」

　呂ろ律れつが回っておらず噛かみ噛かみだったが、なんとか意味は聞き取れたので頷うなずく。

　と、少女は今や炉ろで熱せられた鉄のように赤々とした頬を両手で挟はさみこんでもみくちゃにしながら「ふえっ」「ふあっ」とか変な声を上げている。照れている様子は見ていておもしろかったので、黙って観察しつつ次の言葉を待っていると、ようやく平静を取り戻した少女は、自分の恥ずかしい姿をまじまじと観察されたことに気づいて、プイッと顔を背そむけ、

「し、仕方ないわね。どうしてもって言うなら聞いてあげてもいいわよ、あんたの名前」

「え、やだ」

「……え？　ええっ！」

　さぞ予想外であったのだろう返答に、少女はポカンと俺を見つめる。

「だって……わたしみたいな、その、か、可愛い女の子になら名前を教えてあげるって」

　自分で自分を「可愛い」と評するのは恥ずかしいのか、躊躇ためらいの浮うかぶ歯切れ悪い口調で、おずおずと尋たずねてくる。

「それは曲きよつ解かいだな。お前が可愛いのは認める。髪の毛はサラサラ綺麗だし、顔は整ってるし、適度に日焼けしたシミ一つない健康的な白い肌は触ってみたい誘ゆう惑わくに駆かられるし、目がくりくりしているし、まつ毛は長いし。将来はきっと美人になると確信を持てるくらいには可愛い」

　ベタ誉ぼめされて「はうっはうっはぅう！」と両頬をぐちゃぐちゃしながら身み悶もだえる少女。

「じゃ、じゃあなんでよ？　か、可愛いのになんで？」
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「ああ、お前は可愛い。それは認めよう。だが名前を教えるとは言ってない。誠意を持って応えると言っただけだ。だから俺は誠意を持って拒きよ否ひすると回答したまで！」

　バチーンと親父にぶたれた頬を平手打ちされる。

「あんた最低ね！　せ、折角、友達になってあげようと思ったのに！　このブルセラ！」

　その怒りようから、どうやらからかいではなく、本気で歳の離れた異性――それもニートで醜しゆう聞ぶんも耳に届いている俺と友達になってくれるつもりだったらしい。

「あんたなんて社会のゴミクズよ！　蝶ちようよ花よと扱あつかわれちゃえばいいんだ！　ばかぁ！」

　溺でき愛あいされろと？

　でも、これで少女の俺に対する好感度は絶望的なまでに悪くなったはず。これでいい。

　彼女の善意を踏みにじって悪いが、俺なんかと関かかわったって、彼女の貴とうとい時間を無む駄だに消費させるだけだ。だから彼女の誠意には誠意を持って断らなければいけなかった。

　自分の外げ道どうな対応に傷つく幼いたい気けな少女の姿に罪悪感を覚えながらも、これでいい、と満足していた。そのとき、

「見つけましたよ」

　男の落ち着いた声とともにポンと肩かたを叩たたかれた。

「だ、誰？」

　社の死角から俺の背後にぬっと現れた人物を視界に捉とらえた少女は目を見開き震え上がる。振り返るとごつく威い圧あつ感のある黒スーツの男が立っていた。

　バンシーの泣き声は本当の意味で俺に死を呼び寄せたようだ。

「ご同行願えますかな？」

　俺は大人しく頷き、左右から黒スーツに腕うでをガッツリ押おさえられた格好で誘ゆう導どうされる。

「ちょ、待ちなさいよ！　なに、これ？　なんなのよこれ？　そいつをどうするつもり？」

　黒スーツに噛み付きそうな勢いで迫る少女を、少女の後ろから現れた新たな黒スーツが肩を押さえて留とめる。

「この子はわたしが学校へ送り届ける」

「ちょ、嫌いや！　放せ！　警察呼ぶわよ！」

　黒スーツに動きを封ふうじられても、少女はまだ抵てい抗こうを諦あきらめずギャーギャー喚わめいている。

「なあ、あいつに危害加えないよな？　口くち封ふうじとか」

　いい奴やつだと知ってしまい情が湧いたのか、心配でつい黒スーツに尋ねてしまう。

「そう怖い顔しないでください。君は我々を誤解している」と黒スーツは苦く笑しようを浮かべる。

「警察に連絡したところで取り合ってもらえませんから心配することなどありません」

　それは、警察が怠たい慢まんだからとか、子どものイタズラ電話だと判断されるからとかいう意味ではなく、もっと確信的な口ぶりだった。

　まるで警察が黙もく認にんしてくれるとわかっているかのような。

　どうやら予想より数段とんでもない組織に、俺は売り飛ばされてしまったらしい。







　――どうやら予想より数段とんでもない組織に、俺は売り飛ばされてしまったらしい。

　と数分前に思わせぶりな発言をしたのだが、神社の前に止まっていた黒くろ塗ぬりワゴンに乗せられて連行された先は、近所の市立体育館の駐ちゆう車しや場じようだった。

　周囲を見回すと俺と同年代――十代後半から二十代くらいの男女の姿があり、彼らはいずれも体育館へと吸い込まれていく。

「えーと、実は体育館の地下には戦後軍が放ほう棄きした秘密の実験施し設せつがあって、今もそこで非ひ合ごう法ほうな実験が行われており、その実験のためにひとを集めている、とか？」

　ワゴンから降ろされた俺は、咄とつ嗟さに閃ひらめいた中学生の考えた頭の悪い設定みたいな予想を黒スーツに言ってみるが、残念なものを見るような顔をされたので違うらしい。

「くぁ。行けばわかるさ、奴ど隷れいくん」

　俺の乗っていたワゴンの隣に遅おくれて到とう着ちやくした同じ見た目の黒塗りワゴンから、カツカツとヒールを鳴らして降りてきた白衣姿の女性が欠伸あくび混じりに言う。

　長い髪の毛は寝ね癖ぐせそのままなのかぼさぼさ、瞼まぶたは眠そうに三割ほど落ち、大口を開けて欠伸をする。両手は白衣のポケットに突っ込んだままで口を隠そうともしないので、歯も喉のどの奥も丸見えなのだが、恥じらう様子もない。白衣の内側に着たレースで彩いろどられた黒いスーツドレスはスタイルのいい煽せん情じよう的な体のラインを浮き上がらせているのに、なぜか色気はあまり感じられず、女性として終わっている感が否いなめない。

「あんたは、さっき家で見たマッドサイエンティスト？」

「天あま辺べ実みの里り。白衣なんか着ているが、マッドサイエンティストどころか科学者ですらない。高校時代の化学の成績は、５段階評価の２だった。化学の先生にはよく『どうしてお前は鉄を酸化させてホルムアルデヒドを精せい製せいできるんだ』って怒られたものだよ」

「それ十分マッドサイエンティストじゃん！」

「実際にできればそうだがね。残念ながら化学式でその答えを導みちびき出しただけだよ」

　どうやら化学の成績２というのは本当らしい。しかも化学式でつまずくって、かなり初期の段階で落第のピンチだったようだ。

「あんたの頭悪い自じ慢まんはいいとして。あんたらいったいなんなんだよ」

「ふぁあ。おっと、こんなところで立ち話している場合ではなかったな」

　俺の質問を、天辺はあからさまにはぐらかしてくる。

「おい、ちょっと――」

「うむ、まだ君は渡わたされていないようだ。よろしい、特別にわたしがつけてやろう」

　俺の言葉を遮さえぎって、天辺は白衣のポケットから輪投げに使う輪のようなものを取り出して近づいてくる。

「な、なにを――」

　言いかけて言葉に詰つまる。少しでも口を動かせば触ふれてしまうような距離まで天辺の額が迫せまってきたからだ。思わず仰のけ反ぞって非難の視線を向けるが、天辺はまったく気づいた様子もなく不思議そうに俺を見上げて「どうした？」と首を傾かしげる。

　その屈かがんだ状態で見上げた天辺の顎あご下した、喉、鎖さ骨こつと辿たどったその奥――だらしなく第二ボタンまで外したシャツの奥から胸の谷間が丸見えになっていて慌てて視線を逸そらす。

「あんた女性として終わってるな。ガサツで無防備すぎっ」

「ははっ、世話を焼いてくれるひとからもよく同じことを言われているよ。だがね、わたし個人としては衣食住さえ揃そろうなら、環かん境きようのクオリティはある程度で十分なのだよ」

　カチッ。

　天辺は気を悪くした風もなく、低くしていた姿勢を戻して苦笑を浮うかべる。

「カチッ？」

　首元に触れるとなんだか金属質な感かん触しよくのリングが首に装そう着ちやくされていた。

「それじゃあね、奴隷くん」

「ちょ、なにこれ？　おい、ちょっと待て！　さっきから奴隷くんってなんだよ！」

　一方的に別れの挨拶を寄よ越こして、さっさと体育館へ歩いていこうとする天辺を追いかけようとするが、控ひかえていた黒スーツたちにあっさりと取り押さえられてしまう。

　天辺の姿が体育館へと消えると、すぐに黒スーツは「体育館で説明がある」とだけ教えて解放してくれる。

　大人しく従したがうのは癪しやくだが、体育館周りは屈くつ強きような黒スーツに囲まれているので、逃とう走そうは不可能だ。渋しぶ々しぶ体育館のエントランスへ向かうと、黒スーツの女性に小さな箱の入った紙かみ袋ぶくろをひとつ渡され、体育館へと通される。

　バレーコート四面分の広さを持つ体育館の中にはすでに百人以上の人間が集まっていた。

　一人でぽつねんと佇たたずむ者もいれば、グループを作って話をしている連中、携けい帯たいゲームを持ち込んで悠ゆう長ちようにひと狩かり行っている連中もいる。見る限り黒スーツ以外の全員が首に黒い首輪をつけている。おそらく俺おれの首にも同じものが装着されているのだろう。

「それにしても……」

　体育館の中を一いち瞥べつして顔を顰しかめた。

　理由は時とき折おり視界を過よぎるおかしな格好をした連中のせいだろう。大体はごく普通のジャージとシャツというラフな格好なのだが、たまに某ぼう有名ＲＰＧに出てくるスライムの王様みたいな体型でありながら緑髪ツインテールのボーカロイドの格好で首にカメラをぶら下げた男や、顔の前面まですべて髪の毛で覆おおい隠かくしたテレビから出てきそうな女性霊○子、もう六月だというのに炬こ燵たつを背せ負おって移動するカタツムリみたいなやつ、などおかしな格好の連中がちらほらいるのだ。

　あの連中何なんだ、と引き気味に眺ながめていると、背中に軽い衝しよう撃げきを感じる。

「うおっ」

「ひゃん！」

　反射的に接せつ触しよくしたものを突つき飛とばす勢いで押おし返す。と同時にソプラノの悲鳴が耳に届く。声からして女の子だろう。なにやってんだ、と自分の迂う闊かつさを叱しつ責せきし、慌あわてて振り返ると、

「なん、だと」

　某夢の国のネズミが……いや、よく見ると某コピー大国の製作したお粗そ末まつなパチモンみたいなヘロヘロのネズミの被かぶり物を被った奴がいた。首から下は膝ひざまで隠れそうな丈たけ長ながパーカーとデニム地のレギンスという、いたって普ふ通つうの女の子の服装なのだが。

　パチモンネズミは跳はね返した拍ひよう子しにバランスを崩くずしたのか、大きく右へ左へフラフラ揺ゆれている。ヘロヘロな顔と相まって、まるで酔よっ払ぱらいか薬を一発きめてきたやつみたいだ。

　パチモンネズミはキュッキュッと体育館の床ゆかを鳴らしてなんとか踏ふん張ばり、

「やあ、ぼくマッキー。ぶつかっちゃってごめんね」

　彼女なりに声こえ真ま似ねをしたつもりであろう。ぎこちないが陽よう気きに名な乗のった。ちなみに声が女の子すぎるのか、全然夢の国のネズミとは似てない。というかこいつ、生なま意い気きにもコピー商品の分際で特別なオンリーワンを気き取どった名前してやがる。

「ひぃ！」

　たまたま通りかかった男性が、突然ヘロヘロ顔に迫せまられて逃にげていった。

「マッキー。ぶつかった相手こっちなんだけど……」

「あ、あれ？　あれれ？」

　マッキーはグワングワン頭を揺らして方向転てん換かん。

「やあ、ぼくマッキー。ぶつかっちゃってごめんみぎゃああああ！」

「きゃああああああ！」

　たまたま通りかかった顔の前面まで長い髪に覆おおわれた女性に声をかけ、女性霊○子を彷ほう彿ふつとさせるその姿を視界に捉とらえたマッキーは甲かん高だかい悲鳴を上げてステーンと床に尻しり餅もちをつく。それに驚おどろいて女性霊○子も悲鳴を上げて逃げていった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「しゃ、しゃだこー、とととと飛び出して、３Ｄで！」

　マッキーに一応声をかけてみるが、恐きよう怖ふでガタガタ震ふるえていて、こっちの声は届いていない様子。そろそろ面めん倒どうくさくなってきたので放っておこうかと思った矢先、

「うぅ……外様くんだと思ったんだけど人ひと違ちがいかなぁ？」

　床でへばっていたマッキーが、ぽしょっと呟つぶやいた疑問を耳みみ聡ざとく拾ってしまう。

「お前、いま、俺の名前……」

　俺の声が聞こえたのか、マッキーの肩がビクッと跳はねる。あからさまに動どう揺ようを見せたマッキーは慌てて立ち上がると、

「ま、マッキーなにも言ってないよ？　そ、そんなことより僕ぼくと一いつ緒しよに踊おどろうよ！」

「ひああ！」

「いい加減にしろ、この耄もう碌ろく！　さっきからどっち向いて話してんだよ！」

　三人目の犠ぎ牲せい者しやが出たところで、いい加減腹が立ってきたので両りよう肩かたを掴つかんで力ちから任まかせに向かい合わせる。正面からみるとぶん殴なぐりたいくらいムカつくヘロヘロ顔だな！

「ひゃう。そ、そんなとこ触さわっちゃ、やっ」

　素すの声はかなりのソプラノボイス。だがアニメ声すぎるからか、子どもっぽすぎるからなのか、悩なやましげな声を聞いても全然そそられない。

「で、お前は誰だれなんだ？」

「ひゃ、ひゃあああああ、ひゃあああああああ」

　マッキーはアイドルに握あく手しゆしてもらった熱ねつ狂きよう的てきなファンみたいな、悲鳴とも歓かん喜きの声ともつかない声を上げるばかりで、俺の言葉なんて聞いちゃいない。

「おいってば！」と苛いら立だちもあってちょっと乱らん暴ぼうに肩を揺すると、

「はっ！　い、いや！」

　正気を取り戻した途と端たん、マッキーの体が極ごつ寒かんの地にでもいるようにブルブルと震える。

「っ！」

　尋じん常じようではない震えに恐おそろしいものを感じて、思わず肩を掴つかんでいた手の力を緩ゆるめてしまったその隙すきに、両手を強ごう引いんに払はらい除のけてマッキーは俺から距離を取る。

「あ、ご、ごめんなさい！　さよなら！」

　発ほつ作さ的てきにとってしまった自らの行動を後こう悔かいするように慌てて謝罪したマッキーは、行きかう人たちにぶつかるのもおかまいなしの強引な足取りで人ごみに消えてしまう。

　俺は人ごみに紛まぎれてなお目立つ大きな両耳をしばらく目で追っていたが、途と中ちゆうで逸そらす。

　マッキーの正体は気になるが、追いかけてとっちめるほどのことでもない。なにせ記き憶おくにある限り俺に家族・親しん戚せきを除のぞいて親しいと呼べる間あいだ柄がらの人間がいた覚えはないからだ。正体がわかったところで大した感動もないだろう。

『くぁ、お待たせしてしまってすまない。少し手間取ってね』

　マッキーの追つい跡せきを諦あきらめるのとタイミングを同じくして、体育館をぐるっと囲むように造られた雛ひな壇だん状の二階席最さい奥おうからマイクを手にした天辺が眠ねむたげに欠伸を噛かみ噛み現れる。

　思い思いに過ごしていた連中も、二階から睥へい睨げいする天辺へと視線を向ける。

『ここにいる大多数はすでに簡単な説明を受けていると思うが、今日までなにも知らされなかった者もいるので最初から説明させてもらうよ』

　どうやらほとんどの連中は連れてこられた理由を知っているらしい。言われてみれば数百人全員を拉ら致ちるのは骨が折れるし、百人規き模ぼの人間が同じ場所に軟なん禁きんされて誰だれ一ひと人り反はん抗こうせず悠ゆう長ちように遊んでいるわけがないか。

『わたしは責任者の天辺実里だ。まず君たちに集まってもらった理由だが、君たちには我々が製作したゲームをプレイしてもらいたいと考えている』

〝ゲーム〟という単語に周囲のテンションが上じよう昇しようしたのが肌はだでわかる。

『といっても残念ながら発売予定の新作ソフトのテストプレイヤーというわけじゃない。君たちは特に意識せずゲーム感覚で楽しんでくれてかまわない、という意味だ。我々にとっては極きわめて重要な社会実験だがね』

　社しや会かい実じつ験けん。新たな制せい度どや技術が社会にどう影えい響きようするか、町や地ち域いきなど小さい範はん囲いで実際に再現してみることで、シミュレーションではわからないメリットデメリット、想そう定てい外がいのリスクなんかを探さぐり、運うん用よう可能なのか、改かい善ぜん点てんはどこか、と調査する試験運用、みたいなもののことだったと思う。オンラインゲームのβテストみたいなものだろう。

　どうやら身み売うりとか、非ひ合ごう法ほうで非ひ人じん道どうな人体実験というのは、俺の誤解らしい。いや、エージェントっぽい黒スーツや白衣着た博士っぽいやつに拉致されれば、誤解もする……。

『実験名は〝自じ宅たく警けい備び員いん社しや会かい復ふつ帰きプロジェクト〟。

　社会から脱だつ落らくした君たちを更こう生せいさせ、真まっ当とうな社会人として生きてもらうための実験だ』

　そうか。ジャージ姿のやつがやたら多いと思ったら、こいつら別に体育会系でも宇宙人と戦うジャージ部でもなく、ただのジャージを寝ね巻まき代わり部屋着代わりにしている、下手をするとそのままの格好でコンビニくらい行っちゃう自宅警備員なだけなのか。よくよく見てみると、大半が髪かみはぼさぼさ、肌は土つち気け色いろだし、目が濁にごっている。

「ふざけんな！　余よ計けいなお世話だってんだよ！」

　体育館のどこかで反発の声が聞こえるが、ほとんどは事前に参加を了りよう承しよう済ずみなのか、数人が叫さけびを上げるに止とどまる。反発を示していた声も、賛同者の少なさにショックを受けたのか、すぐに萎しぼんで消えてしまった。

『さて、では実験内容だが、何のことはない。君たちにしてもらうのは、簡単に言えば依い頼らい――要ようはクエストだ。依頼を受けてこなす。最低限求めるのはただそれだけだよ』

　天辺はそこまで言うと、ポケットからスマートフォンらしきものを取り出して掲かかげる。

『これはこの社会実験のために某ぼう大おお手てメーカーの協力を得て開発した専用端たん末まつだ。

　すでに箱から出した者はわかっていると思うが、今起き動どうしても機能はなにも使えない。

　今日の午後十一時以降に勝手にデータをダウンロードするように設定してあるので、それまで楽しみに待っていてくれたまえ。

　それとこのスマホは実験用端末なので、私用のメールや通話、実験関連以外のネット接せつ続ぞく、アプリのダウンロードなどは一いつ切さいできない』

　箱から取り出した黒いスマホを起動してみるが、天辺の言うとおり画面に『運用開始は６月５日午前０時より』というテロップが流れているだけで、アイコンひとつ存在しておらず、指で画面をなぞっても反応はない。

『実験用のアプリがダウンロードされれば、我々が作成した依い頼らい掲けい示じ板ばんを見ることができる。君たちはその掲示板から好きに依頼を受けてこなしてくれればいい』

　要はモンスターを狩かってこいとか、アイテムの採取とか……いや、現実でそういう依頼はないだろうから、手伝いをしてほしいとか、荷物を届けてほしいとかいう類たぐいの依頼を受けてこなす。この作業を繰くり返せばいいだけなのか。

　でもこの社会実験、現実世界でゲームの真似まね事ごとができるというのはゲーマー心をくすぐるだろうが、この単たん調ちようなシステムで長続きするとは思えない。飽あきることにかけてなら右に出るものがいない俺が言うのだから間違いない。三日でこのプロジェクトは潰つぶれる。

『ふふっ』とスピーカー越ごしに不気味な笑い声が耳に届く。不ふ吉きつなものを感じて二階席の女性を見ると、天辺は不敵な笑みで俺を見ていた。なに、怖こわい。

『すでにこの実験がすぐ破は綻たんすると踏ふんでいる者もいるようだが、安心したまえ。ただ依頼をこなす程度なら形式は違えど既すでに世の中にありふれているし、すぐ飽きられることはわかっている。なによりこの程度で自宅警備員を社会復帰させられるのなら苦労はしない』

　ゲームであることを強調していたし、天辺の態度や黒スーツに囲まれているシチュエーションのせいですっかり真しん剣けんみを失っていたが、彼かれらは仕事としていたって真ま面じ目めにこの社会実験に取り組んでいるのだ。当然、自宅警備員を分ぶん析せきし、応じた方ほう策さくは用意しているか。

『では君たちが嫌いやでもこの実験に参加したくなるように、少しだけ内容を説明しておこう』

　なんだろう。天辺の言い草に若じやつ干かん不ふ穏おんなものを感じる。

『君たちは依頼をこなすことによって経けい験けん値ちを稼かせぐことができる。経験値には三種類。

　まず依頼をこなすことで稼かせげる通常の経験値。これは依頼内容とともに表示されている。相そう場ばはわかりやすく普通に働いた場合の時じ給きゆう換かん算さんで設定してあり、平均は一時間『１０００』だな。まあまあのアルバイトの報ほう酬しゆうくらいをイメージしてくれればいい。

　ふたつ目は評価経験値。これは依い頼らい人にん側が君たちの貢こう献けん度どを見て個人の裁さい量りようで与あたえてくれるボーナス――チップのようなものだから、相手によっては一いつ切さい経験値をくれないひともいるかもしれないし、ドカッと与えてくれる太っ腹なひともいるかもしれない』

　どんな依頼人に当たるか。運の要素もあるわけか。

『ランクは☆一つから始まり、☆五つが最高ランクとなっている。以上二種の経験値を累るい計けいして一定の数値に到とう達たつすればランクが上がり、より割のいい依頼を受けられるようになる。

　そして最後は二種の経験値とは扱あつかいが異なるが、スキル経験値というものを用意している。スキル経験値は、各種依頼の専門性に応じて与えられる経験値だ。この経験値の累るい積せきによって君たちがどれだけそのジャンルの依頼に手て馴なれているかを運営側が判断する――要は熟じゆく練れん度どの指し標ひようと思ってくれればいい。

　最初のうちは、基本は一依頼『１』。高度な専門知識が必要なものなら最高でも『５』くらいを想定している。スキル経験値は一定量溜ためることで、熟練度に準じたより専門的な依頼を優先的に受けられるようになる。もちろん報酬も高くなる』

　経験値の複雑な設定が明かされたことで、ゲーム性は随ずい分ぶん向上したように思える。だけれど、この程度ではやっぱり飽きられて終しゆう了りようである。

『そして、ここからがこの社会実験の要かなめとなる絶対のルールについての説明だ』

　不意に今まで眠ねむたげだった天辺の声に、鮮せん烈れつな感情が宿やどった気がした。

　同時に、親父おやじの攻こう撃げきを受け続けて身についた危き機き察さつ知ち能のう力りよくが強く反応する。

　自分の中で鳴なり響ひびく警けい鐘しように促うながされるまま、天辺に目を凝こらすと、その口元には、先ほどとは比べ物にならない、見るものをゾクリとさせる邪じや悪あくな笑みが浮かんでいた。

　まんまと罠わなにかかった獲え物ものに、今から逃にげても手て遅おくれであることを嘲あざ笑わらう狩人かりうどのような。今からお前らは餌え食じきとなって一方的に貪むさぼり食われるだけなのだとでも宣告するような。

　天辺はこの瞬しゆん間かんを待っていたと言わんばかりに、自宅警備員たちを地じ獄ごくへと突つき落おとす言葉を口にする。

『君たちは一日十二時間を依頼に充あてなければならない。もしもこれを破った場合は、ペナルティが発生する』

「じゅ、十二時間って」と誰だれかが戸と惑まどいを隠かくさず呟つぶやいたのを皮切りに「ふざけんな！」「労ろう働どう基き準じゆん法ほう違い反はんだ！」「クソゲーだろ！」と、明かされた無む慈じ悲ひなルールの存在に、今度は反感が止やまない。さっきまで大人しくしていた連中も、この説明は受けていなかったようだ。

　過か激げきなデモの現場のように黒スーツと自宅警備員たちの間に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。

　一日十二時間稼か動どうという制約は、普通に働く一いつ般ぱん人じんでも黙だまっていられないだろう。

　だけれど強制的に半日社会に関かん与よせざるをえない状じよう況きように放ほうり込こむというのは、手段の正否に目を瞑つむれば有効かもしれない。

　それに強制である以上クオリティに関係なく、このゲームは破は綻たんしない。

　天辺がゲームを成立させることに自信を見せていたのは、自分たちの手がけたゲームへの自信ではなく、この絶対のルールがあったかららしい。

『いくら文句を言っても無駄だよ。これは政府からちゃんと許可を得た正式な社会実験だ』

　神社で取り押さえられた際、黒スーツが警察は取り合ってくれないと確信していたのは、政府直ちよつ轄かつだったからか。警察や各機関はすでに通つう達たつを受けているわけだ。

『そもそも労働ではなくゲームだ。君らは一日にゲームを何時間している？　まさかゲームは一日一時間なんて眠たいことを言わないだろうね？』

　自宅警備員たちは、ばつが悪そうにサッと視線を逸らす。廃はい人じんゲーマーどもに反論の余よ地ちはなかったようだ。

『君たちのご両親には事前に説明して了りよう承しようを得ている。もしも納なつ得とくいかないというならご両親を説得することだ。ご両親さえ納得すれば解かい約やくは可能だからね』

　天辺は親さえ説得できればなどと簡単に言っているが、自分の息子むすこ娘むすめを社会復帰させられるならと、ある程度の荒あら療りよう治じには目を瞑つむったからこそ、彼らはここにいるはずだ。

　それに天辺と親父が対たい峙じした際、契けい約やく違い反はんは違い約やく金きんが発生すると脅おどしていた。実際は社会復帰のメリットと賠ばい償しようのデメリットがある。解約のハードルはかなり高いだろう。

「ふざけんな、こんなの横おう暴ぼうだ！」「国ごと訴うつたえてやる！」

　敵意むき出しの怒ど鳴なり声ごえは続いている。だが天辺は怒ど声せいを耳にすればするほど邪悪な笑みを深めていく。そして『くく、ふはっ』と堪こらえきれずに笑い声が零こぼれた瞬間、自宅警備員たちの中でさらに殺さつ伐ばつとした気配が膨ふくれ上がる。が、

『ふふ、ふはは！　笑わせないでくれたまえよ』

　体育館に突とつ如じよ響き渡った狂きよう気きを孕はらんだ叫びに、この場にいる誰も彼もが怒いかりも忘れて戦せん慄りつし押おし黙だまる。それこそ黒服たちまで緊張の面おも持もちで、声を発した人物――天辺を見ている。

『ふふ、ふふふ』

　静まり返った体育館に、天辺の不気味な笑い声だけがスピーカー越しに響く。マッドサイエンティストのように。

『君たちはなんだ？』

　表面上は笑っている。だが笑っていない。むしろその笑えみは怒りに満ち溢あふれている。

『もう一人で立たなければならない歳としになっているのに、親に縋すがりつかなければ死んでしまうような劣れつ等とう種しゆだろう？』

　胸の奥おくがズキリと痛んだ。

　体育館が騒そう然ぜんとなる。目を逸らしていた現実を突きつけられたからだろう。どこかではショックで泣なき崩くずれる者が現れ、どこかでは天辺を口くち汚ぎたなく罵ののしる声が上がる。天辺の言葉は、それだけ自宅警備員たちにとっては辛しん辣らつで配はい慮りよのないものだった。

　だが天辺は容よう赦しやしない。自宅警備員たちの心を抉えぐる言葉を止めない。

『泣くな、喚わめくな。どんな事情があろうが、悲ひ惨さんな過去があろうが、君たちは社会にとっての負ふ債さいだ。生産性がなく、ただひたすら消費を繰くり返かえす負の要素でしかない。今は支える家族や社会があるが、十年二十年先まで支え続けられるほどの余よ裕ゆうはこの国にはない！』

　心に傷を負おって自宅警備員となった者もいるだろう。社会から弾はじき出された者もいるだろう。だけれど天辺はそれらの事情を考こう慮りよしない。ただ冷れい徹てつに苛か烈れつに合理的に、この国を守る計画を模も索さくし行動しているだけなのだ。

『ゆえに君たちには問答無用で働いてもらう。働き、自分で立ってもらう。社会のために、少なくとも負ふ債さいではない生産性のある奴隷程度の役目は果たしてもらう』

　容赦のない辛辣な言葉に滅めつ多た刺ざしされ、だけれど言われたことは残ざん酷こくなほどに事実で……反論もできず、傷口を抉えぐられる痛みに耐たえながら天辺を見上げることしかできない。

　容赦ない言葉の応おう酬しゆうに疲ひ弊へいした自宅警備員たちを見み渡わたして、天辺は満足したのかフッといつもの眠たげな表情へと戻もどった。

『勿もち論ろん、強制力によって破綻しないことが担保されているからといって、胡坐あぐらをかき運営の役割を疎おろそかにするつもりはない。今後さらにゲーム性を増すためのアップデートも考えているし、被ひ験けん者しやでありプレイヤーである君たちの努力が、我々のモチベーション向上に繋つながり、結果的に君たちのプレイ環境をよくすることになるだろう』

　先ほどの苛烈な雰ふん囲い気きとは一転、穏おだやかに語る天辺に、自宅警備員たちは安あん堵どしたのか、落ち着きを取り戻していく。

『さて、話を続けよう。次は君たちのつけている首輪についてだが、それは奴隷の証あかしだ。この街の人間たちに君たちの存在が知られることも時間の問題と思っていたまえ。いずれは蔑さげすまれ誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを浴びることになるだろう。ゆえに一いつ刻こくも早くはずせるように努力したまえよ。君たちの健けん闘とうを祈いのる』

　それは一種の脅きよう迫はく――尻しりに火をつけるようなものだった。早く状況から脱だつしないと、噂うわさが広がり、出歩くだけで嘲ちよう笑しようされる屈くつ辱じよくを味わうことになる、と。

『では最後に、この社会実験のゴール――君たちが解放される方法を説明する。

　一つは、これはあくまで実験なので、一年という期限が設もうけられている。つまり一年経たてばとりあえず解放されるということだ。まあ、これは我々にとっても君たちにとってもゲームオーバーという形のゴールだな』

　元の生活には戻れるが、なんの成果もなかったということになるからな。社会実験の趣しゆ旨し的には失敗となるから、天辺たちも極力避さけたいのだろう。

『最も単純なゴールは最上級ランクである☆五つの依頼のクリアだ。これさえ達成してくれれば君たちはエンディングを見ることができる』

　不意に、天辺は先ほどまでの警けい戒かい心しんを煽あおるものとは違ちがう無む邪じや気きさすら感じる笑え顔がおを浮かべて、説明を付け加える。

『ちなみに他にもクリア方法はある。が、説明書は渡わたしても、攻こう略りやく本ぼんまで差し出すつもりはない。説明書に記されていないことは自分たちの知ち恵えと勇気でどうにかしたまえ』

　情報の少ない現状では、他のクリア方法を模も索さくすることもできないが、ゲーマーはそそられるかもしれないな。誰も辿たどり着ついていないクリア方法を真っ先に見つける栄えい誉よは。

『アップデートは、季節ごとのイベントや、新システムの設置なども考えている。ま、先ほども言った通りプレイヤーのやる気次し第だいといったところだ。真っ当にプレイしてくれる客がいなければ、ゲーム性の向上など意味を成なさないからね』

　被験者である自宅警備員たちが真面目に取り組めば、運営側もモチベーションが上がって報むくいてくれるかもしれないわけか。

『もちろんクリア報ほう酬しゆうも存在している。

　一つ目は――当然だが、クリアさえすれば君たちは一年を待たずして解放される。チョーカーもはずされ、社会実験に縛しばられることもない。

　そして二つ目だが――これはクリア方法によって変わるので、正せい規きのクリア報酬だけ教えておこう。正規のクリアを果たしたあかつきには、比ひ較かく的てき楽で、高収入を安定的に確保できる職場を提てい供きようしよう』

　一つ目の報酬はともかく、なんだ、そのうさんくさい職場……。

『心配は無用だ。君たちに与えられるポストは、すべて本来天下り先になるはずの場所。天下りの席を増やすためにテキトーに設立して、ほとんど活動実体もないのに、なぜか高収入がもらえる職場だからな』

　すっっごい不安な職場だった。国からの仕事を下した請うけに丸投げして、貰もらった予算からの中なか抜ぬきで収入得てるような、いつ目をつけられて、お取り潰つぶしになるかわからないようなところじゃないか？と俺は懸け念ねんを抱いだくも、意外にも他の自宅警備員たちは納なつ得とくした様子だった。現状収入はゼロなのだし、楽に金さえ貰えるならなんでもいいのかもしれない。

『では、話は以上だ。日付が変わり次第ゲームスタートだ。明日から素す敵てきなゲームライフを楽しんでくれたまえ』

　天辺は簡単に締しめると、ふぁと欠伸あくびを噛かみ、役目は果たしたとばかりに白衣をひるがえし、壇だん上じようとしていた二階席から去ってしまう。

　天辺が消えてすぐ、反発の声がちらほら上がり、すすり泣く声も聞こえるが、大部分は自分の巻き込まれた社会実験にどう対処すればいいのかわからず棒立ちしている。

　俺は、出入り口から黒スーツが退いたのを見て、もう帰っていいのだろう、と判断し、自宅警備員たちを置いてさっさとエントランスへ出てくる。

「やあ」

　と、自宅警備員らしくない、ポロシャツとデニムパンツ、手首にいやらしくならない程度のアクセサリーが光る、身なりの整った爽さわやかな青年に声をかけられた。見覚えはない。

「君はいまの説明で納得いくかい？」

「納得？　この実験は強制的なものなんだから、納得する必要ないだろ？」

　なぜ唐とう突とつに初対面の相手に質問されているんだろう？と訝いぶかりつつも対応しておく。

「いや。みんなで団結して声を上げれば、きっと考え直してくれるはずだよ。この実験のやり方は横おう暴ぼうだ、ってね」

　つまり反はん抗こうしようぜというお誘さそいのようだった。

「俺、徒と党とうを組むのは好きじゃないんだ。他を当たってくれ」

　俺は拒きよ絶ぜつを示しめして、青年の横を通り過ぎる。

「まだ彼らは状況を飲み込めていないようだが、いずれ反発は相当なものになる。僕ぼくの勢力はすぐに大きくなるぞ。後になって孤こ立りつしても――」

「マジで結構ですんで。勧かん誘ゆうはお断りでーす」

　しつこい青年に手で払はらう仕草をして、さっさと外へと出る。

　最後にチラッと見たとき青年は不満げだったが、これくらい悪印象を残しておいた方が、後のち々のち再び勧誘されないので楽だ。敵は作るが、もう慣れている。

　それに俺はこの実験にさほどの嫌けん悪おを感じていない。俺の燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんは致ち命めい的てきで、とても社会復帰はできないだろうけれど、社会復帰なんて不可能なのだと両親に見せ付けてやればいい。そして諦あきらめて切り捨ててもらえばいいのだから。
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「寝ね過すごした！」

　時計を確かく認にんと、すでに午前十一時を回っていた。

〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟は、日付が変わると同時にスタートしている。一日十二時間稼か動どうということは、実じつ質しつあと一時間も休んでいる時間はないということだ。

　慌あわてて枕まくら元もとに置いてあったスマホを拾い上げると、画面に『00:57:15』とでかでかと表示されている。これは日付が変わると同時に始まった一日十二時間稼動を達成するための残り時間のカウントだ。日付が替かわると同時に『12:00:00』からカウントダウンが始まり、現在は一時間を切っている状態。

　もし『00:00:00』となってしまえば、なんらかのペナルティが発生するらしいが、ペナルティの詳しよう細さいは深夜に自動ダウンロードされたスマホを調べた限りでは見つからなかった。

　どこかの反はん骨こつ精せい神しん旺おう盛せいな誰だれかが早々にストをしてペナルティを受け、内容をネットに流してくれるだろうと期待していたが、自分自身で体験することになるかもしれない。

「まあ。それならそれでもいいのか、別に」

　過よぎった焦あせりは不意に消しよう沈ちんし、もう今日は甘あまんじてペナルティを受けようかな、と諦てい観かんの構えで布ふ団とんに体を沈しずめる。

　とは言いつつも、初日ということもありまだ俺おれの興味は燃え尽きてはいないのか、スマホをいじる手は止まらず、トップに並んだアイコンの一つ『依い頼らい掲けい示じ板ばん』をタップする。

　依頼掲示板は、よくあるアルバイトや就職の求人サイトを、ギルドの酒場風にアレンジしている感じだ。具体的には羊よう皮ひ紙しのような枠わくの中に依頼内容――依頼人のハンドルネームと仕事内容の簡単な説明と発生する経験値だけが記しるされている。

「なんだこれ……」

　掲示板には現在百近くの依頼があるのだが、いくらスクロールしても経験値が『１』とか『２』とかの依頼しかないのだ。

「マ○ラタウンでももう少し経験値もらえるぞ」

　最低賃ちん金ぎん相当の経験値が平均だと言っていたはずだが、あまりにもかけ離はなれすぎだ。昨日の深夜段階では、三桁けた四桁の依頼ばかりだったはずなのだが……。愕がく然ぜんとしていると、一番上に新たな依頼がアップされる。

「経験値『５００』か」

　夜中に見た依頼に比べると随ずい分ぶん少なく感じるが、経験値一ひと桁けたよりはそれこそ数百倍ましである。経験値『５００』の依頼の詳細を開こうと画面に触ふれようとした瞬しゆん間かん、ポンと依頼が消える。代わりにひとつ下の依頼が繰くり上あがり、間ま違ちがえてその依頼を選せん択たくしてしまった。

「ああ、そうだった。あいつらが経験値の高い依頼なんか取り逃にがすわけがない」

　自宅警備員の中には廃人ゲーマーも多い。数に限度のある稀少レアアイテム入手イベントでも発生すれば、時間だろうがお金だろうが溶とかすことを厭いとわず、特に新作ゲームならば誰よりも優位に立ちたいと一日二十四時間プレイなんて荒あら業わざをやってのける猛も者さもいる。

　そんな精せい鋭えい連中がウヨウヨしているのだから、当然高経験値の依頼から順に刈かりつくされ、今や新たにアップされる三桁の経験値を狙ねらって争そう奪だつ戦せんが行われているのだろう。

　さっき依頼を受けたやつは、依頼内容も確認せず経験値だけ見て即そつ決けつしたはずだ。

「うへぇ、とてもついていけないな。で、この依頼は……」

　俺はゲームには精せい通つうしていないので、ガチ勢への対たい抗こうはすっぱり諦あきらめて、間違えて開いた依頼を確認する。

『ランク☆　経験値『２』　依頼内容：河原の清せい掃そう活動。ゴミ拾いです。ボランティアなので報ほう酬しゆうはほとんどありませんが、やりがいのある仕事です　依頼時間：一時間』

　ボランティアだから基本的に報酬はゼロということらしい。それでも経験値皆かい無むではゲームとして成り立たないので、申し訳程度の経験値が支し払はらわれるということだろう。

　仕事内容の下には地図が表示されており、ここから五分ほどの近くの河原に矢印がついている。その下には『この依頼を受けますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』という表示。

「初回だし、雰ふん囲い気きだけでも味わうために試ためしに受けてみるか」

　高経験値の獲かく得とくが極きわめて困難な状況なので、もう今日は放ほう棄きしてもいいかなと思う一方、この社会実験のゲーム性には興味がある。

『この依頼を受けました』

　受じゆ領りようの表示が数秒現れ、続いて画面いっぱいに案内の地図が表示される。

「ん？　残り時間が増えてる？」

　地図の下に表示された残り時間が五分ほどプラスされていた。どうやら依頼を受けると指定の場所までの移動時間が加算されるらしい。移動時間を考こう慮りよに入れてくれるなら休きゆう憩けい時間が一時間を切っていてもまだ希望はあるかもな。と考えつつベッドから起き上がる。







「来たね」

　隣となり街まちとの境界を流れる大きな河か川せんに沿って整備された芝しば生ふの河か川せん敷じき。堤てい防ぼうの階段を降りて指定された場所へとやってくると、麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶったおっちゃんが、人好きする笑みを向けてくる。体格はややメタボ気ぎ味みだが、黒く焼けた肌は健康的なおっちゃんだ。

「依頼を受けた外と様ざまです」

「ぼくは佐さ藤とう。よろしく頼たのむよ。誰も受けてくれなくて諦めていたところだったんだよ」

　清掃活動といえば町内のひとが大勢集まってやるイメージがあったが、河川敷を見回してはみても、休日を過ごす親子や散歩する老人くらいしか見当たらない。

「本当は有ゆう志しで集めたかったんだけどね。募ぼ集しゆうしても結局六人しか集まらなくてね」と佐藤さんは苦く笑しようを浮うかべて言う。依頼なんて手段で人を集めるのは本意ではないのだろう。

「特に説明は要いらないよね？　河原のゴミを拾って、一時間後にここに集合ってことで」

　簡単な説明が終わると、軍ぐん手てと四・五リットルのビニール袋ぶくろとチリバサミを渡わたされる。

「依頼人が監かん督とくしてなくちゃいけないことになってるけど、ぼくは軽トラを運転したり、他にも離はなれることがあるから、代わりのひとに頼たのむから」

　そう前置いた佐藤さんは周囲を一いち瞥べつして、「おーい、姪めい川かわさん。ちょっと来て」と河岸で清掃作業をしている女の子を呼ぶ。

　小走りで近づいてきたのは、小学校高学年ほどの少女。満まん杯ぱいのゴミ袋片手に、ご主人様に遊んでもらう子犬みたいなキラッキラの笑え顔がおで佐藤さんを見上げている。

　別に子どもが清掃活動に参加しているのはいいのだが……。

　頭の高い位置で真っ赤なシュシュで結ゆわれたポニーテール、ワンショルダーのピンクと黒のストライプのシャツにデニム生き地じのショートパンツ、白い星と赤いハートのちりばめられた黒ニーソックスにピンクのラインの入った白スニーカーという出いで立たちは、街中を歩いていれば違い和わ感かんないだろうが、軍手とゴミ袋、チリバサミは超ちよう絶ぜつ似合わない。

「それで姪川さん。依頼受けてくれたひとがいたから監督役をお願いでき「もちろんです、わたしに任せてください！」

　少女は食い気味に頷うなずく。気合が入りすぎだろ。

「外様くん。彼かの女じよはまだ小学生なのによく清掃を手伝ってくれるしっかりした子なんだ」

　簡単に姪川なる少女を紹しよう介かいすると、佐藤さんは「姪川さんの指示に従したがってね」と言い残して自分の作業に戻もどっていった。

　少女はその背中が小さくなるまで見送ると、やっとこちらへと顔を向ける。

「……で、あんたなんでここにいるわけ？」

　あれれ？　佐藤さんへ向けていたキラッキラの笑顔とは打って変わって、少女はどこか不ふ機き嫌げんそうなジト目を向けてくる。声のトーンも佐藤さんがいたときより随ずい分ぶん低い。

「まさか、ひとによって態度変えるぶりっ子か？」

「は？　何言ってるのよ。昨日あれだけひとのことをからかっておいて忘れちゃったの？」

　昨日？　昨日も俺おれは彼女に会ったってことか？　考えられるのはマッキーだろうか？　いや、あいつは隠かくそうにも隠し切れないくらいのアニメ声だったから違う。あとは……。

「あんたは頭の中に消しゴムがあるの？　次の日になると忘れちゃうの？　忘ぼう却きやく探たん偵てい？　一日フレンズ？　はっ、まさかあの黒服たちに怪あやしい実験をされた後記き憶おくを消されてポイッと捨てられたとか？」

「記憶はあるよ。昨日は朝から南米の紛ふん争そう地ち帯たいで反はん政せい府ふ軍ぐんの支し援えんを――」

「やっぱり記憶弄いじられてる！　こ、これがＧＤＰの陰いん謀ぼうなのね！」

「それは国内総生産」

「ＷＢＳ？」

「それは経済ニュースの番組……頭かしら文も字じを並べた略りやく称しよう＝悪の秘密結社、じゃないからな」

　あ。このおかしな言いい間違えをするＪＳには覚えがあった。

「お前昨日神社にいたやつか？　格好が違いすぎてわからなかった」

　よくよく見てみると顔に見覚えがあった。昨日社やしろの裏で泣いていた少女だ。ただ昨日時点では、髪かみはストレートだし、やぼったいセーラー服姿は清せい楚そなイメージが強かったのだが、今は見る影かげもないほど垢あか抜ぬけている。彼かれ氏しとかいてもう経験しちゃってます、と言われても不思議に思わない。ちょっと俺にはついていけない雰囲気が漂ただよっている。

「あれは学校の規則が厳しいから。あんまり派手な装そう飾しよくとかダメだし」

「なんていうか……ビッチぽいよな」

　満杯のゴミ袋で顔面をぶたれた。

「しょ、小学生に向かってなんてこと言うのよ！　これくらいのおしゃれ普ふ通つうなんだからね！　あんた全国の小学生女子を敵に回す気？」

　ビッチの意味は知っているようで、顔をリンゴみたいに真っ赤にして反論された。

「それは冗じよう談だんにしても、河原にゴミ拾いに行く格好じゃないよな」

「別にわたしがどんな格好しようと勝手でしょ。あんたこそ、ファッションセンスの欠片かけらもない格好ね。誉ほめられるのなんてそのチョーカーくらいしかないわ」

　俺の服装を上から下まで確認した姪川は呆あきれ顔がおだ。昨日と同じジャージの上下に柄がら違ちがいのＴシャツ姿だし、ファッションにこだわりのある彼女からすれば、なっちゃいないやつなのだろう。あと奴ど隷れいの象しよう徴ちようを誉められても嬉うれしくない。

「ふっ、この格好の意味も見み抜ぬけないとは、ニュースを見ない子どもはこれだから困るぜ」

「え？　ニュース……え、えーと、し、知ってるわよ、それくらい。えっと、妖よう怪かいジャージ小こ僧ぞうがとり憑ついて、空くう前ぜんのジャージブーム到とう来らい、とか？」

　考えあぐねた結果の知ったかがどこかの妖怪執しつ事じばりに酷ひどかった。

　なんでも妖怪のせいにするその風ふう潮ちよう、お兄さんよくないと思うな。それだと俺がニートなのも妖怪のせいなのね、そうなのね。

「まったく。マダニが危ないってニュースでよくやってるだろ。なんだっけ……重じゆう症しよう熱ねつ性せいなんたらとかいうウイルスが感かん染せんして、なんやかんやで死ぬ」

　すんごい雑な説明だったが効果は抜ばつ群ぐんだったようで、姪川は「死ぬ」という言葉に顔を蒼そう白はくにして、落ち着かない様子で露ろ出しゆつした肩かたや腕うで、太ももの辺りを気にしだす。

「ね、ねぇ、いない？　ダニくっついてない？」

　背中を向けポニーテールを持ち上げて確認を求められたので、うなじの辺りを一いち瞥べつしてみるが、シミ一つ傷一つない綺き麗れいな白い柔やわ肌はだは餌えさとしてたいへん魅み力りよく的てきに見えるが、かぶりついたロリコンダニはいなかった。

「ま、次から気をつければ大だい丈じよう夫ぶだろ。蚊かも危ないのがいるから気をつけてな」

　ちょっと怖こわがらせすぎたかなと反省して、安心させるつもりで頭にポンと手を乗せてやると、「うひゃ」と姪川は飛び上がってすぐさま飛とび退のく。

「いいい、いつまでもおしゃべりしている場合じゃないし、や、やることをやりましょう」

　すでに悪い病気にでも罹かかっているんじゃないかと心配になるほど肌を真っ赤にした姪川は、満杯のゴミ袋の口を結んで、新たなゴミ袋を手に「い、行くわよ」と促うながす。

「そ、そういえば、えっと、あの……」

　少女の背中を追って歩きつつゴミを拾っていると、姪川はなにか言いかけては黙だまり、たまに振ふり返っては俺に物言いたげな視線を投げてくる。気を利きかせて、

「どうした？　お花はな摘つみか？　我が慢まんできないならその辺の茂しげみで――」

「ちゃうわ！」

　振り返りざまにふくらはぎにローキックされた。

「あんたにはデリカットってものがないの！　これだからブルセラは！」

「デリカシーな。あと、ブルセラはブルマとセーラーのことであって悪口じゃないから」

　昨日は指し摘てきしそびれていたブルセラも訂てい正せいしておく。

「ちょ、ちょっと間違えたわ。小学生だから」

　こいつまた都合よく自分が子どもであることを主張して開き直りやがった。小学校高学年はそれほどの頻ひん度どで言い間違えはしない。小学生舐なめんな。

　そもそも、なんか間違えるネタが何世代か古いんだよな。見た目は子ども、頭脳は大人のロリババアなの？

「で、なにが言いたかったんだよ？」

「うっ、それは……」

　さっきまでの威い勢せいのよさはどこへやら。一転してモジモジし始める。

「だ、だからね、えっとね」

　たまにチラチラと見上げる視線には不安やほんの少しだが怯おびえも含ふくまれている気がする。それでもようやく決心したのか、弱々しさの残る視線を真まつ直すぐ向ける。

「あ、あんたの名前教えてよ！」

「外様浪なみ人とだけど。別に声を荒あらげるほど緊きん張ちようして尋たずねることじゃないと思うのだが？」

「き、昨日は嫌いやだって言ったくせに！　なんでそんなあっさり！」

　泣き出しそうな顔で恨うらめしげに睨にらまれた。そういえば昨日名前教えなかったっけ。すっかり忘れてた……。

「ま、まあいいけどね。そう、ナミトね。なみと、浪人……」

　姪川の表情から緊張が消え、安あん堵どが浮かぶ。満足した様子で確認するように俺の名前を復ふく唱しようしつつ、また背を向けて歩き出す。昨日は結構酷ひどい事をしたはずだが、歩き出した姪川の足取りは心なし弾はずんでいるので、もう怒いかりはないらしい。

「あ、わたしは姪川湯ゆ遊ゆね。様付けなら下の名前を呼んでもいいわよ」

「わかった。姪川って呼ぶ」

「下の名前で呼びなさいよ！」

　またふくらはぎにローキックを見み舞まわれた。今回ばかりは理り不ふ尽じんだと思いました。

　それからしばらくは姪川が話しかけてくるので、雑談に応じつつゴミ拾いを続けていた。

　ふと話しかける声がないことに気づくと、話題もなくなったのか姪川は少し離れたところで黙もく々もくと作業をしていた。俺の存在を忘れるほど作業に集中しているようだ。

　律りち儀ぎに追いかける必要もないだろうと、俺は俺でゴミ拾いを再開すること数分、

「やめなさいって言ってるでしょ！」

　すっかり聞き馴な染じんだ少女の激げつ昂こうした声が河川敷に響ひびく。

　声の方へと視線を向ければ、黒くろ髪かみポニーテール少女と見覚えのない金きん髪ぱつの男がいた。

　ひょろっとしていて、肌はだは病的な青白さがある。派手目の服に耳と鼻にはキラキラピアスが光っているが、無む理り矢や理り悪ぶっているといった風で全然似合っていない。

　姪川と同じくらいこの場に似つかわしくない格好のそいつは、ゴミ袋の口を開いて中身をポイポイ放り投なげている。

　なんかお祭りの餅もち投なげみたいだなぁ……と暢のん気きに思っている場合ではなかった。

「ゴミはちゃんと拾わないとダメなんだろ？　早くしないと流れていっちまうぜ！」

　男はケラケラ笑いながら、ゴミを河に向かって投げ捨てていく。陰いん湿しつだ。

　幸い河まで距きよ離りがあり、なおかつ丁ちよう度ど手前に高さ二メートルほどで、枝葉が横に広がった低てい木ぼくを中心に出来た茂しげみが隔へだてているので、投げられたゴミのほとんど枝に引っかかって止まっている。

「あんたはっ」

　姪川は男をひと睨みすると、露ろ出しゆつ度ど過か多たな格好で躊躇ためらい無く茂みの方へと飛び込んでいく。まだゴミを投げている男は、俺が止めるしかないようだ。

「まったく、いい大人が小学生の集めたゴミぶんどって散らかしたり、名前を教えてあげなかったり、ビッチって言ったりして虐いじめるなんて世の中腐くさってやがる」

「だ、誰だテメェ。つーか身に覚えのねー話が混じってんだけど」

　あ、後半の二つは俺か。

「あんた、小学生虐めて楽しいの？　心は痛まないのか？」

「は？　俺に説教たれようってのか？　やんのかコラ」

「おいおい、『やらないか？』とか、俺はそっち系の趣しゆ味みは持ち合わせてないんだけど」

「ナメてんのかコラァ！」

　飛んできた右ストレートを、首を傾かたむけてかわす。

　避よけられるとは思わなかったのか一いつ瞬しゆん目を丸くするが、今度は確実に当てるためにジャージの肩の辺りを掴つかんで動きを封ふうじてから殴なぐってくる。もちろんグサリと鳩尾みぞおちに決まった。男は鳩尾に突つき刺さした拳こぶしをグリグリと押おし込こみながら、至し近きん距きよ離りで下げ衆すな笑みを浮うかべ、

「へへ、どうだ。モヤシのくせに俺に喧けん嘩かなんか売るから」

「モヤシはお前だろ。なにその軽いパンチ」

　俺は残念なものでも見るような視線を男に向けてやった。

「な、なんだと！　鳩尾にきめたはずなのに」

　得意げだった男の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「ワハハ馬ば鹿かめ。さっきのはあえて受けてやったんだよ。最初の一いち撃げきをあっさりかわされたことを忘れたのか？　俺は、お前の攻こう撃げきを避けることも簡単だし、当たったところで効ききはしないということを教えてやったんだよ。まだやるというなら、今度は俺も拳を使うことになるが、五体満足でいられなくなっても後こう悔かいしないでくれよ」

「い、いや、いいよ。そっちは喧嘩したくないっぽいし、こっちだけマジになるのって俺的にないし。じゃ、じゃあな！」

　持ち上げた拳をグッと握にぎって見せると、男は顔を青くする。言い訳を並べつつジリジリと後退し、十分距離が開いたところでクルッと反転、背中を向けて逃げていった。

「はぁ、ハライテ」

　男の背中を見送りながら、殴られた鳩尾をさする。親父に日々襲しゆう撃げきを受けるおかげで回かい避ひと防ぼう御ぎよ力りよくは嫌いやでもスキルアップしてしまっていたが、こんなところで役に立つとは思わなかった。親父には一方的にやられるばかりで、こちらから殴ったことは一度もないので、もし喧嘩に発展していたらサンドバッグだっただろうけど。

　さて、散らかったゴミを拾いなおして姪川に合流するかと振り返った瞬間、ジャボンと大きな水の音。見ると茂みを挟はさんだ反対側で大きな水柱が上がり、続いてバシャバシャと水を叩たたく音が間かん断だんなく聴きこえはじめる。

「やばっ」

　ゴミ袋とチリバサミをその場に捨てて茂みへと飛び込む。

　茂みを掻かき分け、枝葉を潜くぐって河岸へ出ると、必死に両手をばたつかせるも、どんどん岸から遠のき流れに呑のまれていく少女の姿が目に飛び込んできた。

　この河は浅いところでも水深二メートルはある。姪川はもちろん俺でも足はつかない。

　彼女のすぐ近くには、子どもの腕うでくらいの太さの枝と、潰つぶれた空あき缶かんがぷかぷかと浮かんでいる。どうやらゴミを拾うために川かわ面もに伸のびていた木の太い枝を伝ったようだが、姪川の重みに耐たえ切れず折れてしまったらしい。

「泳げないならそんな無む茶ちやするなよ！」

　服が濡ぬれるのやだなぁと抵てい抗こうを覚えるが、俺は仕方なく河に飛び込むのだった。







「と、外様くん。大丈夫だったかい！」

　濡ぬれねずみとなった俺に駆かけ寄よってきた佐藤さんの顔からは血の気が引いていた。

「俺は平気です。人並みには泳げるんで」

「姪川さんは？」

「……ごめんなさい、迷めい惑わくかけて。わたしも大丈夫です」

　俺の隣で芝生の上に力なく座すわり込んでいた姪川の服は水や泥どろに汚よごれて台無しで、髪かみの毛けもワカメみたいにペタッと体に張り付いている。

　そして彼女に落ち度があったわけでもないのに、表情は悲ひ愴そうに強こわ張ばり元気がない。

「姪川さんが謝あやまることなんて一つもないよ。それより無事でよかった」と佐藤さんも彼女の性格を知っているのか、苦く笑しよう交じりに姪川の頭を軽く撫なでて励はげます。

「早くしないと風邪かぜひいちゃうね。二人とも軽トラで家まで送るよ」

「俺の家すぐそこなんで、歩きで帰ります。佐藤さんは姪川を送ってやってください」

「そ、そうかい。そう言ってもらえるとありがたいけど……そうだ、一時間延長しておくから少し休むといいよ。こっちからのポイントも多めにつけておくし」

　せめてものお礼ということで佐藤さんは、スマホを取り出して操作する。

　ポケットで自分のスマホが震ふるえるのを感じて取り出すと、『現在受けている依い頼らいが一時間延長されました』という表示が現れた。残り時間のカウントは、依頼の終わる午後一時過ぎまではこのまま継けい続ぞく的てきにストップしたままなのだろう。

　というかこのスマホ防水加工なんだな。壊こわれてくれてもよかったのに。

　佐藤さんが軽トラを取りに行った後。姪川は怒いかりを滲にじませ、手に握っていた潰れたペットボトルをギチギチと軋きしませる。

「律りち儀ぎなやつだな」

　彼女の手にあるそれは、さっきの男が放ほうり捨て溺おぼれている最さ中なか彼女が拾ったものだった。昨日俺と本気で友達になってくれようとしたことといい、真ま面じ目めな娘こなんだろう。

「ナミトだって、ちゃんと拾ってくれたじゃない」

　姪川は俺の持っている空き缶を見て、口元を綻ほころばせる。

「俺は泳げるからいいんだよ」

　なんだか照れくさくて、ぶっきらぼうに応じて空き缶をゴミ袋に投げ込み、「じゃあな」とさっさと帰ろうとする。と、濡れたシャツを引っぱって止められた。

「ん？　なんだよ」

「湯遊って呼んでいいわ」

「様付けで？」

　姪川は「なんでわからないのよ」と不満げに頬ほおを膨ふくらませて俺を睨む。

「湯遊でいいって言ってるの！」

　ビリッとシャツが嫌な音をさせるほど引っぱられた。助けてやったのに理り不ふ尽じんすぎる。
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「兄さん邪じや魔ま」

「ぷぎゃ」

　我わが妹、外と様ざま静しず海みに腹を踏ふみつけられるという最悪の形での目覚めだった。

「おはよう」

　静海は無表情に近い穏おだやかな微び笑しようを俺に向けている。

「お、おはようございます。それよりパンツ見えてますよ」

　決して短くはない膝ひざより少し上ですぼまったデニムのコクーンスカートだが、真下から覗のぞけば見えないわけがなかった。俺を踏ふみつける足を辿たどっていくと、白地に前部分がチェック柄がらのパンツがばっちり見えた。

「家族だから恥はずかしくないわ。いえ、ペットに……それも違ちがう。もっと、こう……そう、微び生せい物ぶつに見られても恥ずかしくないという表現が一番しっくりくるかしら」

　静海は、ナチュラルメイクを崩くずさないように、唇くちびるに触ふれるか触れないかの位置で人差し指を立てて考えていた結果、俺を笑え顔がおで顕けん微び鏡きようを覗いた世界に追いやった。

「さいですかさいですか。それよりお出かけですか？」

　静海は、ラズベリー色のＴシャツの上に、内側の服が薄うっすらと透すける白いニットカーディガン。肩を撫なでる長さの黒髪から覗く両耳には、小指ほどのハートのイヤリングが揺ゆれ、被かぶっている意味あるの？と疑問を抱く鍔つばの狭せまい麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被ったお出かけスタイル。

「決まっているじゃない。今日は月曜日で学校があるのだから。まあ、中退してプププで、ずっと家でグダグダやっている恥はじ晒さらしな兄さんは、すっかり曜日感覚なんてものなくなってしまったのかもしれないけれどね」

　こいつは基本俺おれを虐いじめるときは穏おだやかな笑顔なので、今も微笑ほほえみとともに俺の心を抉えぐる。

　一通り俺を踏みつけて満足したのか、「行ってくるわ」と静海はヒールサンダルを履はいて玄げん関かんを出て行った。

「……そういえば昨日はここで力ちから尽つきたんだっけ」

　休きゆう憩けい時間の大半を寝ね坊ぼうで消費してしまったため、昨日は家で服を着き替がえた後、佐藤さんの依い頼らい時間終しゆう了りよう後は、『迷まい子ご犬の捜そう索さく』『荷物の運うん搬ぱん』『棚たなの修理』『お墓の掃そう除じ』と細こま々ごましたものを十数件こなした。一つ一つはそれほど疲つかれるものではなかったが、休めないのはきつい。学校の休み時間程度の休憩しか挟はさめない強きよう行こう軍ぐんで日付が変わるまで依頼をこなし続けた俺は、家に辿たどり着くなり、靴くつも脱ぬがずに玄げん関かんに倒たおれたのだった。

　おまけにどれも経験値は一桁。最大でも『４』。佐藤さんが依頼人の裁さい量りようで追加可能な評価経験値を『１００』与あたえてくれたが、それでも一日の累るい計けい経験値『１２４』だ。徒労感が半はん端ぱない。

「ん？　毛もう布ふ？」

　まだダルさの抜ぬけ切っていない体を起こしたとき、滑すべり落おちる毛布の存在に気付く。

　親父おやじは殴なぐる蹴けるが躾しつけだと思っているスパルタ人。妹は幼い頃ころは「にーたん、にーたん」とくっついてくる愛ういやつだったのに、いつごろからか兄を見れば穏やかな笑顔で毒を吐はくようになってしまった。消去法で毛布をかけてくれたのは母親だろう。

「静海が学校に行ったって事は七時過ぎかな」

　静海は今年から電車で三十分ほどのところにある調ちよう理り師しの専せん門もん学校に通っており、だいたい八時前に着くことを目標にして、七時を少し回ったころに家を出るのだ。

　スマホを見るとまだ五時間近く残り時間があるので、今日は昨日よりは余よ裕ゆうを持って行動できるだろう。







　昨日と同じく経験値の少ない細かい依頼をこなし、ようやく三時を回った頃。

　新たな依頼を受けようとスマホを取り出したタイミングで『指し名めい』という見み慣なれない表示と地図が画面いっぱいに現れる。

　依い頼らい人にんは『ＹＹ』というハンドルネームの人物。

　把は握あくしていないシステムだったので〝指名〟についてヘルプで調べてみると、このゲームには依頼人サイドが依頼する被ひ験けん者しやを選べるシステムがあるらしい。被ひ験けん者しやが他の依頼を受けていなければ指名が行え、依頼を受けているときは指名しても無む効こう。

　指名された被験者は拒きよ否ひできず、指名した相手の依頼を達成するか、もしくは依頼人が依頼を撤てつ回かいするまで、他の依頼を受けることができないという、依頼人サイドが有利なルールらしい。おまけに依頼内容や時間は表ひよう記きされない仕し様ようで、行ってみるまでどんな依頼内容かもわからない不ふ親しん切せつ設せつ計けいだ。

　指名するには被験者の名前を知っている必要があるらしく、つまり一度は依頼を受けた相手ということになる。少なくとも今まで受けた依頼人の中に、俺がもうこの人の依頼は受けたくないと思う相手はいなかったのだから、誰だれからの指名でも問題はないはず――

「来たわね、ナミト」

　と思ったのだが、指定された運動公園に辿たどり着いた俺は、ジャングルジムの頂上で偉えらそうに腕を組み仁に王おう立だちして待ち構えていた少女を見て愕がく然ぜんとする。

　見上げた先にいたのは、黒い生き地じにデコデコキラキラした☆や♪のイラストが入ったＴシャツにデニムのハーフパンツ、足元は白とピンクの生地に赤い細こま々ごまとしたハート柄の入った運うん動どう靴ぐつという装よそおいの姪めい川かわ湯ゆ遊ゆ。

「……えーと、その口ぶりからして、俺を指名したのはお前ってことか、湯遊」

「そう、よっと」

　湯遊は二メートル以上あるジャングルジムの上から飛び降り、俺の目の前に着地する。ゴムでサイドテールに結ゆわれた髪が、飛び降りた際に乱みだれるが、癖くせのない髪の毛は手で一ひと払はらいするだけで、リンスかコンディショナーのＣＭのように見事にまとまりを取とり戻もどした。

「でも昨日は〝自じ宅たく警けい備び員いん社しや会かい復ふつ帰きプロジェクト〟に参加してるなんて一言も……」

「ええ、参加したのは今日よ。依頼人側に子どものサンプルも入れたいとかで、近くの小しよう中ちゆう高こうからランダムに何人か選ばれたんだって。わたしもその一人に選ばれたってわけ」

　湯遊は依頼人用のスマホを玩もてあそびながら説明してくれる。

「ま、普ふ通つうのひとと違ちがって依頼に制せい限げんがあるみたいだけど」

「制限？」と首を傾かしげると、湯遊は頷うなずく。

「そ。普通のひとは、お金を払うことでできることがあるんだけど、わたしたち小中高で選ばれたひとたちは、お金の必要なことはできないんだって」

「え？　これ金取ってたの？」

　被験者側である俺のスマホには、依頼人側の詳しよう細さいなルールは書かれていないので知らなかった。社会実験なのだし、利用者は全員無料だと思っていたが、そうではないらしい。

「月つき会かい費ひとか評価経験値がどうのとか。指名も本当はお金がかかるみたい。でも小学生は全部無料で一日一回の一時間だけなら依頼することができるのよ」

　依頼人側は本来会かい員いん制せいで課か金きんシステムもあるらしい。そして湯遊のように主しゆ宰さい者しや側から参加を頼たのまれた小中高生は無料で使用できる代わりに、学校時間中と午後十時以降の使用ができないとか、湯遊が言ったように、小学生以下は一日一回一時間、中学生は一日二回二時間、高校生は一日三回三時間しか依頼できない、などという制限が付いているらしい。

「もう説明は終わりよ。わたしの依頼時間のカウント始まってるんだから、ナミトのためにはこれ以上割さいてあげない」

　湯遊の掲かかげたスマホのディスプレイでは、依い頼らい終しゆう了りようまでのカウントが既すでに始まっている。あまり話し込んでいると、湯遊の依頼をこなす余よ裕ゆうがなくなってしまう、か。

「それもそうだな。で、依頼はなんだ？」

　残りの疑問は後で自力で調べるとして、早さつ速そく指名では表ひよう示じされない依頼内容を尋たずねる。と、湯遊は待ってましたとばかりにイタズラっぽい笑えみを浮うかべて、俺を不安にさせる。

「簡単な依頼よ。わたしたちと遊んでくれればそれでいいわ」

　どんな恐おそろしい依頼かと身構えたが、内容は子どもらしい至いたって普通のものだった。

「ん？　たち？」

　首を傾げる俺の疑問に答えるように「そうよ。わたしたち」と湯遊は頷うなずくと「みんな、集合！」と叫さけぶ。すると好き好きに遊んでいた子どもたちがわらわらと集まってくる。総そう勢ぜい十五人といったところか。全員湯遊よりは明らかに年下、小学校低学年や幼よう稚ち園えん児じ保育園児くらいの幼よう児じが俺たちの周りを取り囲んでいる。

　ナニコレ。懐なついた猫ねこや犬じゃあるまいし、こいつ子どもたちを調ちよう教きようでもしてるの？

「べ、別に変なことはしてないんだから！　ただ、小さい子たちと遊んでいると、自然とわたしがリーダーみたいになっちゃうの！」

　湯遊は俺の軽けい蔑べつするような視線に気づいて、慌あわてて言い訳する。

「さ、さあ、みんな、このお兄さんに今日から遊んでもらうから。名前はトザマナミトよ、トザマナミト。トザマナミトをよろしくね」

「今日から」とは不ふ穏おんな響ひびきだ。あと選挙活動みたいに名前を連れん呼こして強調するのはなぜ？

「なにして遊ぶ？」「かくれんぼー」「おにごっこー」「おままごとー」「のもんはんごっこー」「けいどろー」「すべりだいー」「ぷーるー、ぷーるー」「だっこー」

　おい、ひとり国こつ境きよう紛ふん争そうを再さい現げんしようって提てい案あんしてるやついるぞ。

「じゃあ、砂場でお団だん子ご作って、ナミトにぶつけるゲームにしましょう」

「ちょっと待て。そんな提てい案あん誰もしてな「「「さんせー」」」」

　俺の抗こう議ぎは、賛さん同どうの声にかき消される。数の論ろん理り。日本社会の縮しゆく図ずがいまここに……。

「おい、湯遊。どうゆうつもりだ、これは。現げん政せい権けんでももうちょっと野や党とうの意見聞くよ！」

「なに？　わたしがなにか契けい約やくに違い反はんするようなことしたの？　あるんなら言ってごらんなさい。ほら、ほ～ら」

「くっ」

　意い地じの悪い笑みを浮かべて脇わき腹ばらを小こ突づいてくる湯遊からは明らかに悪あく意いを感じるが、依頼自じ体たいは子どもの遊びに付き合うだけなので、違反とは言えない。

「お前、それが仮にも溺おぼれているところを助けた恩おん人じんにする態度か。恩おん知しらず」

「男が過去の栄えい光こうにいつまでもすがるなんて、かっこ悪いわよ。それにもう手て遅おくれよ」

　文句を言っているうちに、泥どろ団だん子ごを両手に掴つかんだ子どもたちがこっちへと駆かけてきている。

「匙さじは投げられたのよ！」

「匙を投げたいのはこっちだよ！　うろ覚えなら無理して難しい言葉使おうとするな！」

「なっ。間違ってないし！　（スマホで検けん索さく）……も、もう、容よう赦しやなんてしないんだから！」

　かくして俺は、理り不ふ尽じんに激げつ昂こうした湯遊と無む邪じや気きな幼児たちから逃にげる羽は目めになった。

　――そして一時間後。

「な、なんでよ！」

　湯遊は驚きよう愕がくと悔くやしさで顔を歪ゆがめていた。肩を激はげしく上下させ、泥だらけの手が触れないように額の汗あせを拭ぬぐう。すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいといったご様子。

　幼児たちの動きはこの一時間でシステマチックになった。泥団子量りよう産さん班はんと攻こう撃げき班に分かれ、攻撃班の体力が尽つきると、泥団子量産班と攻撃班が入いれ替かわる戦せん法ぽうをとるようになっていたが、そんな中、幼児たちの効率的なシステムに加わらず、継けい続ぞく的に前ぜん線せんに立っていた湯遊だけ体力の損そん耗もうが特別に激はげしいらしい。

「あ、あんた、引きこもりニートじゃないの？」

　フラフラの湯遊に対して、俺はまだ息すら上がっていないし、泥ひとつついていない。

　単純に湯遊や幼児たちの玉のコントロールやキレがたいしたことがない。日々飛んでくる親父の鉄てつ拳けんに比べれば児じ戯ぎの域いき。いや、子どもの遊びなんだけどね。

「どうやら、タイムアップらしいな」

　スマホを見ると、依頼中は停止しているはずの残り時間のカウントが動き出している。

「さて、今日はもう帰らせてもらうとするか」

　俺が意い気き揚よう々ようと背を向けて去ろうとした、そのとき。

「ふっ。それはどうかしらね？」

　今まで疲ひ労ろうの浮かぶ顔を悔くやしげに歪ゆがめていた湯遊が、不意にイタズラが成功したかのような意地悪な笑みを浮かべる。嫌な予よ感かんに襲おそわれスマホを見ると、画面に『指名』の二文字。

「そんなっ。だって、指名は一日一回一時間のみって！」

「そうよ。わたしの分は、ね。でもわたしだけしかいないとは言ってないわよ」

　湯遊の台詞せりふの意味するところに気づいて、幼児たちを一いち瞥べつする。と、その中に一人泥まみれの手でスマホを掲かかげる男だん児じがしてやったという顔で俺を見ていた。追い回していた子どもたちの中にも、社会実験参加者がいるらしい。

「さて、延えん長ちよう戦をはじめましょうか」

　アホの子のくせに、悪わる知ぢ恵えだけは働くらしい。指名された以上は撤てつ回かいされない限り、次の依頼を受けることもできない。もし無視するにしてもこっちのタイムリミットまで粘ねばられてしまったらペナルティだ。結局指名を受け入れるしかなかった。

　――さらに一時間後。

「はっ、はっ！　にゃ、にゃんれっ！」

　湯遊は目の端はしに涙なみだを浮かべて悔しげに俺を睨にらんでいた。もう息も切れ切れ、呂ろ律れつもうまく回っていない。足もプルプル震ふるえ、まるで生まれたての小こ鹿じか。おまけにこの一時間の間全く俺に玉を当てられずフラストレーションが溜たまってヤケになった子どもたちの流ながれ弾だまに当たって所々泥で汚よごれている。現在、五時を回った時点で幼よう稚ち園えん保育園組の子どもたちは帰ってしまい、小学生組が三人残っているだけ。戦力は大おお幅はばに落ちている。

　一方俺はまだ泥ひとつついていない。息はさすがにちょっと上がってきたが。

「あ、あんたはなんなの？　海かい軍ぐんの諜ちよう報ほう機き関かんで育てられたの？」

　俺の回かい避ひは、某ぼう少年マンガの紙のように相手の攻こう撃げきをかわすアレではない。

「今度こそ俺の勝ちだな。じゃあ帰らせてもらう」

「ふふふ。そうは床とこ屋やが卸おろさないわ」

「問とん屋やな。そしてそれはこっちの台詞だ。同じ手に二度も引っかかると思ってるのか？」

　またイタズラの成功したような笑えみを浮かべる湯遊にニッと笑い返してやる。

「ゆゆちゃーん。しめーできないよぉ」

　予想外の事態に湯遊も他の小学生たちもなにが起こったかわからないと困こん惑わくを隠かくせない様子で俺を見つめてくる。

「簡単なことだ。依頼を受けているときには他の依頼は受けられないし、指名も受けられない。つまりお前らに指名されるよりも先に依頼を受けてしまえばいい」

　指名するには、相手の名前を入力する手て間まがかかる。その隙すきに他の依頼を受けてしまえばこっちの勝ちというわけだ。

　こうして「うぅ」と恨うらめしげにこっちを睨んでいる湯遊を尻しり目めに涼すずしい顔で運動公園を離はなれることができた。ちょっと気分がいいぜ。

　なんて小学生を負かして悦えつに入いっていたからバチが当たったのかもしれない。

「よ、要よう注ちゆう意い指し定てい？」

　湯遊たちに悟さとられぬよう、後ろ手に操作して画面を見ずに一番上にある依頼を選んだわけだが、よりにもよってそのときトップにあった依頼は『要注意指定』というウイルス対たい策さくソフトの危険なサイト通知に似た、警けい戒かい心しんを煽あおる赤々とした表示のものだった。

　明らかにヤバそうだ、と慌あわててヘルプで調べたところ、依頼を受けた被験者側から本部に一定数クレームが届とどくと、黄・注意指定、赤・要注意指定の二段階の評価がつくらしい。指定された依頼人側にも注意が促うながされ、赤の状態でも改かい善ぜんが見られなければ追つい放ほうとのこと。

　依頼内ない容ようは、家事・掃そう除じ。一見まともそうに見えるのだが……まともだからこそ、いったいなにが要注意なのかと不安を駆かり立てられる。

　指定されたのは駅近くの繁はん華か街がいから少し外れた区く画かく。主おもにラブホテルやいかがわしいお店が建たち並ならぶエリア。そこからさらに狭せまい路ろ地じへと入った先にある三階建てのビルだった。

　一階は寂さびれたラーメン屋で、暖簾のれんのかかった引き戸の脇わきに細い階段がある。

　こんな退たい廃はい的な地ち域いきのアパートに住んでいるってことは、さぞアングラな方なのであろう。要注意指定を受けるのも納なつ得とくだ。

　早くも億おつ劫くうになってくるが、受けてしまった以上はどうしようもない、と諦あきらめる。

　手すりのない階段を上り狭せまい通路を通って、指定された部屋３０３号室に辿たどり着つく。

「呼よび鈴りんがない、だと」

　今時、呼び鈴がないとか、ピンポンダッシュの心配をしなくていい、くらいしかセールスポイントが見つからない。

　仕方ないので、表面の塗と装そうが剥はがれた木製のドアをノックする。

　待つこと数秒。中でタトタトと足音が近づき、次の瞬しゆん間かんドアが勢いよく開かれる。

「遅おそい！」

「うおっ。おい、危ない、だ、ろ……」

　間かん一いつ髪ぱつ。飛び退のいたおかげで、勢いよく開いたドアに当たらずに済すんだ。被害はなかったとはいえ、訪問者に対する配はい慮りよのないドアの開き方には黙だまっていられず抗こう議ぎしようとするが、途と中ちゆうで言葉を失う。

「依頼を受けてからもう五分も経たってますわ。プロなら一分で駆けつけなさい、鈍どん亀がめ！」

　まず目を引かれたのは、宝石と見み紛まがうマリンブルーの瞳ひとみが収おさまったつり目。そして白金プラチナに近い薄うすい金色の細こまかくウェーブがかったロングヘア。顔は小さく、肌はだは磁じ器きのように白く滑なめらかで、唇くちびるはリップクリームを塗ぬったのとは違う天然の瑞みず々みずしい色いろ艶つや。

　言葉を失い見み惚とれてしまうほどの超ちよう絶ぜつ美少女がそこにいた。

「ちょっと、聞いてますの？」

「え？　あ？　わるい」

　超絶美少女の責せめ立てるような鋭するどい声にはっと我われに返る。

「会って早々気もそぞろとは。さすが社会の底辺。質の悪さは折り紙つきですわね」

　超絶美少女は意思の強そうな鋭するどい目を不ふ機き嫌げんに細めて、蔑さげすむように俺おれを見み下おろす。

　女子にしては背せが高いようで、玄関の段だん差さ分少しだけ高い位置からだと、物理的にも本当に見下ろされる格かつ好こうとなっている。

　学校制服であろう白地に黒いラインの入った長なが袖そでシャツ越ごしにでもスタイルのよさがよくわかる。組んだ腕うでに押おし上あげられてその大きさを強きよう調ちようする胸や、服の上からでもわかる腰こしのくびれ具合、上着と対ついとなる白地に裾すその辺りに一本黒いラインの入った膝ひざ下した丈たけのスカートから覗のぞく白い靴くつ下したに包つつまれた細い足……おっと、また見入ってしまっていた。

「えーと、で、依頼は家か事じ、掃そう除じってあるけど、具体的には？」

「ちょっと、悔くやしくないんですの？　少しは反論でもして気き概がいを見せて御ご覧らんなさいな。それとも返す言葉もないのかしら？」

　こいつが要注意指定なんてされている理由がわかってきた。吐はく言葉吐く言葉がいちいち気に障さわる言い方なのだ。所謂いわゆるクレーマーというやつだろう。たしかに対たい人じん能力の低い自宅警備員では、これだけキツく当たられては耐たえられまい。早く終わらせて帰ろう。

「その通りだよ。あんたの言ってることは反はん論ろんの余よ地ちもないくらい正しい。認めるからさっさと依頼を詳くわしく聞かせてくれ」

「なっ。そんな自分だけは他のやつと違うみたいな態度をとっても無む駄だですわよ。わたくしにはわかっておりますわ。あなたも親や社会に依い存ぞんした甘あまったれの寄き生せい虫ちゆうなのですわ」

　早く帰りたい一いつ心しんの受け流しは逆効果。虚きよをつかれたのか一瞬惚ほうける超絶美少女だったが、すぐさま威い勢せいを取り戻して、さらに俺を罵ののしる。

「よくもまあ、すらすらと悪口が浮かぶよな。容姿に初期投とう資しし過ぎて、性格捨てたのか？」

　人を見み下くだした態度のせいか、さっきまで見み惚とれていたのが嘘うそのように今は目の前の超絶美少女が色いろ褪あせて見える。百年の恋こいも一いち時じに冷める、というやつか。
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「わたくしを侮ぶ辱じよくしましたわねっ！　それはわたくしを麗うらら宮みやグループ元ＣＥＯ麗宮清きよ松まつの娘むすめ麗宮清きよ歌かと知っての狼ろう藉ぜきですのっ！」

「麗宮清松？　……ああ、あの逮たい捕ほされた」

　その名を聞いて、数すうヶか月げつ前に連日ニュースで報ほうじられていた事件のことを思い出す。たしか当時ＣＥＯだった麗宮清松の事業の中に不正な金の流れがいくつも見つかったとかで、麗宮清松含ふくむ不正に携たずさわっていた経けい営えい陣じんが逮捕されたという事件があった。

「うぐっ」

　思い出したことをそのまま口に出しただけだったのだが、超絶美少女こと麗宮清歌には相当なダメージだったのか、アッパーカットを受けたかのように仰のけ反ぞる。

　へぇ、あのお爺じいさんにこんな可愛かわいい娘さんが……あれ？

「そういえば麗宮清松って九十前のお爺さんじゃなかった？　それにバリバリの日本人」

　目の前の清歌は、見た目や服ふく装そうからして高校生。それに顔立ちは日本人寄よりだが、目の色や髪の色は西せい洋よう系だ。ニュースで出てきた写真のお爺さんの子どもとは到とう底てい思えない。

「依頼人のプライバシーを詮せん索さくするのはあまりいい趣しゆ味みとは言えませんわよ。依頼を受けたのなら黙だまってわたくしに従したがっていればいいのです」

　依頼の詳しよう細さいを説明しなかったのも、名な乗のったのも、彼かの女じよ自身なのだが……文もん句くを言うとまた拗こじれそうなので黙だまっておく。

「それで、依頼は？　言葉のまま家事、掃除をすればいいんすか？」

「依頼内容を読んでも質問が必要ですの？　あなたの読どつ解かい力りよくのなさには驚おどろきを禁じえませんわ。依頼人に説明の手間をかけさせるその根こん性じようも」

　う、ウザい。陰かげ口ぐちや誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは慣れているが、本人を目の前にしてここまで徹てつ底てい的に罵ば倒とうだけで言葉を形成されるとさすがに鬱うつ陶とうしくなってくる。

「依頼は了りよう解かいしましたけど、掃除するにはそこをどいてもらわないと……」

　清歌が玄関の真ん中に立つと通りぬけるスペースも残らない狭せまい通路なので、清歌が邪じや魔まで中に入れないのだ。

「わたくしに指さし図ずしますの？」

「じゃあ帰ります」

　いい加か減げん取り合うのも嫌いやになってきたので、ペナルティでもなんでもかかってこいやな投げやりの構えで踵きびすを返す。

「ま、待ちなさい！　ちょっと厳しいことを言われたくらいで逃げ出すなんて、忍にん耐たいがなさすぎるのではなくて？　あなたみたいなひとが、折せつ角かく就しゆう職しよくできたのに、イメージと違うとか言って会社を辞やめたりするんですわ！　そういう生なま半はん可かな気持ちで就職するのが会社にとって一番迷めい惑わくなのですわ！」

　説得する気なら、せめてこちらに歩み寄る言葉を選ぶくらいの誠せい意いは見せてほしい。

「たしかに俺は燃え尽つきやすいから、所謂いわゆるすぐ辞める新入社員予よ備び軍ぐんなのは認めるが、そこを考こう慮りよしてもあんたの言げん動どうはパワハラの域いきだよ。部下になったら、証しよう拠こを録ろく音おん録ろく画がして即そつ行こうで訴うつたえてやるレベル。次は法ほう廷ていで俺と握あく手しゆ」

　さっさと帰ろうとする俺の腕うでを、清歌は慌あわてて掴つかんで引き止めてくる。

「ちょ、ちょっと言い過ぎた気もしないでもない気もしないでもなくはないですし、話し合う機会を設もうけてもいいのではないかと思いますの！」

　反省の色はまったく感じられない台詞だが、困り果てた表情で見つめられると流石さすがに引きずってでも帰ろうとまではできず、足を止めてしまう。

「まったく世話をかけないでくださいまし」

　ちょっと妥だ協きようを見せて振ふり返かえると、清歌は呆あきれたように首を振ふっていた。ウザい！

　ともあれ、無駄な時間を費ついやしたがようやく部屋の中へと通される。

「部屋の中まで辿り着いたのはあなたが初めてでしてよ。光こう栄えいに思いなさい」

　どうせ玄関で罵ば倒とうされた時点でみんな逃げ出したとかいうオチである。誇ほこっていいみたいな顔されても嬉うれしくねーよ。

「これは酷ひどい」

　おまけにようやく通された部屋を見回した俺の感想は「魔ま窟くつに辿り着いてしまった」だ。

　六十インチのテレビと必要最低限の家具だけの六畳じよう間まには衣服やゴミが散さん乱らんしており、足の踏ふみ場ばもない。シンクにはカップ麺めんの容器と食器が混在したまま放ほう置ちされ、生ゴミの臭においを放はなっている。

「よくこんなところで生きていられるもんだな」

「わたくしだって好きでこんなみすぼらしい犬小屋に住んでいるわけではありませんわ。ですが財ざい産さんは没ぼつ収しゆうされ、住む場所すら事こと欠かく状じよう況 きようなので文句は言ってられませんわ」

「いや、俺が言いたいのは、よくこんな悪あく臭しゆう漂ただよう汚お部べ屋やにいられるなって話なんだが」

「だって片かた付づけをする執しつ事じやメイドがいないんですもの」

「自分で片付けろよ！」

　思わずツッコむと、なぜこのわたくしが片付けなんて？みたいな不ふ満まん顔がおをされた。

「とりあえずやれるだけやってみるよ」

「なんですの、その適てき当とうな言いい草ぐさは。『とりあえず』なんていい加減な対応がサービス業に許されると思いまして？　社会人たるもの、お客様には真しん摯しに、安あん易いな妥だ協きようはせず、お客様を満足させるためなら持ちうる全力以上でお応えするべきですわよ。あなたみたいな向上心のないひとが、出しゆつ張ちようは嫌だとか、責任者にはなりたくないとかほざくのですわ！」

　腹は立つが、自分が社会人になったら出張ヤだ！とか言いそうなので返す言葉もない。

　清歌の文句は聞き流して、まずは部屋に散乱するゴミをポリ袋ぶくろに放り込んでいく。

　次にいる・いらないの判断できないものを清歌に確かく認にんして、いらないものはゴミ袋へ。

　瞬く間に出来上がった五袋分の満まん杯ぱいになったポリ袋は、ゴミの収しゆう集しゆうは月・木らしいので、とりあえずベランダに出しておく。

　洗せん濯たく機きはないとのことなので後でコインランドリーに持っていくために大き目の紙袋に全部まとめ、食器を洗い、シンクを洗い、掃そう除じ機きをかけ。

　最後にトイレを掃除して戻ってくると、俺の活かつ躍やくによりゴミが撤てつ去きよされ、数ヶ月ぶりに姿を現したリビングでくつろいでいた清歌が気づいて顔を向ける。

「次はお夕飯をよろしく。ビーフストロガノフがいいですわ」

　俺にビーフストロガノフを作る技術はないし、冷蔵庫にはソーセージしか肉類がなかった。あとはミネラルウォーターと調ちよう味み料りようくらい。調理器具はやかんとフライパンはあるが、煮に物もの用の鍋なべがない。

「魔ま法ほう使つかいじゃないんだから、この設備この材料でビーフストロガノフなんか作れるか！」

「え？　作れませんの？」と清歌は怪け訝げんな顔する。

「三みツつ星ぼしレストランのシェフでも、この環かん境きようじゃビーフストロガノフはおろか、オードブルすら作れんわっ」

「み、三ツ星シェフですら！　そ、そこまでとは……」

　清歌は表情に驚きよう愕がくを浮うかべていた。いやいや、俺が吃驚びつくりなんですけど！　衝しよう撃げきの新事実とか一つもないからね！

「というか時間切れなんだけど。もう九時前だし」

　清歌も、湯遊と同じく配布された無料の制限付端たん末まつらしく、高校生は一日に出せる依頼の限げん度どが三回なのだが、使い切るまで延えん長ちようされて、それでも掃除は終わらなかった。なので今は完全にボランティア。もういつ帰っても文句を言われる筋すじ合あいはない状態だ。

「な！　もうこんな時間。ならさっさと帰りなさいな。ほら、早く！」

　清歌は時計を見ると慌あわてた様子で立ち上がり、俺を部屋から追い出す。

「ちょ、狭いんだぞ！　危ないから押おすな、うわたっ」

　慌てた清歌に玄関から押し出され、狭い通路の壁かべにゴンッと額をぶつけてしまう。折角自分の時間を削けずってまで清せい掃そうしたのに、この扱あつかいは酷ひどいと思う。

「あ、うっかりしていましたわ」と清歌。礼でも言ってくれるのかと思ったが、

「今日の働き、下げ僕ぼくにしては下げの中ちゆうくらいには評価して差し上げますわ。ですからあなたお名前を伺うかがってあげてもよろしくてよ？」

「絶対教えるか！」

「なっ！　そ、それでは指し名めいできませんわっ」

「指名されたくないから教えないんだよっ！」

　清歌は真正面から拒きよ否ひされてショックを受けた様子だったが、すぐに悲しみは怒いかりへと変わり、「なら結構！」とドアは力ちから任まかせに閉められるのだった。

「はぁ」

　額をさすりながら、言いすぎたことを後こう悔かいする。全面的に清歌が悪いのは揺ゆるがぬ事実だが、ちょっと厳しく突つき放はなしすぎた、という自覚があるせいか、モヤモヤとしたものが胸の辺りに蟠わだかまり苛さいなむ。

　普ふ段だんの俺であれば、嫌いやなことと出くわしても、それでおしまい。来るものを拒こばみ、去るものを追わない。嫌なやつに対する怒りなど一回眠ねむれば鎮ちん火かするし、合わない相手には関かかわらなければいい、ときっぱり切り捨てるのが本来の俺のはずなのだが……。

　らしくないなぁと思いながらも、モヤモヤを拭ぬぐい去さる手段も思いつかず、帰ろう、と諦あきらめて階段を下りていくと、アパートの玄げん関かん口ぐちで「こんばんは」とアパートの住人らしき女性に挨あい拶さつされる。どことなく疲つかれを感じる顔に柔にゆう和わな笑みを浮かべた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人系の女性に「こんばんは」と軽く会え釈しやくを返して、そのまますれ違う。

　あの女性が清歌の母親なのだろうか？　いや、そんなことはどうでもいいんだ。余よ計けいなことを詮せん索さくするなと首を振ってアパートを後にする。







６月７日　火曜日







　日が沈しずむと、治ち安あん面でやや不安を感じる裏うら路ろ地じ。

　依い頼らいを受けたわけでもないのに今日も麗うらら宮みや清きよ歌かの暮くらすアパートへ向けて歩いていた。

　なぜか、と尋たずねられても上手うまく説明できない。

　煮にえ切きらない心情を引きずったまま一日を過ごしていると、五時ごろアップされた清歌の依頼が二時間経たっても誰にも受けられることなく残り続けていた。要よう注ちゆう意い指し定ていの赤い表示が物悲しく掲けい示じ板ばんのトップに滞たい留りゆうしている光景が無む性しように気になってしまったのだ。

　昨日、苛いら立だちに任せてつい突き放す態度で応じてしまい、後あと味あじの悪さが残っているというのもあるかもしれない。でもそれだけではない、気がする。

「おや、お仲間でござるか？」

　清歌のアパートの前にはすでに先せん客きやくがいた。どこぞのゲームのスライムの王を彷ほう彿ふつとさせるでっぷりとした男。たしか体育館にいた痛いた々いたしい格好をしていたやつだ。今日はコスプレではなくチェックのワイシャツにズボンといういたって普ふ通つうの格好に、首にぶら下げた一いち眼がんレフのカメラと首輪が目立つ。

　頬ほおには紅葉もみじを想起させる赤い跡あとが浮うかんでいる。まるで誰だれかに頬を叩はたかれたような……。

「お主ぬし、あれであろう？　〝ギルティギルド〟の誘さそいを断った〝絶対ナル孤立者愛想ねー太〟」

「なんだ、そのギルティなんとかとか、あいそねーたって？　小説のタイトル？」

「〝ギルティギルド〟というのは、拙せつ者しやたちを不ふ当とうに扱あつかう政府の犬どもに鉄てつ槌ついをくれてやろうと組織された抵抗組織レジスタンスのこと。ちなみに拙者は〝ギルティギルド〟に次ぐ規き模ぼを誇ほこる第二の勢力に所しよ属ぞくしている者でござる。〝絶対ナル孤立者愛想ねー太〟というのはギルティギルドの誘さそいを袖そでにしたお主のあだ名。各勢力のサイトに敵てき対たい者しやとして顔写真が晒さらされておる」

　たぶん体育館のエントランスで声をかけてきたあの青年が拡かく散さんしているのだろう。というかもう抵抗勢せい力りよくができているのか。

「個人情報保ほ護ご法ほう違い反はんなので通つう報ほうします」

「す、すぐに削さく除じよするよう言うので、許してほしいっ」

　キングス○イムは、実験用ではない自じ前まえのスマホを取り出し慌あわただしく操作する。

「ま、マジですぐに消しておくから、早まるでないぞ。で、ではさらばだ！」

　状じよう況きようが悪くなったと見るや早口に念ねん押おしすると、図ずう体たいの割わりにメタルス○イムのごとく俊しゆん敏びんな動きでシュタタと走り去っていった。抵抗組織なのに脆ぜい弱じやくな意思だな、おい。

　攻こう略りやく法ほう伝でん授じゆを餌えさに、それほど反抗に意欲のない連中も抵抗組織に取り込み、情報を門外不出にすることで囲っていたわけか。どうりでネットを徘はい徊かいしても攻略サイトが引っかからないわけだ。

　別にクリアにも効率化にも興味はないのでそれはいいとして、

「さて、来たはいいけど……俺はどうしたいんだ？」

　清歌の住むアパートの前には辿りついたが、気になって来てしまったというだけでここから先はノープラン。心に蟠わだかまるモヤモヤを解消する抜ばつ本ぽん的てきな解決法もない。かといってこのまま帰るのも……まあ、依頼を受けるのがてっとり早いか。と依い頼らい掲けい示じ板ばんを開く。

「あれ？」

　依頼掲示板の先頭には長らく赤々と輝かがやいていた依頼が消えていた。スクロールしても、要注意指定の依頼は見当たらない。もしかして誰かが依頼を受けたのか？　そう思い至った瞬しゆん間かん、心のどこかで安あん堵どした自分がいた。まだ、彼女は見み放はなされてはいなかったのだと。

　ああ、もしかしたら俺のモヤモヤが解消されないのは、彼女が誰にも相手にされなくなって孤こ立りつしてしまうことを危き惧ぐしていたからかもしれない。納得できる答えを得て、ほんの少し胸が軽くなる……ほんの少し？

「あなた……なぜここにいますの？」

　思考に耽ふけって佇たたずんでいると、不意に咎とがめるような声。顔を上げると、衣類でパンパンに膨ふくらんだ紙袋を両手で抱かかえた清歌が、階段の半ばから警けい戒かいするようにじっと睨にらんでいた。だがその目は、昨日の人を見下すお嬢じよう様さまのものとは違ちがい、明確な敵意を含ふくんだ鋭するどいものだった。

「あ、いや。昨日、依頼を受けたら一分以内に来いみたいなことを言っていたから。近くに来てから依頼を受けようかな、と思ってたんだけど、先を越こされたみたいだな」

　清歌の質問に答えるため俺はスマホを掲かかげて応じる。

「ふーん」と言う清歌の声は冷え切っていた。

「それは誰かが依頼を受けたのではなく、わたくしが依頼を取り下げたからですわ」

　取り下げた？　それはつまり、俺の危惧が解消されていたわけではなかったということか？　俺はもっと正確な情報を得ようと口を開こうとするが、そんな時間は与あたえられない。

「社会の底辺であり、人間としてのモラルも節せつ度ども欠けた最低なあなた方自宅警備員たちには、もう依頼しないということですわっっ！」

　清歌は目を吊つり上げて怒ど号ごうを叩たたきつけてきた。突とつ然ぜんの怒いかりの発はつ露ろに、状況が飲み込めずポカンとする俺に、いまだ治まらない怒りをぶつけるように清歌はさらに怒ど鳴なる。

「質も悪ければ品も悪い！　害虫以下のあなた方自宅警備員に依頼することなどひとつとしてありませんわ！」

　違う。この怒りは昨日のお高く留とまった態度で理り不ふ尽じんにぶつけられるものとは明らかに質が違う。俺たち、自宅警備員すべてを心から嫌けん悪おする憎にくしみがこもっている。

「あなたもどうせわたくしの弱みに付け込んで、言いなりにできるとでも思っているのでしょうけど、お生あい憎にくさま！　わたくしはあなた方に媚こびを売って屈くつ辱じよく的に生きるくらいなら、死を選びますわ！　わかったら、さっさと消えてくださいなっっ！」

　清歌は一方的に怒号を浴あびせると、階段前に立つ俺を押しのけて歩き去ってしまった。

　一方的に怒りをぶつけられた俺は、どうすることもできず清歌が去った後もしばらくアパートの前で呆ぼう然ぜんと突つっ立たっていた。







６月11日　土曜日







　午前十時に湯ゆ遊ゆから指名が入った。土曜日の授業が午前だけとはいえ早すぎる時間。学校の時間帯は依頼も指名もできないはずなのだが、今日は休みなのだろうか？

　指定されたのは、俺おれの暮らす町の最も寄より駅から三駅先の割と都市部にあたる駅構こう内ない。

　指名の場合、本人に説明されるまで依頼内容がわからないので、いつもと毛色の違う合流場所であることに、とんでもない依頼がくるんじゃないか、と現地までの道のりが億おつ劫くうになってくる。そして嫌な予感は大当たり。

「まずはトイレでこれに着き替がえてきて」

　駅で合流するなり、最初に出会ったときと同じ水色の襟えりと袖そでのセーラー服姿にストレートヘアの清せい楚そな風ふう貌ぼうの湯遊に、駅構内のコインロッカーから取り出した紙袋を押おし付つけられ、半ば強制的にトイレに押し込まれた。

　渋しぶ々しぶ個室で紙袋の中身を取り出してみると、ごく普通の黒いスーツ一式が出てきた。

　理由はわからないが指示に従いスーツを着てみる。俺には少し大きめな気がする。着慣れない服に違い和わ感かんを覚えつつ、一応手洗い場の鏡で見てみたが野や暮ぼったくて似合わない。

　トイレ前で待っていた湯遊に、ネクタイの結び方を知らないと言うと、「男のくせにそんなこともできないの？」という顔をされたが、流石さすがファッション大好き娘。躊躇ためらいなく、てきぱきとネクタイを締しめてくれた。

　スーツと入れ替わりでジャージが詰つめられた紙袋をコインロッカーに仕し舞まうなり、「行くわよ」と湯遊に手を引かれ、なんの説明もなく連行されたのは、〝彩さい詠えい女じよ学がく院いん〟という小中高一いつ貫かんの有名私立女学校の校門前。

　どこかの城じよう塞さいのように内部の建物を覗のぞくことのできない高い壁かべと、今は開かれているが頑がん丈じようそうな鉄の門。門の左右には屈くつ強きような警けい備び員いんさんが一人ずつ立っている。

　湯遊は校門脇わきにある詰つめ所しよに座すわるまた別の警備員に「わたしの親しん族ぞくです」と言ってなにかの書類を見せて通してもらう。

　今まで言われるままに湯遊に従っていたが、流石に「親族」と嘘うそをついて校内に引っ張り込まれては黙だまっていられない。女子校に入ってしまったという罪悪感もあり、校門を通りぬけて警備員に声が届かないであろうという距きよ離りに来てから耳元でこそっと尋たずねる。

「おい、どういうことだよ？」

　すると湯遊の顔がカーッと赤くなる。次の瞬間、俺を引っぱっていた小さな手をバッと振ふりほどくと、耳に当てて俺を睨にらみ付ける。

「こここ、公衆の面前で、な、ななな、なにするのよ、ばか！」

「いきなり耳元で囁ささやかれて驚おどろいたのか。ごめん」と謝あやまると、より一層不満げに睨にらまれた。

「で。この状況がどういうことなのか、そろそろ説明してもらえるか？」

「な、ナミトにはわたしのお兄ちゃんになってもらうわ！」

　観かん念ねんした湯遊は、赤い顔をさらに真っ赤にして、ギュッと目を固く閉じ、一世一代の告白でもするように裏うら返がえりそうな声で早口に依頼を告げた。

「は？　お兄ちゃん？」

　なんとか聞き取れた。聞き取れはしたが、しかし耳を疑う内容だった。

「今日はわたしの兄のふりをして保護者面談に出てもらうわ大だい丈じよう夫ぶよわたしには本当に兄がいるからばれないわわかったわねはい説明終わりっ」

　湯遊は詳しよう細さいを一息で早口に説明すると、赤い顔を背そむけて、一人で歩き出してしまう。

　玄げん関かんでも自分の靴くつ箱ばこで上うわ履ばきに履はき替かえて一人で行こうとするので、慌あわてて面談に訪おとずれた保護者向けの案内に従ってスリッパに履き替えて後を追う。

　湯遊を追いかける途中、教室前で順番待ちの保護者との会え釈しやくを何度か繰くり返し、人の気配が遠のいたタイミングを見計らって苦く言げんを呈ていする。

「いやいや、兄ちゃんいるなら、兄ちゃんに頼たのめよ。つーか両親に頼めよ」

「……」

　湯遊の反応がないので、顔を覗のぞき込こんでようやく俯うつむき表情を暗くしていることに気付く。迂う闊かつだった。頼めるのなら俺に依頼するわけがないという単純なことに気付けなかった。

「わたしのお兄ちゃんはいつもいろんな女のひとの家を転々としていて、家には滅めつ多たに帰ってこないわ。両親も仕事人間で帰ってこない」

　唇くちびるを尖とがらせてここにはいない家族を責めるように、そして少し寂さびしげに湯遊は言う。

「な、なによ。なんでそんなにじっとこっち見てるの？　また馬ば鹿かにするの？」

　湯遊はムスッとむくれて睨み付けてくる。

「いや、ここ数日湯遊に振り回まわされて、お前は感情豊かで怒おこっていても笑っていても泣いていても明るいっていうか、激はげしいやつだから。最初の日や今みたいに沈しずんでるところなんて似合わないなって。ギャーギャーうるさいくらいの方が、うざったいながらも湯遊は一番可愛かわいいし似合ってるって思っただけだ」

　ほんの数日とはいえ、感情をぶつけ合ったからこそ、喜き怒ど哀あい楽らくどんな感情のときも明るい湯遊が一番だと思える。

「な、ななななんで、いきなりそういう話になるわけ？　か、可愛いとか、可愛いってにゃによ！　ばか、あほ！　もう！　ナミトはホントにもう！」

　湯遊はゆでだこのように真っ赤な顔を両手で挟はさんでぐにぐにもにもに揉もみしだきだす。たぶん照れているときの癖くせなのだろうが、個人的にはこの反応が一番可愛いと思う。

「あら、仲がいいのね、姪めい川かわさん」

　テレテレする湯遊を微笑ほほえましく見ていると、どこかのんびりとした声が耳に届く。

「せ、先生！」

　不意打ちでかけられた声に、湯遊は飛び上がり、ふにゃふにゃの表情を引き締しめる。

「仲がいいのは構わないのですが、廊ろう下かでは静かにね。それと言葉遣づかいには気をつけてね」

　お嬢じよう様さま学校に抱いだく厳格なイメージとは違ちがい、柔にゆう和わな笑え顔がおを向けてくる女性は、袖そでに半分以上隠かくれた人差し指を口の前で立てるだけの注意。

　内側にくるんと巻いたセミロングの髪かみの毛け、細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね、白いワイシャツの上に、ペールグリーンの薄いニットカーディガンを羽は織おり、地面スレスレのベージュのロングスカートからチラチラとスリッパが見える。二十代前半くらいだろうか。鮮せん烈れつさはないがほっこり和なごむタイプの美人さんだ。

「ご、ごめんなさい」

「いえいえ、普ふ段だんは見られない姪川さんを見られて先生は嬉うれしいですよ。お兄さんに手を繋つないでもらってはにかんでいた顔とか」

　どうやら校門の辺りから見られていたらしい。

「ち、違います！　な、ナミト！　ナミトお兄ちゃんが強きよう要ようしたんです。お兄ちゃんシスコンでロリコンだから！　妹と手を繋ぐとゲヘゲヘって気持ち悪い顔するんです。悪いのはお兄ちゃんです！」

　とんだ罪のなすり付けだ。ま、こっちを見てニコニコしている先生は、湯遊の言葉など真まに受けていないようだが。

「お兄さん。申もうし遅おくれましたが、わたしは妹さんのクラス六年一組の担任をさせていただいております、畑はた内うち牧まき子こです。早さつ速そく面めん談だんを始めたいので、教室へご案内しますね」

　名乗りつつ、教室へと案内するため歩き出す畑内先生。まだ湯遊の企たくらみに同意したわけではないが、女子高に潜せん入にゆうしている現状、無関係の人間ですと切り出すわけにもいかないので仕方なく後に続く。

「あ、これは保護者面談ですから、姪川さんはついてきちゃダメですよ」

　俺の隣となりを何食わぬ顔で歩いていた湯遊は、当然だが同どう席せきを拒きよ否ひされる。

「あ、いや、でも！　お、お兄ちゃんは、人見知りが激しくて、知らない人と二人きりだと狩かりについてくる猫ねこみたいになっちゃうので、付き添そってないと心配です」

　狩りについてくる猫じゃあ我わが輩はいはア○ルーになってしまう。それを言うなら借りてきた猫。

　だが、準備もなく兄を装よそおうというのは困こん難なんなので、湯遊の申し出はありがたい。

「そうだな。俺も湯遊がいてくれた方が心強い」

　なので全力で乗っかろう。是ぜ非ひとも快かい諾だくいただきたいところだが――

「ダメですよ。保護者面談は本人のいない場で保護者の方とお話しすることに意味があるんですから。学校ではしっかり者の姪川さんが、家ではすごくだらしないとか、姪川さんが悶もん絶ぜつするような恥はずかしいエピソードを聞きたいですし」

　畑内先生は頬ほおに手を当て楽しそうに諭さとす。このひと絶対保護者面談の意い義ぎを間ま違ちがえているよな。生徒の恥ずかしい姿を知りたいとか見た目によらず性格悪い。

「うぅ。で、でもお兄ちゃんは……」

　ぎゅっとスーツの袖を掴つかんで、湯遊は助けを求めるように俺を見上げる。

　助けを求められてもなぁ。うーむと悩なやんだ結果、一つだけ策さくを思いつくが、これは下手をすると取り返しがつかないことになる。社しや会かい的てき死し、的てきな意味で。だがやるしかあるまい。

「先生さん」

　俺はスーツを掴む湯遊の手をそっと解ほどいて、任せろと頷うなずいて踏ふみ出す。そして畑内先生のパーソナルスペースへ踏み入り、お互たがいの息がかかりそうな近きん距きよ離りまで踏み込む。

「はい、なんですか？」

　俺はかなり大だい胆たんなことをしているはずなのだが、畑内先生の方は一歩も引かず、あと少しで鼻先同士が触ふれ合あいそうな距離にも関わらずニコニコしている。チキンレースを挑いどんだ俺の方が恥ずかしさのあまり飛び退のいてしまいそうです。

　だがここで引くわけにはいかない。言うべきことを言うのだ。早く終わらせてしまおう。

「あ、あの、保護者面談は先生のお宅たくでしませんか？　泊とまりこみでじっくりねっとり僕ぼくとあなたの作る将来の家庭について二者面談しましょう！」

「こんんおぉおおおお死ねええええええ、バカナミト！」

　お尻しりを思いっきり蹴けり飛ばされた。前に押し出されて危あやうく畑内先生と唇くちびるが触れてしまうところだったが、先生は軽かろやかな足さばきでよけてくれる。まあ、支えてくれるひとがいないのでそのまま前のめりに倒たおれる羽は目めになったのだけれど。

「もう知らない！　ナミトのスケキヨ！」

　どこの不気味な一族だよ。たぶんスケベかスケコマシと言いたかったんだろう。湯遊はプンスカ怒おこって、来た道を戻もどっていってしまった。

　くっ、なぜだ！　俺は完かん璧ぺきに湯遊の語った〝毎日違う女のひとの家を転々とする兄〟を演えんじたはずだぞ！　俺が担任をナンパしたタイミングで、「すぐ女のひとに手を出そうとする兄と二人きりは危険です」と湯遊の同どう伴はんを許してもらう作戦だったのに！
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「ファインプレーでしたね。では行きましょうか」

　畑内先生の方は、俺のナンパなどなかったかのようにニコニコ笑って手を差さし伸のべてくれる。というかファインプレーって……俺が湯遊を遠ざけるために先生に迫せまったと解かい釈しやくしてくれたのだろうか。ベストの結果とは言えないにしろ、本気でナンパされたと誤解されなかったのならいいか。冷たい視線を浴びながらの二者面談とか地じ獄ごくでしかないし。

　案内されたのは、机に椅い子す、黒こく板ばん、後方には生徒の習字や絵が貼はられている、ごく普通の教室だ。教室というものに入るのは三、四年ぶりだろうか。かと言って小学生の机ってこんなにちっちゃかったっけ、と驚おどろいた以外さほど感かん慨がいはない。学校に思い出なんてないし。

　教室一番前で二つの机を向かい合わせにくっつけて作られた席に促うながされ、椅い子すへと座すわる。

「さて、ではまずあなたがどなたなのか教えていただけますか？」

　向かいの席に座った畑内先生が早さつ速そく切り出す。しまった、湯遊の兄の名前を聞いてない！

「え、えっと湯遊の兄の、とざ――姪川浪なみ人とです」

「いえ、そうではなくあなたの本当の名前ですよ」

　見み透すかしたような台詞せりふにゾッとする。恐おそる恐る正面の畑内先生の顔を覗のぞき込むと、先生は相変わらず柔やわらかい笑顔で言葉を続ける。

「まさか騙だまし通せると思っていたんですか？　わたしが自分の受け持つ生徒の、それも今まで面談や家庭訪問、クラス行事から学校行事まですべてすっぽかした上、ろくに連れん絡らくも取れないご家庭のことを、まったく調べず放置するとお思いですか？」

　なんだろう。顔は聖女のように穏おだやかなのに、有う無むを言わせない凄すごみがあった。

　つまり畑内先生は湯遊の家庭について、少なくとも事前準備もなく連れてこられた俺程度では騙だませないくらいには把は握あくしているということだろうか。

「それに〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟に関しても把握していますしね」

　畑内先生は指先で自分の喉のどの辺りをトントンと叩たたいて言う。ハッと気づいて、自分の首元――ワイシャツの襟えりから覗く奴ど隷れいの象しよう徴ちようたる首輪に手を添そえる。

　それはそうか。湯遊が参加しているのだし、近きん隣りんの学校にも社会実験のことは周知されていて当然。最初からわかった上で、俺をここへと連れてきたのか……これ以上ごまかしはきくまいと両手を上げて降参を示す。

「俺は外と様ざま浪人って言います。依頼を受けて湯遊の兄のフリをしていました。なんでわかっていて俺おれを連れてきたんですか？　もしかして湯遊から引ひき離はなすためですか？」

「そうなりますかね」と畑内先生は肯こう定てい。家族でもなんでもない成人男性を連れてくれば犯はん罪ざいを疑うのは当たり前のことだ。初しよ対たい面めんの相手をナンパしてしまったし言い訳しても信しん憑ぴよう性せいがない。ここからは面談というより事情聴ちよう取しゆと言った方がいいのかもしれない、と覚かく悟ごを決める。

「そんなに警けい戒かいしないでください。引き離したのは、あなたを危険人物と判断したからではありません。ただ気になっただけです。姪川さんを変えてくれたのがどんな人なのか」

　身構えていた俺は、畑内先生の好意的な反応に驚く。

「なにを、言ってるんですか？　変えた？　俺がですか？」

　思い当たる節ふしがない。俺には湯遊や幼児にいいように玩もてあそばれた覚えしかないのだが……。

「気のせいですよ。だって俺があいつと初めて会った日からまだ数日しか経たってませんし」

「いえいえ。なら尚なお更さらです。変わったと感じたのは、休日明けの今週からですから。

　それにひとは時間をかけて変わっていくばかりではありませんよ。ときには出会い一つで大きな変化に至ることだってあります」

　畑内先生の含がん蓄ちくあるお言葉を聞いても、いまいちピンとこない。湯遊とはそれなりに親しくなったつもりではあるが、まだ日は浅い。いや、昔の湯遊という比べる材料がないので、変化したと言われても俺が実感を持てないのは当たり前か。

「でも、だとすると俺に出会う前は、暗かったんですか？　前から知らない子たちの輪に入っていくアグレッシブなやつだったみたいなんで、とてもそうは思えませんが」

　学校から離れているため、近所に遊び相手のいない湯遊は、子どもたちの輪に積せつ極きよく的てきに混ぜてもらいにいくと言っていた。とても暗い人間にできる芸げい当とうではない。

「外様さんの言う通り、明るい子ですよ。表面上は」

　最後に付け足された言葉に引っかかりを覚えて首を傾かしげる。畑内先生も説明不足を理解しているのか、さらに続ける。

「姪川さんは、言ってしまえば世よ渡わたり上手なんです。人当たりがよく、人に嫌きらわれない。休み時間も必ず人の輪の中にいるし、グループ行動であぶれることもない。でも深いコミュニケーション――親友というものは作らない。そういう子です」

「親友がいない、ですか……」

　俺の虚きよ無むな青春時代には、親友はおろか友達もいたことがないので、親族以外の人間関係に関する定義はいまいち実感が持てず、生返事になってしまう。

「これは勝手な憶おく測そくですが、姪川さんが人当たりよく振ふる舞まっているのは〝恐おそれ〟があるからではないかと思います」

　大人の男にも物もの怖おじしないあの湯遊がなにを恐れるというのだろうか？

「彼女の家庭のことはご存ぞん知じですか？」

「さっき少しだけ。両親は仕事人間で兄は女のひとの家に転がりこんでるって」

「姪川さんは幼おさないころからネグレクトと思おぼしき状じよう況きようにあったようです。

　故ゆえに孤こ独どくを恐れ、常つねにひとの輪を求める。だけれど愛する人に悉ことごとく放置されたために、近しいひとに裏切られることには臆おく病びようになってしまう。だから嫌われず、かといって強い絆きずなを育はぐくむこともなく適てき度どな距きよ離りを維い持じして交こう流りゆうする」

　相反する二つの感情を摺すり合わせた結果が、今の湯遊。それが学校での様子を観察していた畑内先生の印象、か。

　社会実験開始初日の河か川せん敷じきの清せい掃そう活動に参加していたことを不思議には思っていたが、家に一人でいることに耐たえられなかった、と言われればしっくりくる。ボランティア活動なら子どもが積極的に参加すれば周りの大人は気き遣づかってくれるだろうし、参加の頻ひん度どを調ちよう整せいすれば距離感も計れる。

「姪川さんはひとと一定の距離を取る技術にかけては相当なもの。その壁は彼女の傍そばまで近づくことができるほど薄うすくはあっても、直じかに触さわることは決して許さないダイヤモンドのように硬こう質しつな障しよう壁へき。絶ぜつ妙みような距離の人間関係を維持できるというのはある意味才能で、コネクションを要する職業なら大たい成せいするかもしれませんね。子どもとしては可愛かわいげがなくて誉ほめられる才能ではありませんけど」

　畑内先生は寂さびしげに言うと、切り替かえるようにふぅと一息。再び表情を柔やわらかくする。

「だから壁を突つき破やぶったあなたは姪川さんにとってかけがえのない存在なんですよ」

「壁を破った？」

「ダイヤモンドは瞬しゆん間かん的てきな衝しよう撃げきには弱いんですよ。象が踏ふんで壊こわれなくても、金かな鎚づちで叩たたけば壊こわすことは容よう易いです。あなたはそういう衝しよう撃げきを姪川さんに与あたえたんですよ」

　畑内先生には悪いが的外れとしか言いようがない。俺を買かい被かぶりすぎだ。

「湯遊が変わったのだとして、同時期の全く違うことが原げん因いんかもしれないですよ」

　自分がロクでなしという自覚があるため、つい食い下がってしまう。誰もどうすることもできなかった壁を俺が壊したなんて、とても信じられない。

　だが畑内先生の納なつ得とく顔がおを崩くずすまでには至いたれない。

「先週の金曜日。親おや御ごさんと一度も面談をしていないので、今回こそは、と頼たのみ込んだんです。それで姪川さんは、ご両親を夜よる遅おそくまで待って説得してくれたようなんですが、すげなく断られてしまったらしくて。土曜日はいつも維持していた明るさすら翳かげるほど落ち込んでしまって。仕事とはいえ心が痛みました」

　ふと出会った日のことを思い出す。先週の土曜日の朝、湯遊は神社の裏で泣いていた。あれは両親に面談参加を断られたからだったのか……。

「ですが、休みが明けると姪川さんは、以前に増して明るくなっていました。加えて、社会実験参加者に選ばれたことを伝えると、周りを唖あ然ぜんとさせるはしゃぎようだったんですよ。ああ、普段明るいとは言ってもはっちゃけることはなかった姪川さんが小こ躍おどりする様さまを見せてあげたかったです。

　そしてその次の日。兄なら来られるかもしれないと姪川さんが言い出したんです。きっとあなたを兄に仕立てようと閃ひらめいたんでしょうね」

「これでも無関係だと？」と小首を傾かしげる畑内先生に対する反論は思おもい浮うかばなかった。

「でも、なんで俺なんかに……俺は自宅警備員ですよ？」

「あなたは自分を負ふの存在でしかないと卑ひ下げしているようですが、違いますよ。この世界に不必要な人間はいませんし、あなたはかけがえのない一人なんですから」

　教師らしい偽ぎ善ぜん――というか理想論というか……お決まりの台詞。

「あなたはもっと自分の周りをよく見るべきですよ。働かない、働くことができないひとたちがそれでも生きていられるのは、必要としてくれているひとがいるからです。どんな状態になっても支えてくれるひとたちがいるからです」

　わかっている。だから苦しいのだ。負ふ債さいばかりの自分を見捨ててくれない家族の存在が。

「社会から遠のいてしまったって、今のあなたにだって救えるものはあるし、今のあなたにしか救えないものだってあります。少なくとも姪川さんはあなたが変えたんです。姪川さんにはあなたが必要であり、いずれあなたが救ってくれるとわたしは期待しています」

「俺に、ですか？」

　畑内先生は自信たっぷりに「ええ」と頷うなずく。いったい彼かの女じよの目に俺がどのように映っているのかはわからないが、流石さすがに過か剰じように期待しすぎではないだろうか？

「考えてもみてください。姪川さんは誰に対しても壁を作って接している。そんな彼女が数日の付き合いのあなたに対して贔屓ひいきするような破は格かくの態度を取っているんですよ。

　それは姪川湯遊という人間の行動原理から大きく外れる行こう為いなんです。

　理由がなんであれ、彼女の作り上げた壁を完全に打うち砕くだき、クラスメイトたちとの見えない隔へだたりも消してくれる。そんな可能性が外様浪人という人間にあるのなら、賭かけてみたいんですよ、わたしは」

　畑内先生の熱ねつ弁べんから、湯遊を救ってほしいと心から願っていることは伝わってきた。だが、俺になにができるというのか？　いっぱしの人間としての道を放ほう棄きし、中ちゆう途とで社会からドロップアウトして引きこもっていた俺に。なによりいつ燃もえ尽つきるともわからない不安定な俺に、すぐ投げ出すかもしれない無責任な俺に、ひとを救うことができるだろうか？

　無理だと思う。だけれど湯遊を見捨てるという選せん択たく肢しも選べない。それくらいには俺はもう、湯遊に情が移ってしまっているから。でも、だからと言って……――。

　結局畑内先生の願いに明めい確かくな返事を返すことすらできないまま面談は終しゆう了りようした。

　次の保護者がやってくるまで多少時間があるとのことで、畑内先生が慣れない校舎を玄げん関かんまで案内してくれることとなった。

「今後とも姪川さんとは仲良くしてあげてくださいね」

　湯遊は今後も、俺の意思に関わらず指名コンボでいたぶってくる可能性があるのだが、あれは仲良くに入るのか？

「というか先生に迫せまったときに軽けい蔑べつされたから、もう俺のこと嫌きらいになってるかもしれませんよ？　会うのは今日で最後かも……」

　口にしてみると少し寂しい。なんだかんだ言っても湯遊といる時間は楽しかったから。

「心配いりませんよ。外様さんは鈍にぶいですね。姪川さんは軽蔑なんてしていません。怒おこったのはそういう理由ではありませんから」

「じゃあ、どういう理由ですか？」

「それは自分で考えなければいけないことですよ。自分のためにも、ね」

「そんな大おお袈げ裟さな話なんですか？」

「大袈裟なことじゃないのに、察することができていないから問題なんですよ。外様さんはダメダメですね～」

「うぐっ」

　柔にゆう和わな笑顔で、穏おだやかなトーンで、唐とう突とつに言葉の刃やいばで斬きりつけられた。

「……それがただの天然であればよいのですが」

　畑内先生の笑顔が不意に翳かげった気がするが、それを口にする前に視界に捉とらえたものに意識を持っていかれる。

「ん？　あれは、清きよ歌か？」

　顔は見えずともまず他にいないであろう薄うすい金色の細かくウェーブのかかったロングヘアを靡なびかせた後うしろ姿すがたが門を通とおり抜ぬけるのが目に入った。

「麗うらら宮みやさんですね。お知り合いですか？」

　なんでこんなところに？と首を捻ひねっていた俺に、畑内先生が不思議そうに尋たずねてくるので、依頼で知り合った経けい緯いを説明する。

「先生は知っているんですか？」

「ええ。高こう等とう部ぶとはいえ、目立つ立場の方ですからね」

「湯遊と全然制服が違うから、同じ学校だったとは気づかなかったです。家は貧びん乏ぼうそうだったからこんな学校に通っていられるとは思ってなかったし」

「学費等はすべて入学時に一いつ括かつで支し払はらえますから。初しよ等とう部ぶ入学時にまとめてという裕ゆう福ふくなご家庭は多いですね。途と中ちゆうで生活環かん境きようが変わったからと追い出されることはありません。

　あと制服にはいくつか種類があって、どれでも好きなものを着ていいんですよ。学校の許きよ可かを得られればオーダーメイドでオリジナルの制服を作ってもいいですし。もちろん派は手でだったり、気き品ひんに欠かけるものはダメですけど」

　制服の詳くわしい説明はいらなかったな。でも先生はこういう話が好きそうで、まだ話したそうな顔をしている。

「湯遊は普ふ段だん着ぎこだわってるみたいだし、話してやればのってくるんじゃないんですかね」

「へぇ、姪川さんが。わたしの情じよう報ほう網もうではそういう趣しゆ味みや好き嫌いみたいな情報ってあまり入ってこないから助かります。あ、そうだ。これ、名めい刺しです。よければ今度はそちらの連れん絡らく先さきも教えてくださいね。どんな用件でも構いませんからまたお話ししましょう」

「は、はあ、どうも」

　畑内先生からウキウキとした笑顔で差し出された名刺を反射的に受け取ってしまう。

「では次の面談があるのでこれで」

　社しや交こう辞じ令れいだろうなと軽く聞いていると、背を向けて歩き出していた畑内先生がふと思い出したように振ふり返かえり、

「そうそう。ナンパの件ですが、お友達からならＯＫですよ」

「は？」

　なにを言われたのかわからずポカンとしてしまう。畑内先生はイタズラが成功した子どもみたいにクスクスと笑って「お電話お待ちしていますね」と言い残して去ってしまった。







「そういえばスーツどうすりゃいいんだ？」

　湯遊の指名の依頼時間はまだ半分ほど残っているため、終了時刻になるまで他の依頼が受けられない。時間いっぱい探して合流できなければスーツは明日以降に返すことにしよう。湯遊が会ってくれるなら、だが。

　方針を決めて、日中ならば基本的には喧けん騒そうの途と切ぎれない駅までの間にある繁はん華か街がいの人ごみの中を歩いていると、バチンという小気味よい音が耳に届く。

「いい加減になさい！」

　続いて激情のこもった声が繁華街に響ひびき渡わたり、喧騒が水を打ったように静まり返る。

「あれは」

　何事か、と足を止めた通行人たちの合間を縫ぬって視界に捉とらえたのはでっぷりとした大きな体の男。〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟に参加しているキングス○イム男。

　スラ男は首をグルンと回して、後ろに転びそうなほど仰のけ反ぞっている。その頬ほおには紅葉もみじのような赤い跡あとが浮うかんでいた。

　スラ男の頬を張ったのは、薄い金きん髪ぱつを振り乱みだし、マリンブルーの瞳ひとみに凄せい絶ぜつな怒いかりを湛たたえた超ちよう絶ぜつ美少女麗宮清歌だった。どんなに激げつ昂こうしていてもやっぱり彼女は、男女問わず引き付ける美び貌ぼうを持っている。

「自宅警備員の分ぶん際ざいでわたくしをストーカーするなんていい度ど胸きようですわ！　働きもせず、親の金を食いつぶすコクゾウムシのくせに、お高いカメラをお持ちだこと。どうやって入手したの？　いえ、愚ぐ問もんでしたわね。パパママに買ってもらったのですわよね。目をかけてあげたのに穀ごく潰つぶしな上に犯罪者だなんて、ご両親はさぞ悲しいことでしょう」

　今日も毒どく舌ぜつは絶ぜつ好こう調ちよう。さらに清歌の毒舌を聞いていた周囲の通行人たちも「ニートな上にストーカーですって」という侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようの混じった冷ややかな視線をスラ男に浴びせる。

　周囲の冷たい視線に耐え切れなくなったらしい。スラ男は「ぶひぃいいいいいいい！」と悲鳴を上げて走り去っていった……清歌は逞たくましく生きているようでよかった、と知らず苦く笑しようが浮かぶ。そして俺がどんな立場の人間なのかを再さい認にん識しきさせられる。

　湯遊や子どもたちに指し名めいされ続けていたので、受け入れられることを当然のように誤解していたが、実際は誰とも知らない相手に依い頼らいをすることには抵てい抗こうを覚える。それが社会的に信用のない自宅警備員ともなれば、拒きよ絶ぜつ反応を示すのも当然のことだ。

　自宅警備員の積み上げた塵ちりのような信しん頼らいなど、同じ立場の違う誰かの行い一つで致ち命めい傷しようとなり簡単に吹ふき飛とんでしまう。

　先日俺に向けられた怒いかりは、清歌の〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟に対する信用失しつ墜ついの結果だったのだ。もう清歌は、俺はおろか誰に依頼を出すこともないのだろう。

　嫌けん悪おの対象となった自宅警備員などに心配されても嬉うれしくないだろうし、余よ計けいに彼女の感情を逆さか撫なでるだけだ……清歌のことはすっぱり忘れよう。




　――本当に、それでいいのか？




　どこか吹っ切ることができずに蟠わだかまっていたモヤモヤが異論を呈ていするように膨ふくれ上あがる。未み練れんがましくまだ関かかわれとでもいうのだろうか？　俺に対してやたら評価の高い畑内先生に、「自宅警備員にもできることがある」なんて持ち上げられて勘かん違ちがいしてしまったのだろうか？

　だったらそれは思い上がりだ。自宅警備員の俺に誰かを助ける力なんて――

「親の汚きたない金でいい思いしてきたやつがなに言ってんだ」とせせら笑う声に足を止める。

「犯罪者の娘むすめのくせに、ひとを犯罪者呼ばわりできる神しん経けいがわかんないよねぇ」

　今度は清歌が青あお褪ざめる番だった。それでもすぐさま表情にいつもの険けんを取とり戻もどして声の方を睨みつける。

　清歌の視線の先にいたのは、清歌と似た制服に身を包つつんだ女子校生グループ。数は三人。

　そりゃそうだ。ここは彩詠女学院のすぐ傍そばだ。同じ学校の人間がいたところで不思議ではない。それどころか見回せば制服姿のやつが結構いる。

　事情のわからない人間は戸と惑まどっているが、清歌のことを知っているであろう生徒はそこかしこで嘲笑を浮かべている。

「あのひとだれだったっけー？　たしかぁ、うら、うら」「麗宮清歌さんよ。あの逮たい捕ほされた麗宮清きよ松まつの娘の」とわざとらしい大声で会話すると、通行人たちもざわつきだす。一時期は世間を騒さわがせた話題だけにインパクトは強いだろう。

「学院の名に泥どろを塗ぬっておいて、よくまだ顔を出せるわよね。わたしだったら耐たえら――」

「うるさいですわ」

　一いつ瞬しゆん、清歌なのか？と疑ってしまうほど低く冷たい声が響き、周囲が再び静しずまる。

「わたくしが誰の娘であろうとあなた方には関係ありませんし、お金はちゃんと払はらっているのですから学校に通うのはわたくしの自由ですわ。誰に文もん句くを言われる筋すじ合あいもありません。あとあなたがたがわたくしを蔑さげすむのも自由ですが、あまり公おおやけの場で陰いん湿しつなことをしていると、家いえ柄がらに見合わない下げ劣れつな品位が周知されてしまいますわよ」

　容よう赦しやない反はん撃げきに、ぐっと唇を噛かみ悔くやしげに顔を歪ゆがめるも、女子生徒たちは反論できない。

　女子生徒たちのその様子に溜りゆう飲いんが下がったのか、清歌は興味を失ったように、スラ男を叩たたいた際に乱みだれた髪を払はらい堂どう々どうと歩き出す。

　改めて清歌は誰の手助けがなくとも強く生きていける気がした。

　だけれどなぜだろう。胸の奥おくのモヤモヤは消えず、清歌をつい目で追いかけてしまう。清歌の目は落らく胆たんを通り越こして絶望と諦てい観かんに暗く濁にごっていた。その目を見ていると息苦しくなる。このままにしておくと取り返しのつかないことになる。そんな気がした。

　小さくなっていく清歌の背中に焦しよう燥そう感かんはどんどん募つのっていく。このままにしてはダメだと自分の内側で警けい鐘しようが鳴り続ける。

　なのに一方では動くべきではないと叫さけんでいる。俺にはなにも救えない。自宅警備員の俺ごときに人を救う資格などない。関わっても不快にさせるだけだ。




　――追え！　止やめろ！　早く行け！　やめろ！　今、助けないと手て遅おくれになる！　ヤメロ！　お前じゃダメだ！　お前のやるべきことじゃない！




　二つの意志がぶつかり合う。

　そのとき足が一歩を踏ふみ出した。二歩、三歩と次々足が前に出て行く。

　まだ答えは出ていないのに。関わらない方向に傾かたむきつつあるのに。

　俺は人ごみをかいくぐって目立つ白金色の髪の毛を追いかけ、清歌が人ごみの少ない路地へ入ったところで、ようやく追いつきその手を掴つかんだ。

「きゃっ！」とか可愛い悲鳴を上げて飛び上がった清歌が反射的にこちらへと振り返る。

「なっ、あなたは……ってなに手を握にぎってますの！」

　清歌はギロリと俺を睨にらみつけ、乱暴に手を振り払うと、素す早ばやく距離をとって警けい戒かいするように身構える。

「どういうつもりですの？　もうわたくしの前には現れるな、と言ったはずですが？」

　衝しよう動どうに任せて飛び出してしまっただけで、その先を考えていなかったため、「あ、ああ、えーと」と言葉に窮きゆうしてしまう。

「やはりあの連中の仲間ですのね？　毎日毎日わたくしをつけまわして。いよいよ警察のご厄やつ介かいになりたいようですわねっ」

　曖あい昧まいな態度が不ふ審しん感を深めてしまったらしく、俺を見る目がどんどん険けわしくなっていく。「そ、それは断だんじて違うぞ」と慌あわてて否定するが、それ以降の言葉が続けられず、さらに清歌の警けい戒かい心しんを煽あおる結果となってしまう。

「言い訳など無む駄だですわ。スーツを着込んで、サラリーマンにでも紛まぎれ尾び行こうしていたのでしょう？　そして路地に入ったところで――」

　どんどん警戒を深めていく清歌の言葉の中に打開できそうなキーワードを発見する。

「そうだ、証しよう拠こがあるんだ！」

　自分の無実を証明できるアイテムを、ポケットから取り出す。

「これは……彩詠の教師の名めい刺し？　偽にせ物もの……ではなさそうですわね」

　清歌は信じられないものを見るように目をまん丸に見開いている。一応納なつ得とくはしてくれたのか、名刺を返してくれた清歌の表情は幾いく分ぶんか和やわらいだ。これ幸いと俺は捲まくし立てる。

「今日初等部で保護者面談があって。親しん戚せきの子の両親が忙いそがしくて、兄代わりみたいな俺が面談に出ることになったんだ。なんなら畑内先生に確かく認にんとってくれてもかまわない」

「あなたを兄的存在に感じてしまうなんて、その子の将来が心配ですわ」

　清歌は哀あわれむような視線を俺に向けて、見ず知らずの後こう輩はいに心からの同情を口にする。明らかに俺への悪口だが、俺自身もロクでなしの自分がなぜ懐なつかれているのか納得できないので、不本意ながら彼女の意見に心の中で賛同を示しておく。

「偶ぐう然ぜん通りかかったことに関しては信用するとしましょう。でもわたくし、もう姿を見せるなと警告したはずですが？　いきなり現れて手を掴んだりしてなんのつもりですの？」

「あ、ああ、それは、その、なんといいますか、衝しよう動どう的てきについ」

「衝動的に、ねぇ。それはつまりわたくしに対する恋れん慕ぼの情を抑おさえきれなくなり、衝動的に襲おそってしまった、ということではないのですの？」

　清歌のジト目がジリジリと頬ほおを焼く。

「……謝あやまりたかったんだ」

「謝りたかった？」

「依頼を受けて初めて会った日、帰かえり際ぎわに怒ど鳴なったことが、ずっと引っかかってたんだ。ホント、悪かった」

　深く頭を下げる。半分はその場しのぎ、半分くらいは本心で。

「……謝りに来るほどのことではないでしょう。冷静に考えればわたくしの方に非ひがあったかもしれませんし、怒って当然の場面でしたわ」

　清歌はばつが悪そうに視線を逸そらす。自覚はあったんだ、自分に非があるって。

　てっきり自分のしていることが理り不ふ尽じんだとさえ気づいていない横おう暴ぼう娘むすめかと思っていたが。

「誤解しないでください。悪いことをしたなんてこれっぽっちも思っていないですわ。下げ僕ぼくへの態度としては適切だと、いまでも思っています……ただ、わたくしの下僕になる気はないのでしょう？」

　ほんの少し湿しめり気けを含ふくんだ声で言って、清歌は寂しげに俯うつむく。

　なんだ、いじらしい態度もとれるんじゃないか。

「な、なにをニヤニヤしてますのっ。下僕呼ばわりされてあなたは嬉うれしいんですの？」

　おっと、ちょっとドキッとしたのが顔に出ていたか。

「思っていたほど嫌きらわれてなくてよかったなぁって安心した」

「き、嫌ってますわっ！　だから厳しい態度で接しているでしょうっ！　なんなんですの、あなたは。なんだか調子が狂くるいますわ」

　想定外の反応に清歌は戸と惑まどい困こん惑わくした様子で後ずさりする。

「俺は外様浪人だ。困ったことがあったら指名してくれ」

「な、なにを言っていますの？　もう依頼はしないと――」

「だからどうしても必要なときの話。信用できないなら呼ばなければいい。そっちから指名してこなければ、俺は一生現れないと約束する。それでいいだろ」

　清歌の弱い部分を垣かい間ま見みて、やっぱり放っておけないと思ってしまった。しかし清歌の自宅警備員に対する嫌けん悪おは強い。だから彼女が自宅警備員への敵意すらも無視できるほどのピンチに陥おちいったとき俺に助ける資格を与えてくれるなら、手助けすればいい。

「なっ！　なんですのよ、それ！　うぅ……！　ぜ、絶対に指名も依頼もしませんわ！　外様浪人！」

　清歌は一いつ瞬しゆん泣き出しそうな顔をして、誤ご魔ま化かすように怒鳴る。

　嬉しくて思わず笑えみがこぼれてしまう。名前を覚えてくれただけで十分だ。







６月15日　水曜日







　翌よく週しゆう中ちゆう盤ばんの夜。その整った顔全体を使って「不ふ本ほん意いだ」と表あらわすような、だけど一方で追いつめられ切せつ迫ぱくしたような涙なみだ目めの超ちよう絶ぜつ美少女に出で迎むかえられることとなった。

　依頼内容はテレビが映らなくなったので直してくれというものだった。

　前回とは違ちがい毒どく舌ぜつもなく、清きよ歌かはすんなり家へと引き入れるとテレビの前へと促うながす。

「は、早く直すのですわ！　お母様が楽しみにしている『わふぅ総そう本ほん山ざん』を録画してあるのに！　クド助すけの愛あいくるしい姿が見られないとお母様が悲しみます」

　現在午後八時半。放送時間は九時なので、あと三十分しかない。

「いや、本当に壊こわれてたら流石さすがに俺おれにも直せないけどさ」

　狭せまい部屋をさらに窮きゆう屈くつに感じさせる六十インチテレビのチャンネルを操そう作さしてみる。

「お掃そう除じをしようとちょっとテレビを動かしたら、どこの局きよくも映らなくなったのですわ」

「ってこれ、アナログに切り替かわってるだけじゃん！」

　ただの操作ミスだった。デジタルに切り替かえるとゴールデンの歌か謡よう曲きよく番組が流れ始める。

　この家のテレビは、俺の自宅のボロ屋にすらないデジタル移い行こう前に販はん売ばいされていたアナログとデジタル両方使いのテレビで、テレビを動かした拍ひよう子しに誤あやまって切り替えボタンを押おしたのだろう。

「い、いったいどんな魔ま法ほうを使ったんですの？」

「いや、ボタン一つ押しただけだから。そもそもほっといても録画には影えい響きようなかったし」

　配はい線せんを見る限り、出力端たん子しから直接接せつ続ぞくされているのはＢＤレコーダーの方なので、たとえテレビの配線になにかあったとしても録画に影響は出ない。

「うぅ、わたくしがプライドをかなぐり捨ててまで依頼したというのに……」

　もう依頼しない、と宣言しておいて、ボタンひとつで解決してしまう用よう件けんで呼び出してしまったのだ。落ち込むのも無理はない。

「でも大事な母親のためなんだろ。少しでもリスクを減へらすために最さい善ぜんの策さくを取るのは間違ってないと思うけど。流石さすがは元令れい嬢じよう。即そく座ざの判断力は目を見張るものがあるぜ」

　あまりの落らく胆たんぶりに、ついフォローを入れてしまう。

「そ、そうですわよ！　わたくしはお母様のために最善の策を取ったまでですわ。ときには利益のためにプライドを捨てることも大事。自分の経けい営えい者しやの才能が恐おそろしいですわ！」

　清歌はまんざらでもなさそうに大きな胸をそらして付け上がった。持ち上げ過ぎたか？

「まあ、それはいいとしてだ――どうしてこうなった！」

　六畳じよう間まの惨さん状じようを見み渡わたして思わず叫さけんでしまった。

　なんということでしょう。一週間前にビフォーアフターした部屋がビフォーの状態にアフターしていた。え、よくわからない？　つまりゴミや服が散らかった状態に戻もどっていたということですよ、奥おくさん。

「これはどういうことだ？　俺、三時間かけて片付けたよね？　折せつ角かく、綺き麗れいにしたのにどうしてわずか一週間で元の姿を取り戻しているわけ？　掃そう除じしてたんじゃないの？」

「した結果がごらんの有あり様さまですわ！」

「胸を張って言う台詞せりふか！」

　その後、また踏ふん反ぞりかえってグチグチ文句だけは言う清歌にげんなりしながら、片付けに着手する。一週間前に一度手入れしていたおかげで、頑がん固こな汚よごれなどがなかったぶん作業はスムーズに進み一時間足らずで完かん了りようした。

「外と様ざまさん。今日こそはビーフストロガノフを作るのですわ！」

　九時半を回り、問題なく録画が開始された『わふぅ総本山』をライブで視し聴ちようしていた清歌は、掃除が終わったと見るや俺にそう命令を下してくる。

「無理だっつってんだろ！」

「な、なぜですの？　今日は牛乳とお味み噌そがありますのに！」

「ビーフストロガノフに足りないのは牛乳や味噌じゃねーよ。むしろいらないよ！」

　もしかすると隠かくし味あじとかに使うかもしれないが、大本の材料がないので論ろん外がいだ。

「というか自じ炊すいしないのか？」

「れ、令嬢たるもの自炊の一つや二つ当然の嗜たしなみですわ。お湯とか沸わかせますわよっ」

　言いながら思いっきり顔を逸そらしたので、料理ができないという自覚はあるのだろう。

「はー、もういいわかった。お前の食生活の支えはカップ麺めんとか惣そう菜ざいなんだな」

　予想はついていた。調理器具が最低限すら揃そろってないし、冷蔵庫もすっからかん。ゴミは惣菜やカップ麺の容器ばかりだし、母子ともども料理は得意ではないだろう、と。

「ビーフストロガノフは無理だとしても、簡単な料理くらいなら作れるけど」

「お、男のくせに料理ができますの？」

「ほとんどの男性はお前よりはスキル高いわ。特に最近は生しよう涯がい未み婚こん率りつが高いらしいし、休日暇ひまな男性はむしろ料理凝こりまくりだよ。シェフ顔負けだよ。結けつ婚こん相手のいない独身男性の皆みなさんに謝あやまれ！」

「……あなたも大たい概がい酷ひどいこと言ってますわよ」

　清歌の男性蔑べつ視し発言に猛もう反はん論ろんし、冷蔵庫を覗のぞくが前回と変わらずたいしたものは入っていない。清歌の言う通り牛乳はあるが、あとはよくスーパーにある二袋ふくろセットにしてお得っぽく売っているソーセージがあるくらい。

「ダメだ。ソーセージを炒いためる以上の案が浮うかばねぇ」

「そ、ソーセージを炒めるですって！　わたくしはおろか、お母様すらも未いまだ成功していないソーセージ炒めが、あなたにはできるというんですの？」

　まるで誰も習しゆう得とくできなかった奥おう義ぎが使える人に出会ったかのような反応をされた。

「料理できないアピールはいいから予算をくれ。近くのスーパーで材料買ってくるから」

　催さい促そくするように手を出すと、清歌はチャリンと二枚の銀色のコインを落としてくる。

「二百円でいいかしら？　わたくしの全財産ですけど」

「は？　いや、流石さすがに二百円では無理だと思うけど？　え？　お前二百円しか持ってないのか？　電車通学なのに、昼ごはんなに食ってんだよ？」

「電車はお母様がくれたこのカードを使えば無料で乗れますわ」

　自じ慢まんげに掲かかげたパスケースに入っているそれは明らかにチャージ式の電子カードに見えるが、こいつはタダで乗れていると思っているらしい。

「学食は、学校関係者に限って無料で使えますの。どんなコースメニューでもタダですわ」

　コースメニューってなんですか？　Ａランチ、Ｂランチみたいなもの？

　後日、湯ゆ遊ゆに学食が高級レストランのごとく前ぜん菜さいから順番に運ばれてくるのだと教えられ、驚きよう愕がくするのだがそれは割かつ愛あいするとして、

「無理だな」

　はい、俺の料理へのやる気は燃もえ尽つきました。あの親父おやじが、ニートにお小こ遣づかいなどくれるわけもないので、俺の所持金はゼロだ。情けないことに補ほ填てんもしてやれない。

「なっ、自分から言い出しておいてなんですの、そのやる気のない態度。一から百を生み出すのが執しつ事じの力りき量りようの見せ所でしてよ。下げ僕ぼくですけど」

「俺は執事でも下僕でも錬れん金きん術じゆつ師しでもないし、二百円では二百円分の食材しか買えない」

　俺の指し摘てきに、「うぅ」と清歌は呻く。

　でもこの食生活では清歌の体に悪いよなぁ。

「あ！」

　ふと天あま辺べの体育館での説明を思い出してスマホを取り出す。メニューを開き、所持金というアイコンを叩たたくと『６５３Ｎ』という表示。『Ｎ』というのは経験値と同時に発生するこの社会実験の独どく自じ通つう貨かだ。読みは『ニート』というイラッとするネーミングである。

　相変わらず経験値一桁けたの依頼ばかりで、経験値と等価で発生する『Ｎニート』も同じく溜たまっていないため、利用する機会もなくすっかり忘れていたが、そういうシステムもあった。

　表示された所持金を指で叩たたくと『使用しますか？ＹＥＳ／ＮＯ』という表示が現れ、『ＹＥＳ』を叩くと通つう販はんサイトのような画面が開かれる。

　食品、生活用品よりも、書しよ籍せきやＣＤ、ゲームなど娯ご楽らく方面の圧あつ倒とう的に充じゆう実じつしているサイトだった。まあ、自宅警備員は基本実家暮らしだし、生活必ひつ需じゆ品ひんの類たぐいを買うやつもいないか。運営側もニーズはわかっているらしく、食品も八割方菓か子し類るいで占しめられている。

　それでも一応野菜や肉なども購こう入にゆうできるようになっている。

　もしかして需じゆ要ようがないせいで少量しか入にゆう荷かしておらず値段が高いかもと思っていたが、国産野菜なのに値段は『10Ｎ』『20Ｎ』ばかりだった。牛肉も百グラム『１００Ｎ』前後。

　書籍の販売価格は書店と同じなので通貨価値は日本円と同等のはず。

　基本極きよく端たんに安いのは生せい鮮せん食品の類たぐいだけ。もしかしたら軽減税率のように、食品に対して一部値段を大おお幅はばに下げてくれているのか。それならばありがたいことだ。

　今日は野菜と牛肉より安い豚ぶた肉にくを買っておこう。『購入』のボタンを最後に押して終しゆう了りよう。

　そういえばこれってどのくらいで届くのだろう。それ以前に普ふ通つうに考えて届くのは俺おれの家だな。どうやら今日はもうソーセージ炒めるくらいしか――

「宅配でーす」

　ノックとともに、訓練された通る声が防音能力皆かい無むの薄うすい壁かべを貫かん通つうして室内に響ひびいた。

「宅配？」

　身に覚えがないのか、清歌が首を傾かしげながらも玄げん関かんへ向かい、発はつ泡ぽうスチロールの箱を持って戻もどってきた。

「どうしてあなた宛あての荷物が届きますの？」

　怪け訝げんな表情の清歌に押おし付つけられた発泡スチロールを開けると、注文した野菜と豚肉。

「マジですか？」

　悪あく魔まで宅配業者なの？　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの勢いで届けてきた仕事の速さに戦せん慄りつを禁じえない。

「な、なにはともあれ、これで野菜炒めくらいなら作れるかな」

　キャベツ、ピーマン、ニンジンを切り、豚肉と炒めるだけ。ものの十分ほどで完成した。塩コショウがなかったので、味噌を入れてみたが、味はまあまあ。

「なぜ炭にならないんですの？」

　かなり雑な男の料理なのだが、清歌からすれば驚きよう嘆たんの出で来き栄ばえらしい。

「あ。ごはんがないな。ちょっと味噌入れすぎて味濃こくなったから、単品はきつい」

「ごはんならレンジでチンするやつがありますわ」

「ごはんくらいサトウさんに頼たよらず、炊すい飯はん器きで炊たけよ……」

　貧ひん困こん生活送ってるなら、もう少し節約を心がけたほうがいいと思うのだが。

「炊飯器は、使った初日に爆ばく発はつしましたわ。お母様のハイソサエティな料理についてこられなかったようですわね」

　ああ、この母子家庭だめだわ。そのうち電子レンジを爆発させそうで怖こわい。

「そういえばお前の母さんはいつ帰ってくるんだ？」

「そうでしたわ！　は、早く帰りなさい！　お母様にはあなたのことは内ない緒しよなのですわ！」

　前回と同じように慌あわてだした清歌に玄関の方に向かって押し出される。と、そのときコツコツと階段を上ってくるヒールの音が響いてくる。

「か、帰ってきましたわ！　し、仕方ありません。こちらにっ」

　今度は腕うでを引っぱって部屋の中を縦じゆう断だんし、ベランダの引き戸を勢いよく開いて放ほうり出される。今日まとめたゴミ袋が三つ置かれており足場はほとんどない。

「絶対に出てきては駄だ目めですわよ！」

　そこまで必死に隠すことなのか？　と質問する間もなく引き戸は閉じられ、目め隠かくしするようにカーテンを引かれる。

「ただいまぁ。清きよちゃん、ちょっとバタバタしていたようだけど、なにかあったの？」

　母親らしき声は、清歌とは対照的なおっとりとした声こわ色いろだった。

「ちょ、ちょっと部屋の片付けをしていたのですわ」

「まあ、今日は上手うまくできたわね。母さん嬉うれしいわ。いつもは片付ければ片付けるほど散らかっていたのに、このごろは週に一回くらい成功しているもの」

　七回に一回成功するって……掃そう除じは成功率でそこまで結果に落らく差さが生まれるものではないと思うのだが。

　慌てて引いたためか、カーテンに隙すき間まが出来ていたので、そこから室内を覗のぞくと「慣れてきたのですわ」「すごいわー」と清歌と金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人系女性が話していた。

「まあ、いい匂におい。料理までしてくれたのね。たったあれだけの材料でよくできたわねぇ」

　あの母にしてこの娘ありということか。麗うらら宮みや親子には料理の前に理科を学んでほしい。一からは一しか生まれない。等価交こう換かんの原則である。

「お、お母様、食べてくださいな。わたくしの力作ですわ」

　適てき当とうに野菜を炒いためた俺の駄だ作さくなのだが……。

「ごめんなさいね。食べたいのは山々なのだけれど、もうお仕事にいかなくちゃダメなの」

　母親のそんな言葉に清歌の笑え顔がおが固まる。清歌は戸と惑まどうように母親を見つめて、

「で、でも朝から働き詰づめだから、夜は少し余よ裕ゆうを持って出るって――」

「母さん、最近羽は振ぶりのいいお客さんがついたのよ。ごめんなさい。でも、わかって。これがあなたのためなのよ」

　清歌の母親は申し訳なさそうに説明する。

　清歌は何も言わず、ただ顔を深く俯うつむけて母親に見えないように唇くちびるを噛かんでいるのが、ベランダ側からは見えてしまった。

　チーンというレンジの気の抜ぬけた音を合図に、「あ、じゃあ、着き替がえてすぐに出るから」と母親は言った五分後に再び出かけていった。

　母親が出かけた後も、清歌は無言で部屋に佇たたずんでいた。気まずい空気の流れる室内には戻りたくないというのが本音だが、このままだとベランダに放置されたまま朝を迎むかえそうなので、引き戸を開ける。

「……あら、まだいましたの？」

「いるに決まってるだろ。まさか飛び降りて帰れとでも？」

「家の事情を他人に聞かれるのは、いい気分ではないですわ。でも……」

　酷ひどい扱あつかいに軽くツッコむが、反はん撃げきの声にもキレがない。

　清歌は力なく俺を見つめて何事か逡しゆん巡じゆんし、覚かく悟ごを決めるように「ふー……」と長い息をついた後、ぽつぽつと自分語りを始める。

「お母様は、朝昼はパート、夜はホステスをしていますわ。帰りは早朝ですし、パートの時間までのわずかしか眠ねむれていませんの。わたくしもお母様の助けになろうと家事をしようとはするのですが、あなたが見た通りの有様ですわ」

　あの散らかった部屋は片付けようとした結果らしい。

「タダで言うことを聞いてくれると言われて、お母様を少しでも楽にできればと〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟なんて怪あやしげなものに参加しましたが、途中で逃にげ出だすし、やっと逃げなかったと思えばわたくしに言い寄ってきたりするひとばかり」

　清歌は上手うまくいかない現実にいじけたように唇を尖とがらせ、青い双そう眸ぼうで同類の不ふ祥しよう事じを責めるようにじっと俺を見つめる。だが今はいつもの眼がん力りきがない。

「あなたの目的はなんです？　貧びん乏ぼうであることに付け込んで言い寄るつもりですの？」

　ただ見つめる青い瞳は、海の底のように疑念と警戒で暗く濁にごっている。

「別に目的なんて……」

「そんな言葉が信用できるとでも？　明確な目的を言えない方が余計に怪しいですわよ」

　清歌の立場になって考えればその通りか。益もないのに、無む償しようで手を差さし伸のべるなんて。

　それでも明確な回答は返せない。放っておけない、という自分でも曖あい昧まいな動機だから。

　俺を今日呼び出したことや、今日見せた態度から多少は信用してくれたのではと楽観視していたが、清歌の自宅警備員に対する嫌けん悪おは簡単に拭ぬぐい去されるものではなかった。

　でもこのままでは清歌は、今日限りで俺を指名することはないだろう。

　彩さい詠えいの近くで会ったときは、彼かの女じよに判断を委ゆだねよう、彼女が拒きよ絶ぜつするなら受け入れようと決めていた。でも、俺はやっぱり黙だまって清歌に従うことができなそうだ。

「ここで俺を切り捨てるのか。残念だ。せっかくお前の本当に望むことがわかったのに」

　焦あせりからか、俺はそんな挑ちよう発はつ的てきな言葉を口にしていた。

「あなたにわたくしのなにがわかるといいますの？」

　俺の挑発的な台詞せりふに、清歌は目を眇すがめる。

「わかるさ。お前は母親の心配や負担を取り除のぞきたいんだろ？　だけど自分ではそれができないし金もないから自宅警備員なんて毛け嫌ぎらいしている連中に頼たよるしかなかった」

「そうですわ。けれどプライドを捨てて頼ったところで、ロクな目に遭あいませんでしたわ」

「みたいだな。でも、その他人に頼りきりってヘタレた発想は駄だ目めだ」

「なっ。わ、わたくしをヘタレ呼ばわりしますのっっ？」

「実際、達たつ者しやなのは口だけで、俺の片付けの手伝いもしないじゃないか？」

「うぐっ。それは依頼されたあなたの役割でしょう！」

「でも任せきりじゃあ、清歌はずっと誰だれかに頼って生きるしかない。結局母親には苦労させたままだ。それがお前の望みか？」

「ち、違いますわ！　わたくしだって、役に立てるものなら、お母様の役に立ちたい……」

　清歌は自分の不ふ甲が斐いなさを思い出したのか、悔くやしげに拳こぶしを握にぎり締しめる。

「だったら現状から抜ぬけ出せる簡単な打だ開かい策さくを教えてやるよ」

「そんな都合のいい方法があるわけ――」

「俺が一人でも生きていく方法を教えてやる。まずは家事を覚えるところからな」

「は？　ニートの分ぶん際ざいでなにを！　あなたになにが教えられるというのですか！」

　本来であればその通り。ニートが一いつ般ぱん人じんに教えられることなどないだろう。だが、

「いいことを教えてやる。お前の家事スキルは、ビギナーでもありえないぐらい酷ひどいレベルだ。幼よう稚ち園えん児じでもお前よりいい仕事する。足し算引き算を教えるのに、微び分ぶん・積せき分ぶんの知識なんていらないんだよ。へっぽこのお前なんてニートの俺で十分だ」

「うぐぐ、わたくしの下げ僕ぼくになりたいと言っておきながら、生意気すぎですわっっ」

「下僕になりたいなんて一度も言ってないけどな」

　俺の辛しん辣らつな指し摘てきを受けて怒いかりに打ち震ふるえる清歌だったが、どうにか自じ尊そん心しんと折り合いを付けたのか、一定の理解を示すように不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずく。

「たしかに家事を覚えればお母様に少しは楽をさせてあげられるでしょうが……ですが、その言葉がわたくしの疑いをどう晴はらしていますの？」

「じゃあ、俺は潔けつ白ぱくだと主張すれば、納なつ得とくするのか？」

　清歌は押し黙だまる。どれだけ問答しても疑ってかかる以上疑ぎ心しんは解消されない、と彼女も理解したのだろう。

「これは清歌の問題なんだよ。俺も他の誰も信用できないっていうなら、さっさと自分でなんでもできるようになるのが一番じゃないか？　そのために俺を利用すればいい」

　清歌はしばらく黙もつ考こうしたあと、はぁと溜ため息いきを吐ついて頷いた。

「……わかりました。口くち車ぐるまに乗ってあげましょう。他に頼る当てもありませんしね。小さくともお母様の助けになるのなら、奴ど隷れいに教えを請こう屈くつ辱じよくに耐たえる覚悟はありますわ」

　俺への警戒心も多少は解かれたのか、いつもの彼女らしい理り不ふ尽じんな毒舌が戻ってくる。

「それにあなたの言げんにも一理ありますわ。なにもできないもどかしさを覚えていて、脱だつ却きやくする努力もせず自分の現状を嘆なげくばかりでは、いつまで経たっても辛つらいままですもの」

　事実を突つきつけられたことが発はつ破ぱをかける結果となったようだ。すっかり精力を取り戻した清歌は「そこで」と、拳を握り気合十分に宣言する。

「わたくし、アルバイトしますわ！」

「え？……あ、ああ、いいんじゃね」

「な、なぜいきなり歯は切ぎれが悪くなるんですの？　まさか舌の根も乾かわかぬうちに、飽あきたとか言い出す気ですのっっ？」

「いや、そうじゃなく……失敗が目に見えすぎているだろ。呼吸するように毒を吐はくお前にアルバイトはちょっと無理かなぁと」

「……それ、わたくし、就しゆう職しよく活動も上手うまくいかないということですの？」

　回答を差し控ひかえたい質問しないでほしい。

「俺、自宅警備員だぜ。労働からはかけ離はなれた存在だし、初回にしてはハードル上げすぎじゃないかなぁ。お前のできそうな仕事なんてＳＭの女王様くらいしか思いつかんし」

「高校生のアルバイトとして提案するものじゃありませんわね」

「ほら、見ろ。自宅警備員のバイト知識なんてにわかもいいとこだって」

「知識の問題ですの？　ともかくお母様の負担軽けい減げんのために、アルバイト探しですわ！」

　こうして俺は、芳かんばしくない結果が目に見えていながらも、清歌のアルバイト探しの手伝いと家事の教育を中心にしばらく支し援えんを行うこととなった。







　清歌の後にもう一つ依頼をこなし、午後十一時を回ったころ家に帰りつく。

　玄関の戸を引くと、台所から漏もれる明かりが、暗い廊ろう下かの輪りん郭かくをほんのり浮うかべていた。

「精せいが出ますねぇ」

　台所に顔を覗かせ声をかけると、鍋なべの前に立っていたエプロン姿の静しず海みが振ふり返かえる。

「あら、兄さんお帰りなさい。てっきり自分の存在の恥はずかしさに気づいて、東とう尋じん坊ぼうへでも出かけたのかと思っていたわ」

「静海さんが俺の立場なら自じ殺さつしてるってことですか？」

「わたしが兄さんの立場なら、妹を篭ろう絡らくして一生養ってもらうわ。ビバヒモ男」

「お前、自分の扱あつかい酷ひどすぎだろ！　自分の兄に篭絡されていいのかよ！」

「わたしが兄さんである場合、妹の立場は兄さんだから大だい丈じよう夫ぶ」

「改善された点がどこなのかわからない。むしろ妹の俺の貞てい操そうが危き機き」

「そんなことより」

「アニメ番組の次回予告みたいに、すっぱり切り替かえられない内容だったんだけど」

「今日も料理の練習をしていたのだけれど、味見をさせてあげてもいいわよ」

　さらっと聞き流しつつ、俺の答えも待たずに皿によそい始める静海。俺には拒きよ否ひ権はないらしい。ま、晩ばん御ご飯はんは食べていないので断る理由はないのだけれど。

「そういえば静海。最近帰ってくるといつも料理してるけど、試験かなんかあんの？」

　静海は調ちよう理り師しの専せん門もん学校に通っているのだから、料理の練習をすることになんら不思議はないのだが、夜型人間だった俺が知る限り、今まで静海が夜中に一人でキッチンに立っていることなどなかった。だから学校で試験でもあるのかな？と思ったのだが。

「兄さんは言わなくても察さつするべきことを、言わないとわからない鈍にぶチンだから困るわ」

　もしかして試験があることには触ふれてはいけなかっただろうか？　空気読めてないぞ、という遠まわしな指摘かもしれない。そういえば畑はた内うち先生にも同じこと言われたな。

「空気を読めるよう以後努力します」

「期待はしていないでおくわ」

　静海はふふっと穏おだやかに笑って、器うつわを置く。今日の料理は肉じゃが。

　箸はしでジャガイモを半分に割って口に運ぶ。ホロホロと口の中で解ほどけるジャガイモは、本来の甘あま味みを殺さない程度の優やさしい味付けで仕上げられ、薄うす味あじ派の俺にはとても好評だ。

「どう、兄さん？」

　静海はテーブルの対面で、覗のぞき込むような上目遣づかいで尋たずねてくる。

「いいお嫁よめさんになれますよ」

「その発言はどうかと思うわ」

『いいお嫁さんになれますよ』は料理の感想としては最上級だと思っていたが……はっ、まさか「わたしは家庭ごときに収まる気はないわ。いずれは料理で世界を取る」くらいの意気込ごみを静海は持っているのか？　そういう向上心のある人間にとっては、『所しよ詮せんはお袋ふくろの味っすよ』くらいに聞こえていたのかも。

「こういうときは、『いいお嫁さんにはなれる。だがうちの妹は嫁にはやらん！　誰かにやるくらいならむしろ俺の嫁にする！』って言うところでしょ」

　その発想はなかった。いや、指摘されてなお、その発想はないと思う。高こう坂さかさんちじゃあるまいし、妹の幸せはちゃんと祝福するともさ。

　共感できずコメントに困り果てた末、スルーして牛肉とこんにゃくを一いつ緒しよに口へと運ぶ。

「そうだ。深夜に練習するなら、明日から俺も混ぜてくれよ。料理覚えたいんだ」

　ふと、いくら問題外の清歌に家事を教えるにも、無知では心こころ許もとないのでは？と懸け念ねんが過よぎり、玄人くろうとに教授してもらえるなら、と提案してみる。

「あら、社会復帰は諦あきらめて、とうとう家庭に入ることにしたの？　それともわたしと小料理屋か喫きつ茶さ店てんでも開く？」

「料理を覚えたいっていうだけだよ。家庭に入る前に嫁とつぎ先がねーよ。つーか静海、小料理屋か喫茶店するために調理師になるのか？」

　こぢんまりとした店を家族で切り盛りするのも悪くない。でもいつか静海が結けつ婚こんして子どもができたら、俺は邪じや魔まじゃなかろうか？

「いいえ、好きなひとが喜んでくれるような美味おいしい料理を作りたいだけよ。でも折せつ角かく調理師の免めん許きよを取るなら有効活用しない手はないでしょう」

　好きだという誰かの幸せな笑え顔がおでも想像してなのか、静海は目を細めて満ち足りたような朗ほがらかな笑みを浮かべる。仕事を二の次にして愛に生きるとはいい度胸してやがる。でも真しん剣けんに取り組めるのはいいことだ。

「お前、好きなやつがいるのか？」

　性格に難なんありな妹が恋れん愛あいしているのは好ましいと思うのだが、ちょっとだけ胸の奥おくにチクリとするものがあった。

「あら、妬やいてるの？」

　静海の言うとおり妹を知らない男に取られるのは嫌いやなのかもしれない。

　そしてこれはフリだろう。妹様に試ためされているのだ。さっきの失敗を帳ちよう消けしにするチャンスを与あたえてくれているのだ。

「俺の可愛かわいい妹を知らない男になど渡わたしてたまるか（棒ぼう読よみ）」

　この短時間で同じ過あやまちを繰くり返す俺ではないわ。とちょっとドヤ顔だったのだが、あまり表情豊かではない妹が目をまん丸にしてポカンとしていた。

「あ、あれれぇ？」

　なに？　また俺空気読み間ま違ちがえた？　え？　この流れはこの台詞じゃないの？

「に、兄さん」

　しばらくフリーズ状態だった静海がようやく言葉を発したかと思うと、全身をフルフルと震ふるわせ、顔をじわじわと赤く染め上げる。これが噂うわさに聞く、寒いときに筋肉を震わせて体温を上げるシバリングというやつなのか？　実際に見るとまるで怒おこっているみたいだな。あれ、そういえばここ寒くないぞ？

「はっ！　まさか怒ってらっしゃるんですか？」

「に、兄さん！」

「はいっっ！」

　顔どころか首や手、見える範はん囲いの肌はだすべてを真っ赤にした静海に睨にらみつけられて、つい過か剰じよう反応してしまう。

「真夜中の個人レッスンは明日兄さんが帰宅後開かい催さいです。今日は後片付けをお任せします」

「は、はい？　え？　怒ってないの？」

「……兄さんの鈍にぶさには怒いかりを覚えます」

「ごめんなさい」

　静海はそのまま風ふ呂ろ場ばに閉じこもってしまい、話すことはできなかった。

　静海の態度の意味は見当もつかない。ほとほと俺は空気の読めない鈍どん感かんさんらしい。
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　いつも清きよ歌かに呼び出されるより随ずい分ぶん早い午後四時。

　指名されて駆かけつけたのは清歌の家ではなく、彩さい詠えい女学院近くのコンビニ前のベンチ。

　見るからに落らく胆たんしていることがわかる――四人は座すわれそうなベンチいっぱいに薄うすい金色の髪かみの毛けを散らして、下を見つめていた清歌が、俺おれの到とう着ちやくに気付き弱々しく顔を上げる。

「ど、どうしたんだ？　昨日のやる気はどこいった？　もしかして一日寝ねたらやる気がなくなっていたとかか？」

「あなたと一いつ緒しよにしないでくださいな」

　なぜ、俺が寝て起きると前日までのやる気を消失していることがままあることを知っているんだ、こいつは。いつもそれでなんで寝たんだと後こう悔かいするんだよなぁ。

「やる気があるんなら、昨日の今日でなに凹へこんでるんだ？」

「今日早さつ速そく、そこのコンビニの面接を申し込もうと、電話したのですが――」

「は？　ちょ、ちょっと待て！　はあああっっ！　なにさらっと恐おそろしいこと言ってんだよ。今日、履り歴れき書しよ作成だろ？　なにもう予約入れてんだよっ」

　昨日すっかりその気になってしまった清歌は、あのあと早速履歴書を作成したいと言い出した。だが、アルバイト面接の経験もない俺ではどうしようもないので、妹に借りてきた履歴書作成のハウツー本を参考に今日履歴書を書こうという話でなんとか落ち着いたはずだったのだが、舞まい上がった清歌は先走って面接の予約を申し込んでしまったらしい。

「しかもよりにもよって、一番向いてなさそうな接せつ客きやく業ぎようかよっ！」

　おまけに学院の近くとか、たとえ採用されても、この前突つっかかってきた女子生徒連中のような同校の生徒にいびられるのが目に見えてるじゃないか！

「ですが断られました」

「採用されなかったってこと？」

　随ずい分ぶん端折はしよって結果に辿たどり着ついたな、と思ったが、

「面接そのものを断られました」

　本当にそれだけの内容しかなかったのだ。

「は？　いいや、待てよ。いくらなんでも面接すら断るなんてことあるのか？」

「わたくしも納なつ得とくがいかず、さっき乗り込んで店長を問い詰つめたのですわ。そしたら――」




「麗うらら宮みや清歌は雇やとえない」




　店長はきっぱりとそう言い捨てたらしい。

「……犯罪者の娘むすめだから、か？」と躊躇ためらいを覚えながらも尋たずねると、清歌は弱々しく首を振って否定する。

「麗宮グループから、雇うな、と直接通達されているそうですわ」

「は？　……それって――」

「圧力をかけられたということですわ。叔父おじはわたくしたちを憎にくんでいますから」

　清歌の父親麗宮清きよ松まつは、実績や人ひと柄がらを踏まえた上で先代に指名されてＣＥＯに就しゆう任にんしたらしいが、弟にあたる現ＣＥО麗宮清きよ竹たけはずっとそのことを妬ねたんでいるのだと清歌は告げた。

「お父様からＣＥＯの座を奪うばってもなおその執しゆう着ちやくは収おさまらず、お父様が逮たい捕ほされた後その矛ほこ先さきは家族であるわたくしたちに向いたのですわ。お母様にロクな働き口が見つからないのは、叔父がグループ企業や取引先に雇こ用ようしないように圧力をかけているからです」

　清歌に関かかわっていることもあって、最近ニュースでも麗宮グループの話題が自然と目につくようになっていたので、俺も多少詳くわしくなっている。

　清松の逮たい捕ほ後、弟清竹がＣＥＯに就任してグループを主導している。映像で見た彼かれは、目つき鋭するどい厳しそうな印象だったが、野心家と言われればそう見えなくもない。

　麗宮グループは今やなにをしている企業なのかわからないくらい様々な事業に手を出している。俺の知る限りだと、元は建設業で、繊せん維いや建材の研究にも力を入れているとか、耕作放ほう棄き地をまとめて巨大ファームを作り、そこを拠きよ点てんに六次産業にも手を出している、とテレビで取り上げられていたのを見たこともある。近ちか頃ごろは電気の小売りにも参入したらしく、連日テレビＣＭが流れている。

「国内の企業であればなにかしらどこかで麗宮と関わりを持っていますから……」

　アルバイトの雇用程度で、今後の関係に支障が出ては困る、というわけか。

「だけど、不可能ではないだろうけど、本当にそこまでするか？」

　不当な行いをするということは、不当な行いをしたという痕こん跡せきを残すリスクを伴ともなう。いくら兄が憎かろうと、私情で企業ブランドを貶おとしめるリスクを負うだろうか？

「叔父からはたまに電話がかかってきますわ。強ごう情じようにならずに帰って来い、と。反はん抗こうしてもいいことはないぞ、と。もちろんお母様もわたくしも断だん固こ拒否ですけど！」

　清歌は拳こぶしを握にぎり締しめて、不ふ快かい感を露あらわにして声を荒あらげる。

　嫌きらっている兄の家族を自分の手元に置きたいなど、よからぬことを考えているとしか思えない、と疑うのは当然な気がした。

「とんだ茶ちや番ばんにつき合わせてしまいましたわね。わたくしの周りは敵ばかりと知っていましたのに、愚おろかにもアルバイト探しだなんて……帰りますわ」

　清歌は自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべて立ち上がり、横を通り抜けていく。

「やっぱりあなたの協力も結構です」

　すれ違ちがい様ざまに告げられた決別の言葉。

　そう告げたときに覗のぞいたどこか違う場所を見ているような虚うつろな目。スラ男や、からんできた女子生徒たちを退けたあとに見せたのと同じ、絶望と諦てい観かんの目。

　あの目は駄だ目めだ！と、自分の深い場所からあのとき以上に強い警告が届く。

「お前こそ、なんだよそれ。偉えらそうなことばっかり言うくせに、なに一回失敗したくらいでなにもかも諦あきらめてんだよ。お前そんな弱いやつだったのかよ？」

　このまま行かせてはいけない。このままでは清歌は――

「さっき説明したじゃありませんの！　わたくしは、麗宮グループの圧力でろくな仕事にありつけない。こんな下らない世界、真っ当に生きようだなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしいじゃないですの！　こんな惨みじめな思いをするくらいならこんな世界いたくないですわ！」

　清歌の悲痛な叫さけびはそれほど広くないコンビニの駐ちゆう車しや場じように響ひびき渡わたる。

　その声に打たれて心が酷ひどい寒さむ気けを感じる。清歌の悲痛な叫びが俺の奥で、俺の危機感の源となった過去の記き憶おくの引き出しを無む理り矢や理り引き開けた。そうだ、この目は――

「……そうだな。その意見には同意だ。俺もこんな世界で頑がん張ばってもって気持ちはあるよ」

　心の温度が氷点下のように冷たくなり、自らの吐と息いきすら凍こごえるほど冷たく錯さつ覚かくしてしまうほど冷れい淡たんな声が俺の口から出た。

「簡単に共感したつもりにならないでくださいまし！　あなたになにがわかりますの！　ニートのくせに！　平和に暮らしていたある日、突とつ然ぜんどん底に突つき落とされたわたくしのなにがわかりますの！　父親が突とつ然ぜん逮たい捕ほされていなくなり、昨日まで住んでいた場所を追い出され、昨日まで優やさしくしてくれた人たちに冷たくあしらわれ、なにもかも奪うばわれたわたくしのなにがわかりますの！」

　わからない。わかるわけがない。そんな波は乱らん万ばん丈じよう壮そう絶ぜつ人生なんて。でも――

「自宅警備員になっちまったからだよ！」

　清歌へ一歩踏ふみ寄り、今度はその手を掴つかむ。清歌の指は火傷やけどしてしまいそうなほどに熱く感じた。でもそれは、彼女が怒いかりによって体温を上じよう昇しようさせているというだけではないだろう。俺の指が死人のそれのように冷たくなっていたからだと思う。

　指から伝わる冷たさに凍こおりつくように清歌は驚おどろき硬こう直ちよくしている。

「俺は絶望してそこで足を止めた！　それでこうなったんだ！　足を止めたらこうなるんだよ！　進むのを止やめたらもう終わりを待つしかなくなるんだよ！」

　こっちへ来てはいけない。その目はすべてに失望し、世界との関わりを諦めたときの目だ。その目を俺は知っている。その境地は間違っていると知っている。

　その先に待つのは社会的な死。俺のような生きた屍しかばねになってしまうと知っている。

「な、は、放して、放しなさい！」

　だから、なにがなんでも止めなければいけない。

「惨みじめだからなんだよ？　お前の母親は惨めでもお前のために頑張ってるんじゃないのか？　お前はそんな母親のために頑張りたいんじゃなかったのか？　それとも惨めだからなんて理由で母親を楽にさせたいって気持ちを諦められるのかよ！　叔父おじさんとどんな確かく執しつがあるのか知らないけど、楽な道を捨ててでも茨いばらの道を選んだんだろ！　なのに、そんな程度の決意だったのかよ！」

　戻って来い！　お前は来ちゃいけないんだ！　そんな目をするんじゃねぇ！

　祈いのるように心で叫びながら、清歌を見つめる。次し第だいに清歌の体から力が抜けていき、

「……働いてもいないくせによくもそんな偉えらそうなことが言えますわね。わたくしだったら自分のできていないことを他の人間にやれなんてとても言えませんわ」

　いやいや、すごい言ってるよ！と思ったが、状じよう況きよう的にツッコミは控ひかえておく。

　清歌の瞳ひとみに光が戻っていく。俺の声はどうにか届いたようで、呆あきれたような苦く笑しようでこちらを見ていた。もう彼女の瞳に絶望の色はない。

「……俺は羨うらやましいんだよ。目指すものがあって、そのために前に進めるやつが。俺は目指すべき道も見いだせないし、すぐに燃もえ尽つきて前に進むことができないから。だから進めるやつの歩みを止めさせたくない。道が見えていて進める力を持っているやつには、たとえ茨の道でも進んでほしいんだ」

　前に進めない俺は社会から逃げ出し、怠たい惰だで陰いん鬱うつな人生を送っている。こんなところに好き好んで人を招き入れたくはない。

「ふふ、茨の道でも歩けとは鬼おにですわね……」と清歌は口元を綻ほころばせた。

「そこまで言うのであれば、もちろん最後まで面めん倒どうを見てくださるのですわよね？」

「ああ」と俺は力強く頷うなずき、清歌は納得してくれたのかどこかさっぱりした笑みを浮かべて、契けい約やく成立とでもいうように俺の手を握にぎり返した。

　しかし不意になにか引っかかりを感じるように首を傾かしげて疑問を口にする。

「だけれど、本当にあなたは前に進んでいませんの？」

「え？」と俺は不意に投げかけられた質問に目を見開く。

　ただ清歌が疑問を口にしただけのはずだし、大して衝しよう撃げき的な質問でもなかったはずだ。なのに、胸の奥でたしかにパキッと重大ななにかに皹ひびが入った。そんな感覚を覚えた。

「そこまでだ、下げ郎ろうめ！」

　自分の中で起こった異変を探さぐろうとしていた矢先、俺の思考を妨さまたげる鋭するどい声が響ひびく。

　声の方へと顔を向けると、コンビニ駐車場に首から一いち眼がんレフカメラをぶら下げた某ぼうＲＰＧのキングス○イムみたいな体型の男がシュタッと変なポーズを取っていた。

「そうだ、これ以上清歌嬢じようへの狼ろう藉ぜきは許さんぞ！」

　今度は隣となりの自動車販はん売ばい店の植え込みからひょろ長い男が飛び出してくる。その男は昭和のアイドルみたいなパーマとノースリーブのジャケット姿、むき出しの腕うでは骸がい骨こつのように細い。こちらも首からカメラをかけている。あと首にチョーカーがついている。

「我々の女神に手を出す不ふ埒らち者ものは成せい敗ばいしてくれる！」

　さらに今度はコンビニの屋根から飛び降りる黒い影かげ。黒い影というより忍にん者じやコスプレで全身真っ黒な男だった。容姿はわからないが、首からカメラを下げ、背中には刀かたなが見える。そしてこいつもチョーカー装備である。

「女神から手を放せ！」「死罪」「悪あく即そく斬ざん！」「殺殺殺殺殺殺！」ｅｔｃ．ゴミ箱の中から顔を出す者、マンホールから噴ふん出しゆつするように飛び出してくる者、他にも様々な死角からわらわらと湧わいてきて、俺おれと清歌を取り囲んでいく。そのうちあの子のスカートの中から出てきそうな勢いだ。きゃーーー！

「我らは〝ギルティギルド〟に続く、第二勢力〝清歌様親しん衛えい隊たい〟」

　シャキーンと全員がバラバラのかっこよさげなポーズを取る。

「って、第二勢力ってストーカーの集まりのことかよ！」

　てっきり反はん体たい制せいの別勢力かと思ったら、犯罪者の勢力だった。

　こんな連中に続かれても〝ギルティギルド〟とやらは嬉うれしくないだろうなぁ。

「ストーカーではない！　断じてない！　我々は清歌様の一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんの煌きらめきをこのカメラで切り取り、皆でその煌きを共有しようという崇すう高こうな目的を持った組織である！」

「それは自白ということでいいのだろうか？　バウアー捜そう査さ官かんに連れん絡らくする？」

「のほおおおお！　逮たい捕ほどころか駆く逐ちくされる！　ま、待ってほしい。早まるでない！」

「わかったから。そんでなんの用だよ、ストーカー集団」

「言うまでもないことでござる。〝清歌様親衛隊隊たい則そく第三条、清歌様には絶対こちらから触ふれてはいけない〟に貴様が抵てい触しよくしたからだ！　しかもただ触さわるだけでは飽あき足らず、挙あげ句く手を握り合って見つめあい、恋こい人びとのような空気を出しおって！」

　なにを見ていたんだ、こいつら？　そんなロマンティックな場面なかったぞ？

「な、なな、なにをおっしゃっていますの！　見つめ合ってなどいませんし、恋人みたいな空気など出るわけがありませんわ！　目が腐くさっているのではなくって！」

　嫉しつ妬とで目の曇くもったストーカー連中の言いがかりに相当ご立りつ腹ぷくのようで、清歌は俺の手を乱暴に振ふり払はらい、顔を真っ赤にしてストーカー集団を怒ど鳴なりつけている。次いで俺に指を突きつける。なんで俺っ？

「ちょ、ちょっとあなたの助力を許したからといって調子に乗らないでくださいましよ！　わたくしはその程度で靡なびくような与くみし易やすい女ではないですから！」

　ストーカー集団のせいで、俺にとばっちりがきた。

「別にわざわざ釘くぎを刺ささなくても理解してるって。お前に好かれるようなことした覚えないし、むしろ嫌きらわれているのは態度でちゃんと伝わってるから」

「うっ、べ、別に嫌っては……そんなに今まで酷ひどい態度でしたの、わたくし？」

　清歌は突きつけていた指を力なく下ろして、なぜかショックを受けた様子でブツブツと呟つぶやいている。

　おかしいな。清歌の懸け念ねんを取り除く発言をしたはずなのに。また空気読み間違えてる？

「そこぉ！　〝清歌様親衛隊隊則第一五条、清歌様と必要以上に親しげなやり取りは禁止〟〝第一六四条、清歌様を鈍どん感かんな一言で項うな垂だれさせてはいけない〟に抵触するでござる！」

「パ○リカ学園の校則かよ！　内容がピンポイント過ぎるわ！　そもそも俺、親衛隊に所しよ属ぞくしてないから関係ないじゃん！」

「清歌様に関わる者は、みーんなともだち、みーんな親衛隊でござる！」

「……勝手なことをっ」

　清歌は殺さつ気きを孕はらんだ双そう眸ぼうでキッと親衛隊を睨にらみ付ける。

「わたくし今、大きな敵に邪じや魔まされて、とても気が立っていますのよ。だというのに社会のゴミクズな上にストーカーの分ぶん際ざいで、わたくしに触れるな、話しかけるなと不ふ条じよう理りなルールで、わたくしの邪魔立てをするなんていい度胸してらっしゃいますわね」

　清歌の意思を無視した親衛隊の一方的な主張が、彼女の怒いかりの導火線を点火させてしまったらしい。清歌はその美び貌ぼうに凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて、俺の腕うでを掴つかんで引っぱり寄せる。その勢いのまま俺の腕を豊ほう満まんなバストに挟はさみ込こむように抱だきついた。マシュマロのような柔やわらかな感かん触しよくに、冷え切っていた体温が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうしたのが自分でもわかる。たぶん俺の顔は今真っ赤になっているはず。そして――

「「「「「「「「のおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」」」」」

　ストーカー集団は、太陽の元に晒さらされたヴァンパイアのごとき断だん末まつ魔まを上げて地面をのたうち回るのだった。

「ふふ、自分を邪魔する者を叩たたき潰つぶすのは清すが々すがしい気持ちですわ」

　なんか変な扉とびら開いちゃったのか、サディスティックなうっとり顔で、もんどりうっている男たちを見ている清歌。

「いいですわ。やってやろうじゃないですの。どんなにわたくしを邪魔したって必ずアルバイトしてみせますわ！　そして叔父に吠ほえ面づらかかせてやりますわ！」

　吹っ切れ方に些いささか引っかかるものはあるが。まあ、やる気を取とり戻もどしたのならいいか。
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「く、屈くつ辱じよくですわ」

　控ひかえ室しつから出てきた清きよ歌かは、黒を基き調ちようとしたフリル過多なメイド服に着き替がえていた。上は長なが袖そでのオフショルダー、下は膝ひざ上うえ五センチくらいのスカートで、黒のニーソックスとの間にわずかに絶ぜつ対たい領りよう域いきが覗のぞく。白金プラチナのような薄うすい金色の髪かみの毛は黒いリボンでアップにまとめられ、普ふ段だんは見えない首くび筋すじのラインも露あらわとなっている。

　普段は隠かくされていた肌を視線から守るように縮こまった清歌の顔は、ほんのり頬ほおが赤らみ、目の端はしには薄うっすら涙なみだの粒つぶが浮かんでいる。

　どうしてこんなことになっているのかといえば、それは今週頭の日曜日へと遡さかのぼる。







　どうしたものか。

　清歌を説得したのはいいものの、求きゆう人じんサイトや求人誌しに載のせているところなんて、どこかを辿たどれば麗うらら宮みやグループにぶつかる店ばかりだ。バイトの経験もない俺では、土日二日間考えても大企業の圧力を受けない職場なんて見当もつかなかった。

「兄さん。刃は物ものを使っている最さい中ちゆうに、ぼんやりしないで。指を切るわ」

「う～ん」と唸うなっていた俺は、妹の咎とがめる声にハッと我に返る。

「わ、すまん。そりゃそうだな」

　今は静しず海みの指し導どうの下もと、大根の桂かつら剥むきの途と中ちゆうだった。片手間にやっていた割には薄く皮を剥けていたが、一歩間違えれば包丁で指を切っていただろうことに、今いま更さらヒヤリとする。

「まったく。自みずから教えを請こうておいて、随ずい分ぶんと不ふ真ま面じ目めな態度で取り組んでくれたものね」

　すっかり見慣れてしまったエプロン姿の静海は、呆あきれを口にしつつ、ブリの切り身から鱗うろこを取る作業へと戻もどる。今日の真夜中の個人レッスンの課題料理はブリ大根だ。

「悪いな、ちょっと考え事してた」

　謝あやまってから大根の皮むきに戻るも、すぐに頭の中では清歌のバイト探しのことを考え始めてしまう。いかんいかん。これではまた静海に怒おこられてしまう。

　ん？　そうか、静海に聞けばいいんだ。静海は現げん役えき専門学校生で、アルバイトもしている。清歌の料理スキルがダークマター生成レベルの酷ひどさだったため、飲食系に強そうな静海ではあまり相あい性しようのいい職場を紹しよう介かいしてもらえそうにはないが、駄だ目め元もとで訊きいてみるか。

「なぁ、静海。お前、飲食系以外のバイトのことってわかるか？」

「あら、心外ね。わたしが料理の専門学校に通っているからって、飲食業のバイトしかしていないとでも思っているの？　選えり好ごのみせず書店や衣い料りよう品ひん店のバイトもするわ。未いまだ家にお金を入れない穀ごく潰つぶしの兄さんと一緒にしないで欲ほしいものね」

　おお、こんな近くに相談できる相手がいたとは。相変わらずの毒どく舌ぜつで一いつ瞬しゆん膝ひざをつきそうな深刻なダメージを受けたが、なんとか耐たえて「それなら」と期待を胸に切り出す。

「なら、料理が絶望的で、性格キツくて我わが侭ままでＳっ気があって、「ですわ」とか素すで言っちゃうお嬢じよう様さまでも働ける、大企業の影えい響きようとか関係なさそうなバイトって知らないか？」

　ダンッ！

　不意に横で大きな音が響ひびき、さっと視線を向けると、まな板に包丁が突つき刺ささっていた。

　不味まずい。あまりにも注文の多い要求に、「そんなふざけた人間雇やとってくれるところあるわけないじゃない」という怒いかりを買ってしまったかもしれ――

「兄さん、その女誰？」

　ゆらりと幽ゆう鬼きを思わせる動きでこちらへ体を向けた妹の目からはハイライトが消え、すべてを飲み込んでしまいそうな暗い瞳ひとみが、ここにはいない誰かを射い抜ぬくように俺の背後へと向けられていた。もしこの場に清歌がいたら刺されていた可能性すらあるのではないか？　そんな危き惧ぐすら感じて、タラリと頬ほおを冷たい汗あせが伝う。

　ま、まさか。そんなお兄ちゃん好きすぎて近づく女は皆みな殺ごろしみたいなヤンデレ妹、現実に存在するわけがない。そんなの妄もう想そうの産さん物ぶつだ、と自分に必死に言い聞かせて、言い知れぬ恐きよう怖ふを無理矢理拭ぬぐい去る。

「まな板さん。包丁を返して。あの女殺せない」

　無理だあああああああ！　なんとか自分に言い訳して納得した傍そばから、怖こわいこと言うんだもん！　まな板さん、頑張って！　あなたの頑張りに一人の少女の命運掛かかってます！

　まな板に深々と突き刺さった包丁に苦戦する静海の姿に戦々恐きよう々きようとする俺の表情が洒落しやれにならない引き攣つり方をしていることに気づいたのか、静海はサイコホラー映画みたいな動きをピタリと止めて溜ため息いき一つ「冗じよう談だんよ」といつものテンションで言う。

「じょ、冗談か……はぁ。だよな、ははは」

　すべて演技だとわかっても、未だ余よ韻いんを引きずってか、動どう悸きは収まらない。迫はく真しんの演技だったからかなぁ、ははは。安あん堵どしても、乾かわいた笑いが止まらない。

「一いつ瞬しゆん本気で俺のこと好き過ぎなヤンデレ妹かと思っちゃったよ。ま、こんなダメな兄を好きになる妹なんているはずないけどなぁ、あははー」

「……あのままの方がよかったかしら」

　俺が乾いた笑い声を上げている合間に、静海がなにか呟つぶやいていたが聞き取れなかった。

「一つ、その条件に合う心当たりがあるわ」

　ちゃんと俺の話は聞いてもらえていたらしい。少しやり過ぎた自覚からか、その後はすんなり心当たりを教えてくれて、ブリ大根の調理中は毒舌も鳴りを潜ひそめていた。







　そんなやり取りを経へて、清歌がメイド服姿で涙なみだ目めになっているという今へと到いたる。

　もうお察さつしかもしれないが、静海の紹介してくれた職場はメイド喫きつ茶さだ。

　だが紹しよう介かいしてくれた静海曰いわく、ただのメイド喫茶、ではないらしい。

　ここの店主は自ら全国を回って、農のう協きようなどには頼たよらない道を選び、自分の作りたい野菜を作るというスタンスで美味おいしい野菜を作っている農家と契けい約やくしているらしく、大企業の威い光こうは届きにくいとのこと。叔父おじの圧力を懸け念ねんする清歌の条件にも合っている。

　ここ、〝メイド喫きつ茶さ大おお山やま〟は、元は多た国こく籍せき料理の店だったが、店主の顔が凶きよう悪あくだとかいう理由で客が寄り付かなかったのだとか。

　そこで、じゃあ可愛かわいい店員を置いて、店主は厨ちゆう房ぼうで料理だけに集中しようという安あん易いな発想の下もと、料理の美味おいしいメイド喫茶となったらしい。

　メイド喫茶というと、料理はテキトーなのにぼったくり価格なイメージがあるが、味の評判は前身の多国籍料理店の頃ころから高く、メイド喫茶となった現在も、もちろん値段相応のクオリティが維い持じされている。

　それにメイド喫茶というのはあくまで客を呼び込むための体てい裁さいだ。メイドとの交流はもちろん可能だが、それは完全に切り離はなされて別料金なので、興味のあるひとだけが注文するというシステムになっている。

　オプションは料理におまじないをかける、ケチャップで絵を描かく、ラテアート、あとはちょっとしたゲームと商品のチェキでの撮さつ影えいくらい。もちろんおさわりＮＧ。

「清歌ちゃん、ちょー可愛いにゃよー」

　俺の隣となりでネコミミカチューシャと猫ねこ尻尾しつぽを着けたメイド少女が目をキラキラさせ、悶もだえるように身をくねらせる。

　清歌よりも頭一つ分低く童どう顔がんで、唇くちびるから零こぼれる八や重え歯ばが眩まぶしいこの女性は、にゃる美さんというメイド喫茶大山のチーフだ。見た目は中学生だが、実じつ年ねん齢れいは俺よりも上とのこと。

「か、可愛いって！　この格好は破は廉れん恥ちというのでは……肩かたも太ももも見えていますわ……う、お腹や腰こしはキュッと締しめ付けられていて、やたら胸が強調されてますし……」

　清歌は外気に晒さらすことによっぽど抵てい抗こうがあるのか、寒さに耐たえるように両りよう肩かたを抱きしめて按あん摩ましながら、にゃる美さんの賛さん辞じに対してブツブツ文句を呟つぶやいている。

　静海からこの店の情報を得た翌日の月曜日に、清歌の了りよう承しようを得た上で面接の予約を入れ、ついさっき無事面接を合格パスした。とんとん拍びよう子しで事は運び、早さつ速そくじゃあこのまま実習という運びになったのだが、清歌は服装にかなり抵てい抗こうを覚えているようだ。

「そんなことないにゃ。うちのお店は断じて破廉恥なお店じゃないのにゃよー」

　にゃる美さんは、淫いん靡びな空気など欠片かけらも感じさせない無む垢くな笑え顔がおできっぱり否定する。

　俺も、妹がそんな危ない店を紹しよう介かいすることはあるまいと信じている。信じていいよね？

　清歌の事情については面接の際にちゃんと説明している。贅ぜい沢たくを言える状態でもないし、雇やとってもらえるだけでも感謝。少しくらいの羞しゆう恥ちは我が慢まんしてしかるべきだが、にゃる美さんは清歌の不利な状況に付け入ることもなく、かなり配はい慮りよしてくれていると思う。

　膝ひざ上うえ五センチのスカート丈たけは、清歌の普ふ段だん着ぎである制服からすれば短いが、性せい的てきな興奮を与あたえるほど過か激げきというわけでもない。たしかにウエスト部分はコルセット風で、腰が引き締められているが、胸部は過か剰じようなフリルに覆おおわれているので、特別強調されるデザインでもないし、露ろ出しゆつだって鎖さ骨こつから上だけで、胸はしっかり守られている。

「チーフさんの服があるじゃないですの！」

　抗こう議ぎする清歌に指先を突つきつけられたにゃる美さんの格好は、ご指し摘てきの通り、フリル大人しめのロングスカートタイプのメイド服だ。
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「適材適所というやつにゃ。ロリっ娘こが露出度高い格好してる方が背はい徳とく的てきでエロいにゃ」

　ああ、たしかにどこかの小学生とか、すっごいビッチっぽかったもんなぁ。湯ゆ遊ゆにはチーフの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいね。

「うぅ」

　反論はできないが納得もできない。そんな表情を浮うかべたあと、今度は俺に助けを求めるような視線を向けてくる。

「それくらいは我慢しろよ。他のメイドさんよりは緩ゆるめだし、待たい遇ぐうはかなりいいと思うぞ」

　他のメイドさんはもう少し太ももが出ているひともいる。

　彩さい詠えいでは制服のカスタマイズは許されているようだが、お嬢じよう様さま学校なだけあってスカート丈は膝ひざ小こ僧ぞうが覗のぞくくらいまでしか許してもらえないらしい（畑はた内うち先生情報）。清歌が普段着代わりに使っている彩詠女学院の制服スカートも、膝ひざ下した丈たけのやぼったい感じだ。

　だからわずかな露出でも強い抵抗を覚えてしまうのだろうが、そこは慣れてもらうしかない。ここを逃のがせばあとはアングラで過か激げきな格好をさせるバイトしか残ってなさそうだし。

「叔父おじさんを見返すんだろ？　お前の覚かく悟ごは、ちょっと肩かたと太ももが覗く程度の衣装で揺ゆらぐものなのか？」

「なっ！　肩はともかく、なに太もも見てますのよっっ！」

　気にするのそこかよ！と言いたくなるところに反応して、清歌はバッとスカートの前を両手で押おさえ前かがみで俺を睨にらみ付ける。

「んもう、清歌ちゃんてば、可愛い彼かの女じよの太ももに目がいっちゃうのは仕方ないことにゃよー。むしろ存分に見せてあげるにゃ」

「「彼女じゃないです」（わ！）」

　俺と清歌の否定は見事に重なる。その直後に、

「なんで否定しますのよ！　勘かん違ちがいされて光栄でしょう！」

　と、なぜか清歌は不満げな顔。ハモるほど見解の一いつ致ちをみせているのに怒おこられる理り不ふ尽じん。

「ほらほら、もっとやる気の出る言葉をかけてあげるにゃ！」

　そんな無む茶ちや振ぶりされてもと苦い笑いが口元に浮かぶが、スカートを押さえて睨んでくる清歌と、ジャージの袖そでをクイクイ引っぱって急せかすにゃる美さんに負けて、言葉を探す。

「まぁ……露出度が上がったおかげでいい感じに色気も出てて、かといって清せい楚そさも損なわれてないし、新しん鮮せんでいいと思う……なによりすごく似合っていて可愛いよ」

　素す直なおに女の子を誉ほめる言葉を口に出すのは、こっ恥ぱずかしくて頬が熱くなる。

　なにを言っても怒りそうな清歌のこと。「いやらしい目で見てましたのね！」とか、文句でも返ってくるのではと身構えたが、清歌は恥ずかしそうに頬を赤らめて黙だまってしまった。

　なんだよ、そのリアクション！　そんな本気で照れられると調子が狂くるう。

「にゃふふ。いいものを見せてもらったにゃ。じゃあ、早速研修を始めて貰もらうにゃ。彼かれ氏しさんは、裏口から出て、表から入ってくるのにゃよ」

　一人ホクホク顔のにゃる美さんに、気まずい空気から逃れる口実をいただいたので、指示通り裏口のドアからビルとビルの間の路地へ出る。

　路地から二車線道路沿いの歩道に出てすぐに右を見ると、四角く整えられた低い木を植えたレンガの植え込みと色とりどりの花の植木鉢ばちで正面を彩いろどった店の軒のき先さきが視界に入る。

　白い外観の三階建てのビルの一階部分で営業しているメイド喫茶大山は、正面はガラス張りだが、白いレースカーテンがかかっているので中の様子は窺うかがえない。

　ポップな字体で『メイド喫茶大山ＯＰＥＮ』と書かれたドアプレートはかかっているが、あまりメイド喫茶という主張はない。店の前にはオススメメニューが手書きされた黒板が立てられており、普ふ通つうの洋食店といった店構えなので誰だれでも入りやすい。

「おふんおふんげふんげふん！」

　さて、入店しようか、というとき。どこの材○座さんだよ！とツッコミたくなるようなわざとらしい咳せき込みに振ふり返かえると、そろそろ見慣れてきた男がそこにはいた。

「や、いやあ、奇き遇ぐうでござるなぁ、外と様ざま氏（棒読み）」

　絶対偶ぐう然ぜん通りかかったわけではないが、もうツッコむまいよ。後は警察の仕事だ。

「キュアップ・ラパパ！　ストーカーよ、あっちへ行きなさい！」

「ご、誤解でござる！　だから魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えつつ、おもむろにスマホを取り出し通つう報ほう機能をチラつかせるという極きわめて現実的な手段で脅おどさないでほしい！」

　社会実験用のスマホには普通の通話機能はないが、緊きん急きゆう時の通報機能は存在している。宅たく配はいのスピードから考えてボタン一つであっという間に駆かけつけてくれることだろう。

「で、なんの用だよ？　第二勢力のストーカー集団の誰さん？」

「ストーカーではない、親しん衛えい隊たいだ。実は込こみ入った用件でな。少し長い話になるでござるが……おお、丁度いいところに店があるではないか！　ではここに入ってゆっくり――」

「やっぱり清歌が目当てじゃねーかっっ！」

　清歌には、給料が入ったらいの一番に防犯グッズを買うように厳命しておかないと。

　三さん文もん芝しば居いを繰くり広げるスラ男に冷ややかな視線を浴びせるが、スラ男はものともせずに「いざ行ゆかん！」とメイド喫茶大山のドアを開けてしまう。

　カランカラーンというベルの音に続いて、「「おかえりな（にゃ）さいませ、ご主人様」」と二人のメイドがお辞じ儀ぎで出で迎むかえてくれる。

　ネコミミメイドのにゃる美さんは、にぱっと保ほ護ご欲よくをくすぐる無む邪じや気きな笑顔を浮かべ、その隣の清歌は、俺の隣に立つスラ男を見て笑顔の口元を引き攣つらせている。

「わー、ご主人様ってば、お友達も連れてきてくれたんですにゃ。嬉うれしいにゃ」

　スラ男との関係を知らないにゃる美さんは、清歌へのサプライズとでも誤解しているのかもしれない。

　清歌からの非難のこもった視線がジリジリと俺の頬ほおを炙あぶる。俺を責められても困る。

「ほらほら、清歌ちゃん。空いてるテーブルにご主人様をご案内するのにゃ」

　にゃる美さんに促うながされて、空いた席を確かく認にんする清歌につられて俺も店内を見回す。

　洋館風の店内は、壁かべ沿いに四角いテーブルの席がＬ字に五つほど並び、内側に円テーブルの席が三つ。多国籍料理店のときの名残なごりなのか設けられているカウンターは、水差しやコップが置かれている他、チェキを貼はったコルクボードやヌイグルミが飾かざられている。

　席は半分くらい埋うまっていて、ほとんどはメイド喫茶というより純じゆん粋すいに食事を楽しんでいる一いつ般ぱん客だ。たまに「もえもえきゅんきゅん」とありがちなおまじないが聞こえてくるが。

「……どうぞ、こちらへ」

　清歌はどうにか引き攣ってはいるが笑顔を維い持じして、空いている席へと案内――

「ダメにゃ！」

　しようとしたところで、にゃる美さんから駄だ目め出だしが入る。

「もっと普ふ段だん通りに接するのにゃ」

「ふ、普段通り？」

「ここは『このわたくしに、あなた方ごときゴミムシを案内しろと言いますの？　座すわりたければ勝手に空いている席にお座りになられればいいでしょう？　ま、ゴミムシの座れるような席、この店にはございませんけどね。オーホホホ』みたいにゃ。こっちはあなたのそのお嬢じよう様さまキャラに期待して採用してるにゃよ！　あえて自分を殺す必要はないのにゃ」

「言いませんわ！　わたくし、そんな見下すような台詞せりふ言いませんわ！」

「いや、結構言ってる」

「愚ぐ民みんはお黙だまり！」

　言ってんじゃねーか。ともあれ、言われた通り勝手に空いている席を探して、他のお客さんの迷めい惑わくにならなそうな空くう席せき地ち帯たいにある窓まど際ぎわの二人掛がけの席に勝手に座らせてもらう。

「おしぼりですにゃ」

　にゃる美さんがおしぼりをすばやく持ってくるのに遅おくれて、清歌が「お水です」とコップを出そうとしたところで、再びにゃる美さんの指導が入る。

「にゃに、普通に持ってきちゃってるにゃ。ここはご主人様に『お水来てないんですけど』って言われたところで、『ああ、申し訳ございません。お水はセルフサービスとなっております。入り口出てすぐに排はい水すい路ろがありますので、そこからお飲みください』っていうにゃ」

「それもうお嬢様とか関係ありませんわ！　人間としてどうかしてますわ！」

　清歌とにゃる美さんの漫まん才ざいを横目に、メニュー表を開く。

　うげっ、メニュー多ッ！　さすが多国籍料理というだけあって、洋食から和食、中華、名前だけではどんな料理なのかさっぱりわからないものまでたくさんの料理名が並び、ドリンクやデザートの種類もやたら豊富だ。むしろ普通のレストランより充じゆう実じつしている。

「じゃあ、俺はアイスコーヒーで」

「拙せつ者しやはオムライスに、オプションで清歌たんのケチャップサービスでござる！」

「スルーして注文しないでくださいまし！　それとストーカーは地じ獄ごくへ堕おちろですわ！」

「あ、今の罵ば倒とうはよかったにゃ。じゃあ清歌ちゃん、接客よろしくにゃ」

「どう、接客しろと！」

　注文を伝えに猫ねこ尻尾しつぽをふりふり奥おくに消えるにゃる美さんの背中に、戸と惑まどうことの連続に清歌はヒステリック気味に叫さけぶ。

「むふ、眼がん福ぷく、眼福。ニーソックスに締しめ付けられた太ももがプニッとなっているところなどたまらん！」

「警察に突き出しておかなかった自分の迂う闊かつさを、今悔くいていますわ」

　スラ男のエロい視線に気づいた清歌は、サッとスカートをお盆ぼんでガードして歯は噛がみする。

「まあまあ。その容姿ならすぐに、清歌目当ての客が来るようになるんだから、最初にド底辺の視線に慣れておくのも手だって」

　今にもお盆ぼんを放ほうり出して逃にげ出してしまいそうな清歌をなだめると、「むぅ」と唸うなりつつも意外とあっさり大人しくなった。その間に聞こえた「外様氏酷ひどい！」という声は無視。

「ま、まあ、一理ありますわね。ストーカー男の下げ卑びた視線に慣れておけば、良識をわきまえた一般の方々の視線程度では動どう揺ようなどしませんでしょうし」

　自分を納なつ得とくさせるように清歌は言い、そのあとなぜかほんのり頬を染めて俺を見てくる。

「あ、あなたはどうですの？」

「うん？」

　質問の意味がわからず問い返すと、「だ、だから……」となにか言いかけて口ごもり、持ち上げたお盆で鼻から下の顔を隠して恥ずかしそうに「あなたは、わたくしが殿との方がたの視線に晒さらされてもいいんですの？」とぼそぼそと尋たずねてくる。

　羞しゆう恥ち心しんに耐たえかねて早くも心が折れそうになっているらしい。俺が「見られたくない」と言えば、それを逃げ口こう上じようにするつもりだろう。

　元がお嬢様なのだから、免めん疫えきがないことはしょうがないが、贅ぜい沢たくを言っていられない現状において破格の好条件のバイト先だと思うし、せめてもう少し頑がん張ばってみてほしい。

「その完かん璧ぺきな容姿じゃ、どこへ行こうと好奇の視線を避さけられないわけだし、ここで引き下がるようじゃあ、お前の決意もたかが知れてるって話だな」

　いつも通り鼓こ舞ぶするために挑ちよう発はつしてやる。しかし、

「……そういう意味じゃありませんのに」

　清歌はむくれる。おや？いつもと反応が違ちがう。いつもなら「わたくしの覚悟はこの程度では小こ揺ゆるぎもしませんわ！」とか奮ふん起きするのだが。使いすぎて効果が弱まってきた？

「……はぁ。的まと外はずれなことを考えているのはわかりましたわ」

「う～ん」と唸る俺を見て、清歌は諦あきらめたように肩を落とすと、カウンターへと引っこんでいく。俺、落ち込ませるようなこと言ったかな？

　疑問符ふを浮かべつつ顔を正面に戻すと、スラ男が残念なものでも見るような視線を俺に向けていた。

「外様氏。鈍どん感かんと言われたことは？」

「たしかに妹がよく……てめぇ、清歌だけでなく、妹までストーカーしてやがったな！」

「誤解でござる！　外様氏に妹君がいることも知らなかったでござるよ！」

　うーん。兄として妹の障害になりそうなものは事が起こる前に排はい除じよしておきたいところではあるが、必死に首を振る姿は嘘うそを吐ついているようには見えないし……うん、もし妹の半径百メートル以内で見つけたらそのとき殺す、でいいか。

「いま、とても物ぶつ騒そうな決定事じ項こうが成なされた気がするでござる！」

「疑われたくないならストーカーをやめろよ。どうせ今日も清歌をつけてたんだろ？」

「我々はあくまでファンクラブ。清歌様を陰かげながら応おう援えんしているだけにござる」

「なら草くさ葉ばの陰から応援してやれよ」

「ナチュラルに死ねと言われた！　と、ともかく、我々は清歌様の生活を脅おびやかすものではないとわかってほしい。清歌様に気になる殿との方がたが現れようと、その殿方とよろしくしようと、そこに茶ちや々ちやを入れるつもりはないでござるよ」

　いつになく真剣な声こわ音ねのスラ男。一応信用してやるか。

「血けつ涙るいしながら、情じよう事じの一いち部ぶ始し終じゆうを見守るでござるよ」

　撤てつ回かい。死ねばいいと思うよ。

「お待たせしました。アイスコーヒーですわ」

　スラ男との話に一区切りついたところで、清歌が戻ってくる。俺の前に紙のコースターを置き、その上にアイスコーヒーのグラスを載のせて、ストローとガムシロップを並べると「ごゆっくりどうぞですわ」と言い置いて戻っていく。

　元がお嬢様だから、作法は一通り学んでいたのだろう。接客は問題なくこなしていた。

「ぐふふ。次は拙せつ者しやのターンでござるな。清歌様の初ケチャップをいただけると想像するだけで、下腹部がキュンキュンしてくるでござる」

　飲食店で気色悪いこと言わないでほしい。食くい気けが失うせる。それに〝初〟という言葉が妙みように引っかかるというか、なんだかナミトもお腹がぐるぐるしてきましたよ、こまつさん。

「おっと、拙者としたことが興奮しすぎて、鼻血が」

　スラ男は鼻を抓つまんで上を向く。いくらファンだからって、オムライスにケチャップかけてもらうだけで、鼻血が出るって……狂きよう信しん者しや過ぎて引くわ。

「お待たせしました。オムライスですわ」

　普通にオムライスの皿を置こうとする清歌に、にゃる美さんから再びダメだしが入る。

「もう、何度言ったらわかるのにゃ。ご主人様たちはここに非現実を求めて来てるのにゃ。普通に接客しちゃダメにゃよ」

「ちゃ、ちゃんと「ですわ」って言ってるじゃありませんの！　言われた通り素すですわ！」

「ちっがーう！　あなたの素はそんなもんじゃないはずにゃ。まだ一割の力しか発はつ揮きしてにゃい素にゃ。自分の可能性を信じるにゃ！」

「わけがわかりませんわ！」

　素って本気で出すものなの？という疑問が口をついて出そうになるが、清歌の助けを求める視線に気づいて嗜し虐ぎやく心しんをくすぐられた。ここは乗るしかない、にゃる美さんに。

「たしかにまだ本来の力とまではいかないな。普段の清歌はもっと傲ごう慢まんでプライドが無む駄だに高くて、融ゆう通ずうはきかないし、あと生活能力がポンコツでメンタル弱い」

「わたくしのこと、心の中では馬ば鹿かにしてましたのね！」

「で、でも、仕事に真面目なところとか母親思いなところは好感持てるぞ」

　掴つかみ掛かかってきそうな勢いで迫せまってくる清歌に日和ひよって、つい守りに入ったコメントをしてしまう。

「うっ……なんですの。それを先に言いなさいな」

　幸さいわい満足いくものだったようで、清歌は怒いかりを鎮しずめてくれる。

　誉ほめられて満まん更ざらでもないのか、髪かみの毛けをクルクル指に巻きつけて照れる清歌の横で「清歌ちゃん、チョロいにゃ」とにゃる美さんが驚きよう愕がくしていた。

「うぬぬ、今は拙者のターンでござるぞ！　オプションを注文してない外様氏は、拙者と清歌様とのふれあいを、ハンカチを噛かんで見ているがいいでござる」

　はいはい、わかりましたよ。と手を払はらう仕し草ぐさで応じて、アイスコーヒーをチューと啜すすって静観の構えをみせることで、今度は荒あらぶるスラ男の怒りを鎮める。

「わかりましたわよ。やればいいのでしょう、やれば」

　清歌も投げやり気味にオムライスの載のった皿をテーブルに置き、ケチャップを握にぎる。

「で、なんと書きますの。こっちはあなたの相手など一秒もしたくないのです。さっさとおっしゃってくださいな」

　とても客への対応とは思えないが「よくなってきたにゃ」とにゃる美さんは満足しているみたいなので問題ないのだろう。

「で、では、〝ＬＯＶＥますらおくん〟と書いてほしいでござる」

「ますらお？」

「おお、通つう報ほうを警けい戒かいして今まで名乗っていなかったでござるな。拙者、下の名前を〝丈じよう夫ぶ〟と書いて〝ますらお〟と読むでござるよ」

「とか言って、実は読み方〝たけお〟なんじゃないだろうな？」

「ぐぬっ、なぜ拙者の本名を！」

　図星だったらしい。俺に名前を言い当てられた、スラ男改め丈たけ夫おが呻うめいている隙すきに、

「できましたわ」

　清歌はさっさとオムライスにケチャップで文字を書き記したようだ。

　見下ろすとオムライスの上に綺き麗れいな筆記体で〝Kill Takeo〟と綴つづられていた。筆記体なのは、暇いとまなく書くことで一秒でもタイムを縮めたかったからだろうか。執しゆう念ねんを感じる。

「ぬほ！　嫌いや々いやなれど、清歌様のケチャップバージンは拙者のものとなったでござる。そしていつもながら容よう赦しやないお言葉に動どう悸きが止まらぬ！　ハァハァ」

「初しよ手てで、ご主人様に〝殺す〟なんて……すばらしいにゃ、清歌ちゃん。やっぱりわたしの目に狂くるいはなかったのにゃ」

「うぅ、非難されるべきことをしているはずなのに、なぜか評価が鰻うなぎ上のぼりですわ」

　なに言ってんだ。転んで水をぶっかけても、料理に虫が入っていても、キャラで許してもらえるとか最高の職場じゃないか。ぶきっちょなところが多々見受けられる清歌はいつかやらかしそうなので、ミスをプラスに還かん元げんできる職場なら俺も安心して預けられるし。

「むほほ。早さつ速そく清歌様がケチャップをぶっかけたオムライスをいただくでござるよ！」

　興奮のあまりキモさ八割増しの丈夫が、スプーンでオムライスを掬すくい口に含ふくむ。

「ぬ！　これはっ」

　ひと噛かみふた噛み咀そ嚼しやくしたところで、カッと両目を見開いたかと思うと、おもむろに両手を左右に広げて、

「めばごふげふげふげふげふ！」

　なにか言いかけたところで突とつ然ぜん咳せき込こみやがった。開いた口から飛び散るオムライスを咄とつ嗟さに飛び退のいてなんとか避さける。一瞬前まで座っていた場所には、赤い塊かたまりが――

「ごふげふごふごふ！」

「あれ？　なんかおかしくない？　あのオムライスの塊、なんかチキンライスとケチャップ以外の赤混じってない？」

　確認するために清歌とにゃる美さんに振り返ると、メイド二人の顔は固まっていた。

「げふ、ごっほ……ひっく……」

　硬こう直ちよくする二人の見つめる先、次し第だいに大人しくなった丈夫の方を俺おれも見ると、丈夫は椅い子すの背もたれに体を預けて、天てん井じようを見上げるような格好でビクンビクンと痙けい攣れんしている。ケチャップとご飯はん粒つぶで汚よごれた口元から、ツーと伝い落ちる赤い液体。

　俺は冗じよう談だん半分で顔に驚きよう愕がくの表情を貼はり付つけて、清歌へと視線を戻し尋たずねた。

「まさか、本当に殺やっちゃった？」

「んなわけないですわ！」

「ですよねー。ってことは、ケチャップをかける一手間で調理すらせず手軽に食べ物を毒物化してしまった、と。とんだファンタジースキルの持ち主だな、お前」

　内心で笑いをこらえつつ、同情の眼まな差ざしを向けてやると、

「そ、そんなっ」

　清歌も、自分の壊かい滅めつ的な料理スキルならやりかねない、と認めてしまったのか、顔を恐きよう怖ふで蒼あおくして一歩後ずさり、クルッと背を向けて店の奥へと逃とう走そう。

「清歌っ」

　やばい。ちょっとからかい過ぎた。まさか冗談を本気で受け取ってしまうとは。

「てめぇも死んだフリしてないでさっさと起きやがれっ」

「ぎゃふっ」

　俺は正面のでっぷりしたお腹を八つ当たり気味に人差し指で突き刺して、スラ男を目覚めさせると、硬直から回復したにゃる美さんが他のメイドさんに指示を出す声を背中に、俺は慌あわてて立ち上がり清歌を追いかけて、バックヤードへと飛び込む。面接を行った休きゆう憩けい室しつ前の廊ろう下かまで入ると、実習前に俺が通った裏口のドアがバタンと閉まるところだった。

　外に出られたら、見失う可能性がある。さらに足を速めて勢いよくドアを開けてビルとビルの間の狭せまい路地へと飛び出す。

　左右を一いち瞥べつするが人の姿すらない。もう歩道にでてしまったのだろうか？と内心焦あせって、走り出そうと踏ふみ出したとき、「ここ、ですわ」と弱々しい声に呼び止められる。

　声を探して歩道とは反対の路地の奥へと振り返ると、積まれた瓶びんケースの陰かげに背を預けて座る清歌の姿があった。

「よかったぁ。逃げたかと思ってびっくりしたぞ」

「ご冗談を。わたくしのせいでお店に迷めい惑わくをかけるわけにはいきませんわ」

　清歌は憔しよう悴すいした様子だが、無む理り矢や理り笑え顔がおを作って気き丈じように振ふる舞まう。だが膝ひざを抱かかえる指は力みすぎてまっ白になり、体は凍こごえたように震ふるえている。

　その光景を見た瞬しゆん間かん、胸の辺りを滅めつ多た刺ざしにされるような鋭い痛みが連続する。俺の軽はずみな行動が、清歌をこれほど傷つけてしまっていたなんて。自分の情けなさに、軽く目頭が熱くなった。

「清歌、ごめん。俺が――」

「外様さん！」

　謝罪を口にしようとしたそのとき、清歌が胸に飛び込んできた。

「うおっ。え、なに、え？」

　咄とつ嗟さのことでつい抱だきとめてしまったが、それを受け入れたとでも解かい釈しやくしたのか、清歌の腕うでが背中に回され、ぎゅっと抱きしめ返される。

「ちょっ、おまっ、なにしてんだよっっ」

　清歌は外国の血が入っているからか、発育のいい昨今の女子高校生の中でも身長は高いし、一部張り出している部分も見事な実りをみせているのだ。胸の下あたりに押し付けられたぷにゃりとした柔やわらかい感かん触しよくにドギマギしてしまい、必死に身をよじるが逆にむにむにと感触を味わってしまい「ひゃ～」となる。

　だがそんな嬉うれし恥はずかしな状じよう況きように浸ひたっていられるのも一いつ瞬しゆんのこと。ジャージの鎖さ骨こつのあたりにお湯を落とされたような熱い感触が広がり一気に冷める。

「お前泣いて――」

「わたくし、逮たい捕ほされてしまうのですわ！　お母様に更にご負担をかけ、お父様のお顔に泥どろを塗ぬる悪い娘むすめですわ！　偉えらそうなことを言っておきながら、叔父を見返すどころか、とんだ笑い種ぐさですわ！」

　ジャージの胸がどんどん水気を帯びていく。

　同じ彩詠の生徒にバカにされたときも、コンビニのバイト面接を門前払ばらいされたときも、怒おこったり落ち込んだりはしても涙なみだを流すことはなかった清歌が、こんなところで泣いている。それだけ家族に対して迷惑をかけたくないという思いが強いのか。

「ちょ、落ち着けよ。逮捕なんて大おお袈げ裟さな――」

　どうにか宥なだめようとする俺の声は、「それに！」と一ひと際きわ切せつ迫ぱくした声に遮さえぎられた。

「それに外様さんに会えなくなってしまうなんて耐えられませんわ！」

「え？」

　自分の耳が変になったんじゃないかと疑う。だって今でも俺への当たりが強い清歌が、俺と会えないことを耐えられない、とまで言うなんて……。

　真しん偽ぎを確かめるために視線を落とすと、ふとした衝しよう撃げきを与えるだけで壊こわれてしまいそうな危あやうく儚はかない表情の中、涙で揺ゆれるマリンブルーの瞳ひとみが縋すがるように俺を見上げていた。

「わたくしの意思なんてちょっと現実に打ちひしがれただけで簡単に折れてしまうほど薄はく弱じやくなものですわ。今だって抱きしめてくれているこの手を解ほどかれ突き放されたらと思うだけで、気を失ってしまいそうなのです！　外様さんが支えてくださらないと、また簡単に折れてしまいます。もう、外様さんの支えなしでは……っ！」

　言いかけて不意に清歌は息を呑のむ。儚げだった表情も凍りつき、次の瞬間いつもより露ろ出しゆつの多い肌はだが一瞬で沸ふつ騰とうしたように真っ赤になる。

「い、今のなし！　なし、ですわ～っっ！　忘れ、忘れてくださいましっっ！」

　恥はずかしさあまり悶もだえているのか、鎖骨の辺りに額をグリグリ擦すり付けながら清歌は懇こん願がんするように叫さけぶ。いや、もう手て遅おくれだから。もう本音はバッチリ聞き届けちゃったから。

　出会ってから短い時間ではあったが、清歌は何度かポキリと心が折れたことがあった。その都つ度ど諦めかけた彼女を強ごう引いんに引き止めていたことが、知らないうちに清歌の精神を支える添そえ木ぎのようになっていたのだろう。

　いつも気が強く傲ごう慢まんな態度なので気づかなかったが、清歌の心はまだ俺が添え木になっていないと壊れてしまうような危うい状態だったのだ。

　知ってしまった。わかってしまった。だったら責任を果たそう。助けてしまった責任を。

　俺は反射的に抱きしめてしまい離はなすタイミングを探さぐっていた両手に、逆に力をこめる。離さないという意思をこめるように強く、強く、清歌を抱きしめる。

「安心しろよ。簡単に投げ出したりしないから。なにもかも投げ出そうとしてたお前を引き止めたのは俺だ。引き止めた以上は俺の判断が間ま違ちがっていなかったことを証明するまではいい加減なところで放り出したりしないから。ちゃんと茨いばらの道を引っぱっていくから」

　腕の中の少女の体がピクンと震ふるえる。

「警察に捕つかまっても？」

　涙なみだでべったりと濡ぬれた顔が、不安げにだがようやく持ち上がり、俺を見上げてくる。

「……はぁ、そのことは本当にごめん。俺が悪かった！」

「なに、言ってますの？」

「まだ、わかんないのかよ。あれはどう見ても食べてる最中にしゃべろうとしたせいで、気管に入って咳せきこんでただけだし」

「なっ。で、でも、喀かつ血けつしてましたし、痙けい攣れんだって」

「ああ、それは――」

　言いかけたとき、清歌のスマホが震え始める。清歌が恐おそる恐る取り出すと表示はにゃる美さん。清歌は恐怖からか、表情を強こわ張ばらせたままフリーズしてしまったので、仕方なく清歌の手からスマホをひったくって俺が出る。「あ」と心細げな声が聞こえるが今は無視。

　にゃる美さんに清歌が無事なことを伝え、店での顛てん末まつを聞いて思わず「やっぱりな」と呆あきれ半分安あん堵ど半分の呟つぶやきがこぼれる。

　通話を終えスマホから耳を離すと、「わたくし、捕まってしまいますの？」と清歌は潤うるんだマリンブルーの瞳ひとみで不安げに見上げてくる。

「いや、捕まるどころか、『落ち着いたら実習の続きをするから戻もどってきて』だってさ」

　実際は『にゃ』とか語ご尾びについていたが、そのへんのクオリティは目を瞑つむってほしい。

「喀血は直前に興奮して出た鼻血が逆流して口から出たんだよ。それとお前が痙攣って言ってたの。あれ、痙攣は痙攣でも、ただのしゃっくりだよ。咳き込みすぎたせいで横おう隔かく膜まくを刺し激げきしたんだろ」

　興奮やら咳せきやらしゃっくりやらがいろいろ重なって一瞬意識が飛んだせいで、えびぞりの格好で動かなくなってしまったようだが、あの後すぐに意識を取り戻していたし。

「じゃ、じゃあ、無事ですのね！」

「あ、ああ。無事っていうか、もうオムライス完食してるってさ。清歌？　ちょ、ちょっと落ち着こう。ね？」

　ようやく早とちりだったことに気づいたらしい清歌はみるみる血色を取り戻し、それどころか今度は赤みを増し、恐きよう怖ふとは違ちがう意味でブルブルと震えだす。そして――

「あなたが紛まぎらわしいリアクション取るからですわ！」

　一いつ切さいの加減ない全力で突き飛ばされた。ガシャゴーーンッ！

「うぅ。一生の恥はじですわ……」

　瓶びんケースの下した敷じきになった俺の横で、羞しゆう恥ちに苛さいなまれた清歌が膝ひざを抱かかえて蹲うずくまってしまう。

「ご、ごめんなさい」

「……」

　瓶ケースの下で謝罪する。が蹲った清歌はなんの反応も返してくれない。清歌の許しを得るまで俺はここを動いてはいけない気がして、下敷きになったまま大人しくする。

「わたくしの家系は代々やることが極きよく端たんなひとが多いのですわ」

　不意にくぐもった声が聞こえた。清歌は顔を埋うずめたままだ。

「お父様も極端な人ですの。ダメな方向にばかり極端なわたくしとは違いますわよ。お人ひと好よしという意味で極端な、とても不器用な方ですわ。

　お客様も社員も、グループ会社も、自分の抱えたものは手放さず大事にする人です」

　表情は見えないが、清歌が苦く笑しようしているのはわかった。いつもよりも幾いく分ぶんか柔やわらかい声は、懐なつかしむように言葉を紡つむいでいく。

「もちろん家族も大事にする人ですわ。お母様もわたくしも、お父様の愛情に不満を抱いたことはありませんでした。ただ先せん述じゆつの通り優やさしすぎるのですわ。

　叔父が野心家であり、ＣＥОの座を父が手にしたことを酷ひどく妬ねたんでいることも、父は知っていながら、追放しないどころか取締り役の一席を与あたえていましたから」

　たしかに家族だとしても自分に敵意を持った相手を懐ふところに入れておくには、相当の覚悟が必要だと思う。創そう業ぎよう者しやの血ち筋すじという理由で、後のちにクーデターの旗はた印じるしにでもなられたらたまったものではないし、関係会社の社長の地位でも与えて大人しくさせておくとかくらいはするものではないだろうか。

「案の定、叔父に陥おとしいれられることになってしまいましたわ」

「陥れられる？」

　報道されている中には存在しなかった内容に眉まゆを顰ひそめる。清歌が伏ふせていた顔を上げる。その表情は、今言ったことが事実であると肯こう定ていするように悲しげに笑っていた。

「お父様が逮捕された件は叔父が仕組んだものですわ。叔父はＣＥОの座を手に入れるために、お父様が積極的に取り組んでいた事業の中に、会計が合わないように使し途と不ふ明めいなお金の流れを少しずつ紛まぎれ込ませていたのですわ。尤もつともこれは揉もみ消された事実で、今となっては証明も難しいことですが」

「なぁ、それってかなりやばい話なんじゃ……」

　恐る恐る問うと、「おっと」と清歌は口元を手で塞ふさぐ仕し草ぐさをして、

「ついつい喋しやべりに熱が入って漏もらしてはいけない叔父の悪事を喋ってしまった気がしますが、問題ありませんわ。万が一外様さんがこのことを誰かに口外しようものなら、わたくしともども仲良く行方不明になる可能性はありますが」

「とんでもない爆ばく弾だん共有させられちゃってんじゃねーか！」

　反省とか謝罪の気持ちも忘れて、思わず瓶びんケースを弾はじき飛ばして体を起こしツッコミを入れてしまう。

「わたくしが言いたかったのは、あなたもお父様に似て、情に厚く、途と中ちゆうで切り捨てるようなマネをしない、わたくしの一番好感の持てるタイプの殿との方がたということですわ」

「ごめん。誉ほめてくれてるみたいだけど、全然頭に入ってこない。つーか、その説明するために、とんでもない情報漏らしてくれてんじゃねーよ！」

「……これでも伝わりませんの？　わたくしかなり踏ふみ込んだ発言しましたのよ？」

「表に出しちゃいけない情報は、踏み込みすぎだろ！」

「そ、それはつい口が滑すべっ……同じ秘密を殿方と共有したいという乙女おとめ心ですわ」

「いじらしく言い直しても誤ご魔ま化かせないから。笑えないレベルの秘密だから！　状況的に、黒ずくめの犯行を目もく撃げきしちゃった名めい探たん偵ていくらいヤバイから！」

「その喩たとえわからないですわ。わふぅ総そう本ほん山ざんで喩えてくださいな」

「司会のアナウンサーが大おお御ご所しよ相手にも平気で失礼な対応をしたときのハラハラ感？」

　特にクイズコーナーでの扱あつかいが辛しん辣らつ過ぎて毎週ハラハラである。

「理解しましたわ。なぜ彼かのアナウンサーがまだ生きているのか不思議な位ですわ」

　理解されちゃったかー。お前は芸能界をなんだと思ってるんだ。俺もだが。

「それにこれは、さっきわたくしを傷つけたお返しですわ。これでもうあなたはわたくしから逃にげられませんから」

　清歌は逃がさないとでも言うように俺の手を掴つかんで微笑ほほえむ。

「傷つけた相手なら突つき放はなしてしかるべきな気がするけど？」

　しっくりこない対応に首を傾かしげると、清歌はなんだか不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。また空気の読めないことをしでかしてしまったのだろうか？

「はぁ。いいよ。今は強く意見を言えないし、お前が納得してるならそれで」

　冷静に考えたら、大企業の裏事情なんて興味ないし、話す相手もいないし、このまま自然と忘れて終わるだろうし……これは恥ずかしいので言葉にはできないが、突き放されなくてよかったと本当に安あん堵どしている。

　繋つながった手から伝わる少女の温もりに胸が高鳴るのを感じつつ、清歌に引っ張られる格好で俺は瓶ケースの山から立ち上がった。

　その後、無事清歌は本採用となり、めでたく念願のアルバイトにありついたのだった。

　あと、丈夫が悶もん絶ぜつしたのは、オムライスのあまりの美味うまさを「めばえ！」で表現しようとしたという下らない理由だった。
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〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟も四週目へと突入した。

　他の被ひ験けん者しやが手て馴なれてきたせいか、さらに経けい験けん値ちの獲かく得とくが難しくなっている。おかげで相変わらず経験値一桁けたの依い頼らいばかり。元々クリアすることに興味があったわけではないが、バーゲンセールに群がるおばさんのごとく高経験値の依頼を掠かすめ取とっていく廃はい人じんゲーマーたちを見ていると、ないやる気をさらに削けずられる。

　ここ一週間は清きよ歌かへの家事指導という、自分で言い出したために発生した責任も果たさなければいけないし、それに付ふ随ずいして〝真夜中の個人レッスン〟なる卑ひ猥わいなフレーズの料理講座を妹に開いてもらっている。おかげで俺の休きゆう憩けい時間は三時間ほど削られている。だが、決して苦痛ではない。むしろ楽しいとすら感じている。

「らしくないな、最近の俺」

　プロジェクトに巻き込まれてからの自分の姿は、自分でも不思議なくらい精力的だった。それまでの三年強の自宅警備員時代とは比べるまでもないほどに。

　湯ゆ遊ゆと清歌に関しては抱かかえ込こまないという選せん択たく肢しも選べたはずだ。こちらから踏み込まなければ、どこかの時点で関係は立たち消ぎえしていた。

　それでも俺は縁えんを切るまいと、関わり続けている。

　さて、今日も頑張るか。

「ん？」

　依い頼らい掲けい示じ板ばんを流し見ていると、経験値の項こう目もくに『６００』と書かれた依頼に目が留とまる。

　目の錯さつ覚かくではないのかとしばらく眺ながめてしまったが、一向に消えないし、誰だれかが依頼を受ける様子もない。注意指定は黄色、要注意指定は赤で表示されるはずだが、それもない。つまり依い頼らい人にんにも問題はない。

「どういうことだ？」

『ランク☆　依頼内容：明日行われる保育園のバザー準備手伝い。時間は準備終しゆう了りようまで。目安は午前十時から午後四時。延長の可能性もあり。定員三名』

　経験値は時じ給きゆう換かん算さんなので、最低でも六時間で『３６００』の経験値が稼かせげる。三週間でようやく経験値『８１２』である俺にとっては、高額ミッションである。

　だが不自然だ。どうしてこんな依頼が残ったままなのか？　高経験値の依頼に四六時中目を光らせているゲーマーたちが根こそぎ奪うばい去っていく現状において、『６００』という経験値は決して低いものではないはずなのだが。なにかの間違いではないだろうかと思いつつも、今までろくに経験値を稼げていない俺は、誘ゆう惑わくに負け依頼を受けてしまうのだった。

　依頼人は家から徒歩十分ほど、町を区切る川に架かかった橋を渡わたった先の隣となり町まちの住宅街の中にある〝こもれび保育園〟というところだった。

　辿たどり着つくと、保育園の入り口門もん扉ぴの手前の電柱に張り付く怪あやしい人物の背中を発見した。

「お、お前は！」と思わせぶりな台詞せりふを叫さけんでみると、電柱に張り付いていたそいつはビクゥゥン！と飛び上がり、電柱を盾たてにするように回りこんでこちらを窺うかがう。

　電柱から覗のぞいているのは『Yes We Can!』でお馴な染じみの某ぼう黒人大統領を彷ほう彿ふつとさせるマスクを被かぶった、ペールピンクの七分丈パーカーにベージュのレギンスの女。その佇たたずまいには見覚えがあった。

「マッキー、だよな？」

「あいのーまっきー。まいねーむいずこばま」

　たぶん英語をしゃべっているのだろう。小学生でももう少し発音いいぞ。あと首を振ふっているので「違ちがう」と伝えたいのだろうが『I know』は否定じゃない。

「で、マッキーはこんなところで何やってんの？　幼よう児じを見てハァハァするの？」

「ち、ちが……のーあいむはぁはぁ。あい……かむ？……あい……依頼を受けて来ました」

　マッキーは英語を諦あきらめたようだ。

「保育園の手伝いの依頼？」

「いえすうぃーきゃん」

「英語できないんなら、やめろよな。訳すのめんどいから」

　ジトッと睨にらむと、マッキーは跳とび上がり、完全に電柱に隠かくれてしまう。

「ご、ごめんなさい。ウイットに富んだ冗じよう談だんを言えば場が和なごむかと」

「ハハハッ、ご冗談を」

「いまのは冗談じゃないよぉ」

　マッキーは白い歯を見せた満面の笑えみで、悲しげな声を上げる。さっきから思っていたが電柱から覗く黒人大統領とか、軽くホラーである。

「まあ、いいや。じゃあ俺は行くから」

「ま、待って、わたしも一いつ緒しよに――」

「えぇ、俺まで不ふ審しん者しやと間違えられそうだから、三歩後ろをついてこいよな」

「思ったより突き放されなくてリアクションに困るよぉ。なんだか旦だん那なさんを支えるいい奥さんみたいな位置取りだね、てへへ」

　黒人大統領の顔でモジモジテレテレしながら、三歩分距きよ離りを開けてついてくるアニメ声少女。シュールな光景だな。

　弄いじっているうちに建物の玄げん関かん前、小さな靴くつが収まった靴くつ箱ばこの前に辿り着く。

「あの？　どちら様？」

　ひまわりのアップリケがついたエプロン姿の四十代くらいの女性がこちらに気づいて、不審者を見るような目で声をかけてくる。ここの保ほ育いく士しさんだろう。マッキーは保育士さんの視線から逃のがれるように俺の三歩真後ろで縮ちぢこまる。

「依頼を受けて来ました」

「ああ、例の。伺うかがっていますよ。後ろの方も？」

　合が点てんがいったのか警けい戒かいを解いて保育士さんが俺の後ろを覗き込む。俺もちらっと後ろを見ると、マッキーは「うぅ」と唸うなっていた。

「こいつは幼児を見てハァハァするひとです」

「違うよ！　外と様ざまくん！　紹しよう介かいするならもっと言い方考えてよ！」

　代わりに俺が紹介してやると、マッキーは慌あわてて飛び上がった。コバマ危機一いつ髪ぱつというゲームを考こう案あんしたくなる飛び上がりっぷりだった。

「依頼を受けて頂いたのは感謝しますが、ふざけた方は困るんですけど」

「ひっ」

　もっともな指し摘てきを受け、マッキーが再び俺を盾たてにするように隠れてしまう。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい」とマッキーは謝罪しつつも無む理り矢や理り剥はがされることを恐おそれるようにマスクの端はしっこをぎゅっと掴つかんで、ガクガクと震ふるえはじめる。

「あなたもですが、そういう遊び半分の気持ちで来られたのならお断りしたいのですけど」

　マスクがふざけていることは同感だが、ここまで追いつめなくても、と思っていると俺も睨にらまれた。容よう赦しやない。いや、昨今は不審者も多いし、これぐらい警戒して当然か。

　このまま二人まとめておっぱらわれるかと思ったそのとき、「ああ、なみとだ、なみとだぁ！」と幼い声と同時に園えん児じらしき男の子が飛び出してくる。

「なみと」「なみとがきたー」「なみとなみと」「あそぼー」「なんかへんなのもいる」「だいとーりょーかっかだよー」「くりきんとん？」「さんだーすめのくらげ」「とらんぷー」

　さらに聞きつけた園児たちがぞろぞろ現れ、いつしか十人程度の幼児に取り囲まれてしまった。そして割と有名なはずの黒人大統領の名前は一つも出てこない。

「と、外様くん、た、タスケテ」

　見知らぬ男にやたらと懐なついている園児たちに戸と惑まどう保育士さんと、その覆ふく面めんに興味を惹ひかれてやってきた園児に取り囲まれてオロオロしているマッキー。

「なみとはしめーするとー、とんでくるんだー」「あそんでっていったらあそんでくれるの」

　二週間、毎日のように湯遊が近隣の公園で俺のことを拡散してくれたせいで、知らないうちに界かい隈わいの幼児たちの中での知名度が大変なことになってしまっているらしい。

「あなたが例の〝ナミト〟さんですか……わかりました、あなたを信用しましょう」

「え、信用してくれるんですか？」

「ええ、あなたのことはこの子たちから聞き及およんでいますから。そうですか、だからこの依頼を受けられたというわけですね」

　なにか一人で納なつ得とくしたように頷うなずく保育士さんは、「気づいてなかったんですか？」と目を丸くして驚おどろいてから、説明を加えてくれる。

「この依頼は〝保育スキル〟『50』以上、もしくは〝工作スキル〟『50』以上でないと受けられないんですよ」

「……スキル？　ああ」

　経験値には働いた仕事に応じて蓄ちく積せきされる〝スキル経験値〟なるものもあったな。子どもたちに遊ばれてばかりだったのでスキルなんて関係ないと諦めていたが、湯遊率ひきいる子どもたちの波状指名を受けているうちに意図せずレベリングが成されていたらしい。

「あなたも子どもたちには好評のようですし、今日は様子見ということにしましょう……自宅警備員にもいろいろありますし、詮せん索さくするのは無ぶ粋すいでしたね」

　湯遊の迷めい惑わく行こう為いのおかげというのは釈しやく然ぜんとしないが、幼児たちに懐かれていたことが功こうを奏そうし、保育士さんの信しん頼らいを獲かく得とくできたようだ。

「わたしはひまわり組を担当する井いの上うえです。午前中は園児たちとバザーに出すアクセサリー作りをします。あなたたち二人は園児たちのお手伝いをしてください。午後からは保護者の方たちと運動場でテントの設営をお願いしますね。ではみなさん教室に戻もどってください」

　幾いく分ぶん態度を軟なん化かさせて名乗ってくれた井上さんは、切きり替かえるようにパンパンと手を叩たたいてテキパキと指示を出していく。

　学校の教室よりも広めのフローリングの部屋。足の短い折おり畳たたみ式の長テーブルが六つ正六角形を作るように並べられ、園児たちが作業を始める。

　ビーズが得意だというマッキーは、ビーズで犬や猫ねこ、ペンギンと次々立体のキーホルダーを量産しており、子どもたちに大人気である。

　マッキーはたぶん〝工作スキル〟を相当量溜ためたおかげでこの依頼を受けられるようになったのだろう。かくいう俺は――

「なみとくんはもなみのなの」「もなみちゃんだけおひざのうえずるい、みーちゃんもすわりたい」「つぎはあやのとあそぶのー」「みみはおんぶ」「おひるねのときぽんぽんしてー」

　女児がわらわら集まってきて取り合いを始められた。しかも俺の膝ひざの上に不ふ法ほう上じよう陸りくして領りよう有ゆう権けんを主張するもなみちゃんのせいで身動きが取れない。そして男児たちが遠巻きに俺を睨にらんでいる。幼児の社会がすでに世せ知ち辛がらいことを垣かい間ま見みて俺はげんなりするのだった。







　こもれび保育園も学校に倣ならって土曜日は半ドンで、どうしても親が仕事でいないという家庭の子以外は、昼食前に家路につく。残ったのは六人。今はお昼ひる寝ね中だ。

　午後からは保護者とテント設営などの仕事らしいが、ここでようやく依頼された理由がわかった。本命はアクセサリー作りではなくテント設営等の重労働の人員だったらしい。

　見たところ集まったのは父親三人と母親六人。父親のうち二人は運動しているようには見えないどころか頼たよりない風ふう体ていだし、母親六人は尚なおのことだ。マッキーは華きや奢しやっぽいので論ろん外がい。俺も親父おやじに殴なぐられていたおかげでタフさには自信があるが、基本引き籠こもりなので筋力は並以下だ。唯ゆい一いつアウトドアに見える男性はタンクトップ姿で逞たくましい筋肉を見せつつ、さっきから若い保育士さんを口く説どいているギャル男だし当てにならない。

　あと、おそらく奥おくさんであろう女性がさっきから怖こわい顔してるんですけど。

「ねぇ、君なんで覆ふく面めん被かぶってるの？」

　若い保育士さんは脈なしと思ったか、今度は俺の背後に佇たたずんだマッキーが標的になった。

「ねぇ、君、あれっしょ。ニートだべ。その首輪つけてる子ってニートなんしょ？　君、中学生、ってことはないよね？　十六はいってるよね？　顔見してよ、顔。可愛かわいい子だったら、俺マジ貢みついじゃうかも？　ねぇ、マジいい仕事も紹介するし。マジ親おや御ごさん楽させてあげたいっしょ。マジ、ちょっとでいいからお願い」

「うぅ」

　一児か何児かは知らんが父親とは思えないギャル男の質問攻めに、黒人大統領の白い歯、眩まぶしい笑顔が助けを求めるように俺を見ている。意味わからん。

「綺き羅ら星ぼしくんのお父さん。そういうことをされると困ります」

　執しつ拗ように詰つめ寄るギャル男に、眉み間けんに皺しわを寄せた険しい表情の井上さんから注意が入……え、綺羅星くん？　まさか名前じゃないよね？　銀河美少年的ななにかだよね？

「なに？　おばさんには用ないんだけど？」

　井上さんの頬ほおが引き攣つった。だがギャル男はまったく気にした様子もなく、邪じや魔まくさそうに顔を顰しかめる。流石さすが奥さんの厳しい視線すらどこ吹く風なだけある。その洞どう察さつ力りよくのなさは、妹に鈍どん感かんのお墨すみ付つきをいただく俺でも引くレベル。

「いま、この子と話してるところなんだよ。ねぇ」

　と愛あい想そいい顔で振ふり返かえると、すでに覆面少女の姿はない。「消えた！」と誰かがリアクションするほどのことではない。ただ、ギャル男から俺を遮しや蔽へい物ぶつにできる位置に移動しただけだ。気がつくといつも俺の三歩後ろにやつはいる。なんか怖こわい。

「なに、お前、彼かれ氏し？」

「冗談。こんなマスクウーマンを彼かの女じよにするほど血ち迷まよっちゃいませんよ」

　ギャル男は標的であるマッキーを遮さえぎる俺を不ふ愉ゆ快かいそうに睨みつける。マッキーが俺の惑わく星せいみたいに三歩離はなれた軌き道どう上じようを移動するから、あらぬ誤解を生んでしまったではないか。

「じゃあ、どけよ」

「俺は最初からここにいたんですから、通りたければ避さけていけばいいのでは？」

　反はん抗こう的てきと取られたのか「どけっつってんだよ」と突き飛ばそうと伸のばしてきた手をひょいと避ける。ついでにトントンと横にずれてマッキーへの最短コースを開けてやる。

「テメェ、このっ」

「わっ、どいてあげたんだからいいでしょうが」

「うっせ！　ニートのくせに生意気なんだよ！」

　すでにマッキーへと至る道に障害物はないというのに、ギャル男は理り不ふ尽じんにも俺に掴つかみかかろうと迫せまってくる。

「いい加減にしてください！」

　俺にひょいひょい避けられ苛いら立だちを募つのらせていたギャル男の頬をバチィィンと井上さんが叩はたく。叩かれたギャル男はギロッと睨むが、井上さんも負けじと睨み返す。

「これ以上、邪魔をするというならお帰りいただいて結構なので」

「けっ、ざけんじゃねーぞ。やってられっか。美み代よ子こ、帰っぞ。綺羅星連れて来い」

　譲じよう歩ほの余地なしといった井上さんの態度に腹を立てたのか、ギャル男は奥さんに吐はき捨てるように言って先にさっさと園を出て行ってしまう。

「あ、あの、ごめんなさい！」

　美代子さんは深々と頭を下げ、お昼寝中の綺羅星くんを呼びに玄げん関かんへと消えていった。

　気まずいムードではあったものの、そこは社会人。残った保護者は真ま面じ目めに割り振られた作業をこなしてくれて、今日中に行うはずの設営作業は完かん了りようする。

　それでも予定時間を三時間オーバーし、午後七時までかかってしまったが。

「じゃあな、マッキー。明日もここの依頼来るなら、また会おうぜ」

　明日のバザーでも手伝いの依頼を出すらしいので、求人数すら満たせない競争率の低い現状、面子メンツは同じになるだろう。マッキーの方も明日も依頼を受けるつもりなのか「う、うん。また明日」と挨あい拶さつを返してきた。

　別れを告げてから、しばらく歩いていると、三歩後ろを黒人大統領の覆面がちょこちょこついてきていることに気づく。やだ怖い！

「なぜ、ついてくる」

「わ、わたしのおうちもこっち、だから」

　自宅がある川向こうが俺のテリトリーだ。マッキーも今日は遠えん征せいだったのだろう。

「ってことはお前、小学校のころの同級生か？」

　俺は中学校、高校共に私立。中学は電車を乗り換かえて三十分くらいの場所で、高校は全ぜん寮りよう制せいだったので、マッキーと知り合いである可能性があるのは唯ゆい一いつ公立だった小学生時代だ。

「はうっ！」

　今まで特に追及されなかったのですっかり油断していたのか、不意打ちの質問にマッキーは仰ぎよう天てんして飛び上がる。

「ななな、なんのことでしょうかぁ？　コバマわかんなーい。そんなことより僕ぼくと契けい約やくして一緒に世界に武ぶ力りよく介かい入にゆうしようよ！」

　コバマときゅ○べぇとソ○スタルビーイングが混ざるほど動どう揺ようしているらしい。某ぼう大統領が武力介入とかしゃれにならなそうだな。本当にワルプルギスの夜来ちゃう。

「ふ、ふふ。それがわかったところで、クラスメイトの誰かまではわかるまい」

「ああ、そうだな。小学生のころのクラスメイトなんて一人も憶おぼえてないし」

　勉強に夢中だった俺おれは、勉強以外のものはすべて切り捨てていたので、クラスメイトなどひとりも憶えたことはなかった。

「うぅ、酷ひどすぎて、いっそ清すが々すがしいよ」

　少しは思い出してもらうことに期待していたのだろうか。希望の一切を断ち切る発言に、マッキーは傷ついた様子。

「で、でも、あれだよ。あ、アルバムを見れば――」

「お前は自分の正体知られたいのか、知られたくないのかはっきりしろよ。ちなみに俺、アルバム買ってないし」

　言葉の意味を上手うまく理解できなかったのか、「ふえ？」と小首を傾かしげるマッキー。

「俺、行事とか全部サボってたし、どうせ集合写真くらいしか写ってないだろ？　だから買わなかった。あれ、事前に申しん請せいすれば買わなくてよかったんだよ」

　運動会や修学旅行、卒業式まで含ふくめて行事は全て欠席していた。理由は単純、勉強以外に興味がなかったから。勉強以外になにも見ていなかった。娯ご楽らくも友情もすべて含めて。

「わたしも外様くんのこと、授業を受けてたときのことくらいしか憶えてないよ。何度か隣となりの席になったことあるけど、無視されたし。関わるとみんなにハブられちゃうし」

「気にすることじゃないだろ。俺がクラスの秩ちつ序じよを乱していたのは事実だしな」

　学生時代はずっと孤こ立りつしていたし、クラスメイトには嫌きらわれるタイプだったと思う。

　成績だけは常にトップなくせに、行事は徹てつ底てい的てきに休んだし、話しかけてくる声は事務的なもの以外あしらっていたし。とにかく協調性のない人間だった。

　だから俺のクラスでの扱あつかいは当然であり、クラスの意向に従い俺との関わりを避さけていたことにマッキーが罪悪感など抱く必要はないのだ。

「あの頃ころの俺が失礼なことしたなら悪かったな」

「う、ううん。今思えば外様くんの方が正しかったのかなって思うし。むしろ今は憧あこがれているっていうか、六年間も一緒だったんだからもっと仲良くしておけばよかったなって」

　社しや交こう辞じ令れいにしては声こわ音ねに強い翳かげりがあり、本心からの台詞のように思えた。

　俺の過去を肯こう定てい的てきに捉とらえる同級生がいるなんて思ってもみなかった。というより本心から俺を肯定したマッキーに不ふ穏おんなものを感じた。

　過去の協調性皆かい無むの俺を肯定的に捉えるということは、人との関わり合いを拒きよ絶ぜつしている世よ捨すて人を肯定しているようなもの。もしかしたらマッキーは人間関係が原因で自宅警備員になってしまったのかもしれない。

「って、な、なんでそんなにじっと見つめるの？　ち、違うよ！　憧れていたっていうのは、あれで、その、あれなの！　尊敬とかそういう意味で！」

　なぜかマッキーは狼ろう狽ばいし、必死に憧れの定てい義ぎを訴うつたえかけてくる。

「別にそういうつもりで見ていたわけじゃないんだが。それより六年間って……ずっと同じクラスだったのか？」

「あ、うん、そうだよ……ってしまった！　ずっと同じクラスだってことがばれた！」

「だからそれがわかったところで、クラスメイトのことなんて一つも憶えてないし、調べる意欲もないから焦あせる必要はないだろ」

「六年間一緒で、何度か隣の席にもなったのに。ううん、同じ班で活動したことだってあったのに、憶えられてないのは手放しで喜べないよぉ」

　ずーんと沈しずむマッキーは、「そういえば……」と呟つぶやき、俺へと黒人大統領の笑顔を向ける。

「外様くんは、どうして自宅警備員になっちゃったの？」

　同じ境きよう遇ぐうにある俺が、どういう経けい緯いで自宅警備員になったのか気になったらしい。

「ん？　あー」

　どう話そうかと少し過去を整理していたのが悪かった。言い辛づらいのだろうと誤解されてしまったらしい。

「ご、ごめんね、立ち入ったこと聞いて。憶えてもいないクラスメイトに話せるようなことじゃないよね」

　マッキーは恐きよう縮しゆくしきりで、ペコペコと謝あやまってくる。

「ああ、いや。別に話せないわけじゃない。俺にとってのターニングポイントとは言っても、毎日振り返っているわけじゃないからすぐには上手うまく説明できなかったってだけで」

　俺が自宅警備員になった理由は、夜よ毎ごと夢に出てきて魘うなされるようなトラウマタイプのものではないので、三年ほど経過した現在は意識の奥底に沈んでしまっていて、咄とつ嗟さに記き憶おくの引き出しから取り出せなかっただけの話だ。

「俺は高校でもお前の知っている通りの勉強にしか興味がないやつだった」

　両親は、子どもが少しでもいい生活を送れますようにと、胎たい児じの頃ころから音楽や英語を聞かせるような眉まゆ唾つばな胎たい教きようにも手を出す教育熱心な親だった。思い返せばもの心つく頃から勉強が主体の生活で、それ以外のものなんてほとんど与あたえられた記憶がない。

　幼よう稚ち園えんは定員からあぶれて入れなかったので、両親は私立小学校を諦あきらめて、六歳さいまでは家で勉強ばかりさせられて過ごした後、公立小学校へと入学することとなった。

　俺の社会不ふ適てき合ごうぶりは、小学校に上がったそのとき表面化することとなった。

　まず会話の内容に面白おもしろみを感じなかった。ドラマの話、バラエティ番組の話、アニメの話、ゲームの話、ホビーの話、家の近所の猫ねこの話、誰だれかと誰かの恋れん愛あいの話、誰かの悪口。俺はそのどれに対しても淡たん白ぱくな反応しか返せなかった。勉強している方が楽しい、と思っていたし、「勉強より楽しいの？」と尋たずねた覚えもある。

　最初は「お前勉強好きだなー」「変わってるなー」と苦く笑しようされるくらいだったが、そのうち声をかけられることもなくなった。

　別に悲しいとは思わなかった。だって俺は小学校に上がるまで家にいて、勉強以外のなにも教えられていないし、勉強以外の楽しいことを知らないから。

　それに学校という場所はなにもしなくても一人もあぶれないように勝手に補ほ正せいがかかる場所だから、それでもやっていけたのが大きい。

　体育の授業。二で割り切れず一余っても、先生とペアを組めばいい。

　班行動も、一人になにも仕事が与えられていなければ、なにか役割を与えるようにと先生に促うながされるし、一人に仕事を押おし付つけられても、みんなで分担しなさいと注意が入る。

　小学校という場所は誰かを疎そ外がいすることを許さない。少なくとも表面上は。

　だから不ふ便べんではなかったためか、自分が疎外されていることをなんとも思わなかった。

　俺は人間として破は綻たんしていた。破綻したまま、県内で一番の私立中学校に合格し、国内屈くつ指しの名めい門もん男子高校に合格した。

　全ぜん寮りよう制せいで、親おや元もとを離はなれても特に俺が変わることはなかった。高校一年の秋までは。

「外様くん、引くくらい頭いいよ！」

「そんなことないって。全国から集まった天才・秀しゆう才さいの中じゃ一番下のクラスだったし」

「自じ慢まんにしか聞こえないよぉ……」

「で、そこでも俺は変わらず勉強していたわけだが、破綻の最初のきっかけは夏休み明けくらいに進しん路ろ希き望ぼう調ちよう査さ票ひようを渡わたされたときだった」

　特に先のことなんて考えていなかった俺は、テキトーに有名な国内の大学の名前でランク順に第三希望まで埋うめて提出した。担任との面接では、第三希望くらいなら、うちの学校に入れる学力があれば十分届くだろうと言われた。

「一年生の夏って早くない？　っていうか、第三希望ならすでに楽勝だったの？」

「進学校だからそんなもんだよ」

　ただ、担任にこう付け足された。「その後は？」と。俺はなにも答えられなかった。黙だまってしまった俺に教師はさらに「ただ勉強をしているだけじゃなんの意味もない。勉強は君がなにかを得るための過程にすぎない。それに明確な目標を作って、その目標目指して努力する方がモチベーションを上げることにも繋つながるし、より効率的に勉強ができる」と。

　それは生徒の将来を思う教師からしてみれば、当然のアドバイスだったのかもしれない。だが、外様浪なみ人とという生徒にエリートコースを歩んでほしいと望んでいたのならば言うべきではなかった。俺にとっては致ち命めい的てきな一いち撃げきとなったから。

　俺は考えて、考えて、考えた。自分はなにを目指して勉強してきたのか。自分はなにを目指して勉強をすればいいのか。

　そして気づいてしまった。自分にはなにもないことに。夢が一つも思い浮かばないことに。夢もないのに自分はなぜか優ゆう秀しゆうな人々の中にいることに。

　そして足を止めた。前に進めなくなった。今まで勉強をするという行こう為いに盲もう目もく的てきに人生を捧ささげていた俺は、目を瞑つむって歩いていたようなものなのに、目を開けてみれば世界は真っ暗で、目指すべき光すら見つけられず、一歩も進めなくなった。

「俺は勉強することの意味を見み出いだせなくなって、勉強に手がつかなくなり、成績はみるみる下がって、あっという間に学年の底辺に落ちた」

　たぶんもうその頃の成績は、学校にいる資格すらないレベルだったと思う。

「それで、学校を辞やめたの？」

「いや。それでも赤点ではなかったからな。赤点ラインは八十点だったけど、七十点くらい取れれば、授業態度とか宿題提出、小テストの結果を加か味みしてくれるし」

　成績は底辺。向上心もない。

　仕組みとしては多少赤点ラインを割っても考こう慮りよしてもらえるから、生徒として居続けることはできる。が、教師からも生徒からも「よく赤点なんか取って、恥はずかしげもなく顔を出せるものだ」と嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつの視線を浴びせられることになった。

「あ、赤点ライン八十点っ？　わたしなんて赤点ライン三十点でもギリギリだったのに」

「お前のおつむが残念なのは、英語力から察してはいたが、壮そう絶ぜつだな。もしかして留りゆう年ねんしたから学校辞めたとか？」

「違ちがうよぉ！　勉強以外の事じ情じようだよぉ！」

　また、自分で情報漏ろうえいしてるし。

　それはともかく、成績が落ちたことを心配した担任には「目標が見つからない」と正直に相談した。担任は「今の成績でもそれなりの大学なら進学は問題ないだろうし、焦あせらずゆっくり考えるといい」と言ってくれた。その言葉で少しだけ楽になったことは覚えている。今にして思えば、俺の担任はエリート志向の強いあの学校の教師にしては向上心とか競争心みたいなものを煽あおらない異色なタイプだったと思う。学力が一番下のクラスの担任だからかもしれないが。

「まあ、教師の励はげましもあって、俺の成績はとりあえず赤点ラインより上を維い持じできるまで持ち直したわけだ。それでも相変わらずビリだったけど」

「なんかもう自じ慢まん話にしか聞こえなくて、ちょっとイライラしてきたよ。早く没ぼつ落らくしてくれないですかね」

　歴史の教科書とかで時代の流れを頭に入れた上で大たい河がドラマとか見ているひとが、壮そう絶ぜつな最後を遂とげる登場人物に対して、「あの武将まだ死なないなー」とか言っているのと同じものを感じた。そんな失礼なことを言うやつだったのかね、この娘こは。

「んで、二つ目の致ち命めい的な出来事は文化祭だ」

「文化祭なんて外様くん無視するひとでしょ？」

「全寮制の学校じゃ逃げようがないだろ？」

　親に「病びよう欠けつです」と連れん絡らくしてもらうのとはわけが違ちがう。申しん告こくすれば、熱を測らなければいけないから仮け病びようは通用しない。

　逃げ場がないので、仕方なく文化祭のために設けられたホームルームに出席していたら、なぜか勝手にクラスの委員二人のうちの一人にされてしまった。

「あとで知ったんだが、どうやら生徒の中に成績至し上じよう主しゆ義ぎのスクールカーストがあったらしい。だから最下位のやつは発言力が最も弱かった」

　成績的に上位のクラスになると全員成績がカンストしていてどんぐりの背比べなので、クラス内での差別意識は薄うすいようだが、下のクラスは自分の優位を誇こ示じしたいがためか、成績の優ゆう劣れつで露ろ骨こつにクラスでの地位を決めていた。最下層クラスともなれば、順位が一つ違うだけで、下の人間が上の人間に逆らうことすら許されないみたいな風ふう潮ちようがあった。

「そ、それってまずくない？　最下位の外様くん、いびられちゃうよ？」

「まあ、そうだったらしい。気づかなかったけど」

「そういうところは変わらなかったんだね……」

　成績が落ちてから、いろいろ言ってくるやついるなーとは思っていたが、それだけだ。虐いじめなんて発覚したら自分の経歴に傷がつくので、直接的なことはなにもされなかったし。それに聞き流しているうちに、張り合いがないと連中も離れていったし。

「でも、俺のいつもの対応は、あの学校では摂せつ理りに反する行いだったみたいだ」

　最下位の人間は、上の人間の自じ尊そん心しんを満たすための存在にならなければいけない。そんな暗あん黙もくのルールを無視し、嫌いやなことは嫌と言う俺を、クラスメイトたちはターゲットにすることを諦あきらめた。それは成り立っていた世界の仕組みに歪ひずみを生むということだった。

　出来た歪みは埋うめなければいけない。誰が？

「結果、俺より一つ上――ワースト２の生徒が虐めのターゲットになった」

　もちろん手は出さない。陰かげ口ぐちやちょっとしたパシりをさせられる程度だったけど。

「自分が虐められているのにも気づかない俺が、他人が虐められていることになんか気づくはずもなく。俺は周囲の変化にも気づかず将来に悩なやみながらも今まで通り生活していた」

「あれ？　そのワースト２のひとってもしかして……」

「おお、頭悪いマッキーにしては鋭するどいな」

「酷ひどいよぉ！」

「そうだよ。そのワースト２がもう一人の文化祭のクラス委員に選ばれた生徒だった。で、当然のごとく俺たちは文化祭の仕事をクラスメイトたちから丸まる投なげされ、さらにワースト２のやつは俺に仕事を全部押し付けた」

「ええ！　外様くん全部仕事押し付けられちゃったの？　そんなの一人で大だい丈じよう夫ぶなの？」

「無理に決まってるだろ。いいかげんな研究の展てん示じくらいならまだしも、うちのクラス、教室はパンケーキ屋、外の屋台はクレープ屋だったしな」

「ずいぶんと可愛かわいらしいチョイスだね。えっと、男子校、だよね？」

「男子校だから女子に飢うえてたんだろ。他のクラスもやる気のあるところは、結構女子受けするような出しゆつ展てんだったし」

　良家の男子が多い上位クラスでは、本格的な執しつ事じ喫きつ茶さとかやってたし。顔立ちもいいし、礼れい儀ぎ作さ法ほうを学んでいるだけあって、もてなしも完かん璧ぺきで好こう評ひようだった。

「それはいいとして。機材の手続きに屋台の設置、材料の買かい出だし、看かん板ばんの製作と飾かざりつけ、あと予算計上とか申しん請せいとか。とても一人で手が回るはずがない。だから当然――」

「ばっくれたんだね。それで袋ふくろ叩だたきにされた！」

「おい、そんな無責任なことするわけないだろ！　俺に喧けん嘩か売ってるんなら、金・プラチナのごとく高く買かい取とってやるぞ？」

　マッキーのゴム製の頭を軽く叩くと「ふええ」とアニメ声の悲鳴が上がる。

「普ふ通つうに担任に言ったんだよ。『他の生徒が手伝ってくれません』って」

　それで全て解決した。クラスメイトたちは先生のお叱しかりを受けて、みんなで改めて役割分担を決め、前日までに準備を終え、文化祭は上々の成せい果かによって幕まくを閉じた。

「……あの、上手うまくやっているように見えるんですけど？　むしろ物語としては起き伏ふくがないくらいすんなり事が運んでるよ？」

「いや、教師に言えば、だいたいのことはあっさり片付くだろ？　まして俺の通っていたのは進学校だし、暴力や虐めに手を染そめるのはリスキー過ぎる。バレたら一発退学だからな。そういう場所では、間ま違ちがっていることを間違っているとはっきり言う方が圧あつ倒とう的てきに有利なんだよ」

「でも、それじゃ、虐めとかスクールカーストなんて存在しているのおかしくない？」

「違うね。間違っていると言えば通るのと、間違っていると声を上げるかは別の話だ。虐めやスクールカーストが存在できたのは、声を上げるやつがいないからだ」

　俺は言う奴やつだった。だから文化祭のときも、迷わず教師に上じよう申しんしたのだ。

「あいつらは言わないんだよ。プライドがあるからな。虐められてるなんて、苦しいなんて、自分が惨みじめな存在だ、なんて認められない。たぶん最下位クラスの連中でも中学までは結構上位組にいたやつばかりなんだと思うけど、エリート意識があるんだ」

　俺が見ていなかったものを凝ぎよう視しさせられたのは、文化祭の後だった。成績が上の連中からは見下され言いなりになり、本来捌はけ口ぐちになるべき最下位は自分の立場を弁わきまえない。おかげでワースト２の中に溜たまりに溜まった感情がいよいよ許容限界を超こえたのだろう。

「言われたんだ。『どうしてお前は大人しく俺の指示に従わない。どうして唯い々い諾だく々だくと押し付けられた仕事をこなさない。どうして上の連中の嘲ちよう笑しようを、罵ば倒とうを無視する！　なんで俺が虐められなきゃならない！　なんで俺より下のお前なんかが、クラスで一目置かれてるんだ！　お前が受けるべき仕し打うちをなんで俺が受けなきゃいけないんだ！』って」

　あの時俺に迫せまってきたあいつの形ぎよう相そうは、記き憶おくが風ふう化かしていてもはっきり覚えている。あのとき放たれた言葉は一言一句忘れていない。あのとき感じた絶望は忘れない。

「俺はあのとき、ワースト２には悪いが、怒いかりをぶつけられている中で、まったく違ちがうことに意識を向けていたんだ」

　勉強ができるって、こんな醜みにくい姿になることなんだ、と。弱いものを見下し、強いものにへつらって。上を目指すのではなく、下に理り不ふ尽じんな責めを向けることしかできない。こんな醜いことを考えるような人間の向かう場所へ俺は歩いていたんだ、と。たかが高校でこのレベルなら、もっと上にある社会はもっと酷ひどいに違いない。ライバルを蹴け落おとし、上の者を引きずり落とし、権けん謀ぼう術じゆつ数すう飛び交かう魔ま境きようのような場所を思い描えがいたら頭から離れなくなった。それで俺は完全に冷めてしまった。勉強することが、魔ま物ものかなにかへ変身するための儀ぎ式しきみたいなおぞましいものに見えてきて。

　今にして思えば浅はかな考え方だと思う。でもあのときの俺は、光すら見えなかった自分の行く先におぞましい闇やみを見た衝しよう撃げきで完全に勉強というものを嫌きらってしまった。そしていよいよ勉強する意欲を失ってしまった。

　高校にいることにも嫌けん悪おを覚えるようになって、親に辞やめたいと話したがもちろん「辞めていい」なんて言ってもらえなかった。だから勝手に実家に帰って、怒おこった親父に家から閉め出され、だけど逆らう気力もなくて「まあ別に死んでもいいか」と秋の寒い庭先で野の宿じゆくしていたら、肺はい炎えんになるほど風邪かぜが重じゆう症しよう化かした。それで両親の心が折れたのか、やっと学校を辞めさせてくれた。

「な、なんかいきなり壮そう絶ぜつな感じになったね……」

「その後は家に引きこもって、アニメを中心に今まで自分の見ていなかったようなものを見るようになった。そのおかげか感かん性せいは昔の自分よりはマシだって思う」

　子ども向けアニメだからと言ってバカにできない。まだ俺が赤ん坊だったころにやっていたものから最近のものまでを毎日何本も見ているうちに、魔ま法ほう少女やヒーローの少年少女が毎回ぶつかる苦く悩のうを仲間と共に乗り越こえていく姿は、欠けつ損そんの多かった俺の心を遅おくればせながら真っ当なものへと成長させてくれた。

「今なら小学校時代のクラスメイトにも共感できる部分はあるし、俺に怒ど鳴なり散らしたワースト２の気持ちもわからんではないからな」

　俺が悪いとまでは思わない。虐めや上下関係が常じよう態たい化かした場所に馴な染じむ気はないが、俺が無関心だったせいで空気が悪くなった部分については反省している。

　そういう意味で、俺はむしろまともになったと思っている。勉強をすること以外特になにも考えていなかった視し野や狭きよう窄さくにも程ほどがある当時よりもよっぽど。

　まあ、感性がまともになっても、未いまだ進むべき道は見えず、暗くら闇やみを歩く気力も生まれないダメダメな自宅警備員なわけだけど。

「昔より人間味があるのは認めるけど、いじめっ子になってるのはマシって言うの？」

「ほお……言うじゃないかマッキー」

　俺がジト目を向けて、低い声で威い嚇かくすると、マッキーは肩かたを跳はね上げて怯おびえる。

「ま、否定はできないな」

　これはつい最近まで他人に嫌きらわれようとして冷たい態度をとったり、ときにはあからさまに嫌いやなやつを演じてみたりしていた結果身に焦こげ付いてしまった悪あく癖へきのようなものだ。

「思い返せば、最近の俺、小学生女児をからかって本気で怒らせたり、女子高校生に普ふ段だんより露ろ出しゆつ度どの高い服を着せて羞しゆう恥ちで真っ赤にさせたり、女子高校生を軽くからかうつもりが本気で不安にさせたりしてたな」

「ふえええっっ！　なにやってるのっ？　ホントなにやってるのぉっっ！」

　マッキーにしては珍めずらしい腹の底からの叫さけびだった。

「見た目と頭脳は大人だけど、精神はついつい可愛い女の子（マッキーを除く）をいじめちゃう小学生レベルってことかな？」

　勉強以外無関心時代の悪癖に、アニメで知識としては倫りん理り観かんを学ぶことはできたがリアルな経験が伴ともなわない未熟さが合わさった結果、俺の精神年ねん齢れいはまだ実年齢に追いついていないらしい。

「見た目と頭脳が大人で女の子いじめてたら、それもう犯罪者の絵え面づらだよぉ！」

　マッキーを除くはスルーされた。

「お前はブスだと暗に言われているんだが、反論しないのか？」

「わ、わたし可愛くないから、大丈夫だよぉ、えへへ」

　マッキーは黒人大統領のマスクの端はしを両手でぎゅっと握にぎって言う。明るく振ふる舞まおうとしているが、その声はわずかに震ふるえている気がした。

「……外様くんはやっぱり違うんだね」

　ポツリと呟つぶやいた一言が酷ひどく遠く感じられた。ついさっきまで物理的な距きよ離りである三歩分の距離感で話していたのに、今の一言は月を見上げて「綺き麗れいだね」と月に語りかけているような遠さがあった。

「一番大切な自分の根幹は、どんなに辛つらくても、どんなに否定されても、周りに流されて変わってしまうことなく、沢たく山さんの衝しよう突とつと摩ま擦さつを繰くり返しても歪ゆがんでしまうことなく、今まで守ってきたんだから」

　信しん仰こうにも近い、自分とは違う領域の存在へ向ける憧れの感情がその声には含ふくまれていた。

　言い終えたマッキーは一歩分俺から距離を離はなす。たった一歩分なのに遥はるか遠くへ行ってしまった気がした。

「わたしはこっちだから。じゃあね、外様くん」

　マッキーは会話している途と中ちゆうで少し通り過ぎてしまった路地を指差して言う。

「……おお。また明日、でいいんだよな？」

　いつの間にか胸の辺りに溢あふれていた不安が、咄とつ嗟さに牽けん制せいの言葉を口にさせる。

「……うん、また明日。バイバイ」

　マッキーは少し考えたあと小さく頷いてから、パタパタと小走りで他の路地へと消えていった。

「はぁ……」

　マッキーの足音が消えてから、俺は肺に溜たまった重いものを吐はき出すように溜ため息いきを吐つく。

　ちゃんと考えれば簡単にわかることだった。いや、俺はすっかり自分基準で〝自宅警備員は社会不適合者のダメなニート〟と自宅警備員を規定していたせいで、そういったことへ向ける意識が知らず希き薄はくになっていたのだろう。

　中には、本人の意思に関係なく、やむにやまれず脱だつ落らくした者がいることに。
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「まったく。昨日はぜんぜん指名できないからどうしたのかって思ったわ」

　午前七時、最も寄より駅えきの構内にある全国チェーンのハンバーガーショップのテーブル席。

　不満げな声にスマホから顔を上げると、向かいに座すわる湯ゆ遊ゆはむすっとご機き嫌げん斜ななめな顔。

　服装は今日も凝こっている。水色のオフショルダーネックの長なが袖そでシャツに、丈たけの短い赤チェック柄がらのプリーツスカート。足には黒タイツを履はいている。ヘアバンドで髪かみをすべて上げ、露あらわになったおでこは、ゆで卵のようにツルンとしていて触さわり心地ごこちが気になる。

「だから昨日は朝から晩までずっと同じ依い頼らい受けてたんだ。で、今日もそうなる」

「むぅ」と湯遊はジュースのストローから息を吹ふき込みプクプクさせて、尚なおも不満を示す。

「ほ、ほら、埋うめ合わせならするから」

　別に独どく占せん契けい約やくしているわけでもないのに、どうして俺が依頼を受けられない程度で文句を言ってくるんだ？　そしてなんで俺は埋め合わせなんてしているのだろうか？　と、頭の片かた隅すみで疑問に思いつつも、俺はご機嫌を窺うかがってしまう。

「わかったわ。じゃあ、自転車」

「自転車？」

「の、乗り方教えてよ……乗れないのよ、悪い？」

　小六になってそのカミングアウトはさぞ恥はずかしいことだろう。頬ほおに朱しゆが差し、照れ隠かくしに非難めいた視線を向けてくる。

「悪くはないけど、意外な弱点だなぁと。あ、じゃあ、ついでにプールにも行くか？」

「へ、プール？　ななななんで脈みやく拍はくもなくそんな話になるのよ？　そんなこと急に言われても水着なんて学校用のしか持ってないし。そもそもわたし泳げないんだけど」

　落ち着きを失い脈拍が上がっているであろう湯遊に「脈みやく絡らくな」と訂てい正せいを入れる。

「泳げないからだよ。また溺おぼれそうになったら大変だろ。いつも俺が傍そばにいるわけじゃないしな。できないことはできるようになっといた方が俺としても安心だし。水着だって趣しゆ旨し的に学校用ので十分だよ」

　清きよ歌かとは違うが、湯遊も家庭に問題を抱かかえている。今後なにかあったときに一人でも対処できるように、少しでもできない事は克こく服ふくさせておく方が彼女のためな気がするし。

「うぅ、なによ。水着姿が見たいとかじゃないんだ」

　湯遊はプールが嫌いやなのか、頬を膨ふくらませてなにかブツブツ言っていた。

「ま、いいわ。プール楽しみにしてるわ」

　とりあえず納なつ得とくしてくれたのか、湯遊はフグのように膨らんでいた頬を萎しぼませて言う。が頬に差していた朱色がさらに赤みをまし、「だ、だけど」と強こわ張ばった声がまだ続く。

「だけど、ね。ら、来週は空あけておくのよ」

　湯遊は緊きん張ちよう気味にどもりながらそう続け、不安げに俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「来週？」

　湯遊は頷うなずく。

「……そう。この前の二者面談のときはいきなりだったから、今度は早めに言っとく。昨日や今日みたいなこともあったら、当日呼べないし。

　あのね。来週の日曜日、保護者参加のレクリエーションがあるの。だ、だからナミトに、その……一いつ緒しよに出てほしくて」

　湯遊は真っ赤な顔で愛の告白でもするように言って、勢い任せに一枚の紙を突つき出し、

「それにサインしといてね明日の朝受け取るから！」

　と一息に言うと、プリントを押し付けるなり席を立ち、逃にげるようにぴゅーっとフードコートから走っていってしまった。







　午前八時。

　湯遊の指名時間である一時間が終わったところで、すかさずスマホが震ふるえ新たな指名が入ったことを報しらせた。

　その足で向かったのは、メイド喫きつ茶さ大おお山やま。

　店の前までやってくると、『ＣＬＯＳＥ』という看板がかかったドアが開き、彩さい詠えい女学院の制服を着た清歌が姿を現す。

「お待ちしておりましたわ」

　十一時から開店なので、招き入れられた店内にはまだ店員の姿がなく心持ち寂さびしいが、店主が料理の下準備はしているようで食欲をそそる匂においで満たされている。

　今日は客もいないので中央の席に案内され、円テーブルの一いつ脚きやくに座る。

「で、昨日はなにしてましたの？」と、唐とう突とつに責めるトーンの声が尋たずねてきた。見上げると清歌は、ただでさえ気の強そうな目をさらに吊つり上あげて俺を睨にらんでいた。

「昨日お昼から夕方まで何度も指名しようとしましたのに、一度も成功しませんでしたわ」

　どうやら湯遊と同じ理由で、清歌も怒おこっているらしかった。

「それに今朝も早くに依頼しようとしたら、すでに他の依頼を受けていますし！　今日も指名できないのかと思いましたわ！」

　そこも湯遊と同じ発想で、朝俺を指名しようとして競せり負けていたらしい。清歌らしくもなく、指名できなかった程度のことなのにしゅんとしている。研けん修しゆう初日、彼かの女じよのとても弱い部分を晒さらけ出されてしまっているだけに罪悪感がチクリと胸を刺さした。

「すまん。昨日は長時間使う依頼を受けててな。このスマホ、依い頼らい人にんとやり取りできないし、伝える術すべがなかったし」

　社会実験用に配られたスマホは、ヘルプや緊きん急きゆう時の通つう報ほう以外での通話・メール、さらにアプリのダウンロードなど私用では使用できない仕様になっている。しよう、うるさい！

「なら家かお店に連れん絡らくするなり、直接来るなりすればいいでしょうに」

　別に毎日会う約束をしているわけでもなかったので、そこまでは思い至らなかったが、清歌の寂しげな表情を見ていると、明日からは連絡しなければ、という気持ちになる。

「もしかしてなにかトラブルでもあったのか？」

　同時にそんな不安を覚える。

「そういう話をしているわけじゃないですわ！　はぁ、あなたというひとは……」

　助けを呼びたいタイミングに、俺が指名できなかった。なんて場面があったのかと思って尋たずねたのだが、否定された上に諦あきらめたような溜ため息いきを吐つかれた。

「また俺の鈍どん感かんな部分が、なにか粗そ相そうをしましたか？」

「……わたくしからはなんとも。これは自分で気づいていただかないと意味がないというか、わたくしの口から告げるともはや告こくは、く……いえ、ともかくお気になさらず」

　言ってくれれば直す気はあるし、直したいとは思っているのだが、誰だれも彼かれも鈍感な部分について具体的な言げん及きゆうを避さけるので原因究きゆう明めいができないんだよなぁ。

「……まあ、それはいいですわ。それだけ頼たよりにされて、好かれているということなのでしょうし。懇こん意いにしているあなたの評判が悪いでは、紹しよう介かいするときにわたくしが困ってしまいますわ」

「紹介？　俺は誰かに紹介されるのか？」

「な、なんでもありませんわ！　お母様とかにいずれ挨あい拶さつくらいする機会があるかもしれないでしょ！　あ、お水も出さず申し訳ありません！」

　清歌はパタパタと両手を振って否定すると、逃げるようにカウンターへ向かう。そんなに必死に補ほ足そくしなくても、と思うほどの慌あわてようだった。

「清歌に恥はじをかかさないような紹介なんてどう考えても無理だろ。自宅警備員だし。他のやつに頼りにされてるとかでもない。忙いそがしいのはどこぞの悪ガキが俺のフルネームを拡かく散さんしてくれたおかげで、面白おもしろ半分で俺おれを指名してくるチビッ子が群むらがってきているだけだし」

「それを好かれていると言うのですわ。小学生以下は一日に一度しか依頼できませんわ。有効活用の方法ならいくらでもあるのに、わざわざあなたのために費ついやしていることをもっと自覚するべきですわ」

　そういえばそんな設定だったな。子どもたちは波は状じよう攻こう撃げきを仕し掛かけてくるので、連続稼か動どうで遊ばれているうちに、貴き重ちような指名を使ってくれているなんてことはすっかり意識しなくなっていたが。あれ？　でもそれは清歌も同じはず。

「つまり毒を吐はきつつも、清歌も俺を好いているってこと？」

　清歌の推すい測そくが正しいならば、清歌もその公式に当てはめられるのでは？と思い、冗じよう談だんのつもりで言ったのだが、カウンターでグラスに水を注そそいでいた清歌は、

「あ、あくまで愚ぐ鈍どんで蒙もう昧まいで浅せん慮りよな子どもたちならの話ですわ！　それをわたくしがあなたに好感を抱いているなんて、曲きよつ解かいも甚はなはだしいですわ！」

　背中を向けたまま裏返りそうな声で猛もう然ぜんと抗こう議ぎしてきた。

　相当怒おこらせてしまったらしい。剣けん幕まくに揺ゆれる薄い金きん色の髪から覗のぞく耳や首くび筋すじが真っ赤なので、顔はきっと鬼おにの形ぎよう相そうになっていることだろう。想像するだけで背筋が寒くなった。

　それにしても子どもたちを貶おとしめすぎだろ。

「……藪やぶ蛇へびでしたわね」

　清歌は俺に背を向けたまま、押おし殺した声でなにごとか呟つぶやいたあと、気を取り直して水の入ったグラスと皿をお盆ぼんに載のせて戻もどってくる。

「無む駄だ話は終わりですわ。さっさと本題に入りましょう」

　想像していた鬼の形相ではなかったが、怒いかりの名残なごりか磁じ器きのような白い肌はだはまだ赤みを帯びたまま。口調も無む理り矢や理り平へい静せいを装よそおうような固さがあり、少しでも癇かんに障さわると再び爆ばく発はつするのではないかと、呼吸一つにも気を使ってしまう。

　そんな張り詰つめた空気の中、清歌は水の入ったグラスを置いてから切り出す。

「昨日指名しようとしたのもそのためだったのですわ。土曜日で学校が午前中までだったので、初めて昼食時にアルバイトに入ったのですが、おかげで初めて賄まかないのお手伝いをさせてもらったのですわ。と言っても野菜を切ったり、言われた通りにお鍋なべに具材を入れたり、最後に盛り付けしたりしただけで、自分で作ったというほどではないのですが」

　清歌はモジモジと太ももを擦すり合わせながら、照れくさそうに成せい果かを語ってくれた。

「へぇ。よかったじゃないか。それで味は？」

「美味おいしかったですわ」

　清歌ははにかんだ笑えみを浮うかべた。どんな簡単な料理を作っても失敗していた清歌からすれば大きな成果だったのだろう。

「だからぜひとも外と様ざまさんにも食べてほしかったのですわ。なのに指名できませんし……」

　清歌はいじけたように唇くちびるを尖とがらせて言うと、俺の前に皿を置いた。

「昨日の賄いはありませんから、あらためて自分で作ってみましたの」

「ん？　これは……おにぎ、り？」

「なぜ、疑ぎ問もん符ふをつけましたの！　おにぎりかどうかも判はん然ぜんとしないと？」

「いや、だって。おにぎりにしては前ぜん衛えい的てきというか……なんかナマコとかヒトデを彷ほう彿ふつとさせる形してるし」

　一方は俵たわら型がたにしては長さがあり、水分を吸った海苔のりが張り付いて鈍にぶく輝かがやく表面はやたら凹おう凸とつが目立つし、もう一方は星型にしては丸みがあってクネクネしている。はっきり言ってあまり食欲は出ない見た目だ。

「うぅっっ！　じゃあいいですわ！　呼び出した挙あげ句く、お粗そ末まつなものを出して申し訳ありませんでしたわね！」

「あ、いやいや、食べるって」

　今にも零こぼれ落ちそうな涙なみだを目の端はしに溜ためた清歌が皿を引っこめようとするので、慌あわててナマコ型おにぎりを掴つかみ、一気に半分丸まる齧かじり、もう半分を続けざまに口に押し込む。

　味は……普ふ通つうだ。不自然な苦にが味みや酸さん味みとかはなく、米と海苔と薄うっすらと塩の味がする普通のおにぎりだ。少し時間が経たっているからか冷えてパサついてはいるが、不味まずいなんてことはなかった。

　両手を合わせて祈いのるように俺の反応を窺うかがっている清歌に、

「普通のおにぎりだ」

「お世せ辞じではなくって？」

「嘘うそで誉ほめるんだったら『美味うまかった』って言うよ」

　清歌はプッと吹き出した。

「美味しくはなかったのですわね」

　清歌は肩かたを何度も上下させて力なく笑った。しょんぼりとはしているが、半分以上は俺の正直な感想への苦く笑しようのようだった。

「……外様さん。わたくしは前に進めたでしょうか？」

「ん？　評価は、麗うらら宮みや先生の次回作に期待、だけどな。一歩は踏ふみ出せたんじゃないか」

「なら、外様さんも進んでいますわよ」

「え？」

「以前にお尋たずねしたではないですか。本当に外様さんは前に進めていないのか？と」

　清歌が自じ暴ぼう自じ棄きになりかけていたのを引き止めたときに、そんな質問をされた気がする。

「外様さんは進めていますわ。だってわたくしを先せん導どうしてくれているのはあなたですもの。わたくしが前に進めたということは、手を引くあなたが前に進んでいるのが道理ですわよ」

　俺が、進んでいる？

　ちょっと信じられない。「それは気のせいだ」と否定したかったが、しかし筋は通っていて反論の言葉が浮かばない。結局口をパクパクと何度か開閉するに終わった。

　でもだとしたら、いいのだろうか？　夢もなく立ち止まったままでいる自宅警備員である俺が、他人を先導するなんてことをして。それは分ぶん不ふ相そう応おうなことなのではないか？　俺にそんな資し格かくがあるのか？

　疑問が頭の中をグルグルと回り続ける。

「これからも引っぱって行ってくださいましね？」

「あ、ああ」

　俺は自分の中で渦うず巻まく疑問を振り払はらえず、清歌の問いに曖あい昧まいに頷うなずいてしまう。幸い感かん極きわまった様子の清歌は、俺の機き微びにまで目め端はしを利きかせる余よ裕ゆうはなかったらしい。満面の笑みを浮かべる清歌の表情が曇くもらなかったことに密ひそかに安あん堵どするのだった。
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「よ、よう」

　九時少し前頃ごろ。テントや屋や台たいの設営が始まっているこもれび保育園のグラウンドの端はしっこで、子どもたちのお守もり――というより遊ばれていたマッキーを見つけて声をかける。

「ど、どうしたの、外様くん？　お腹痛いの？」

　マッキーは俺の顔色を見るなり、気き遣づかわしげに尋たずねてきた。

「は、はは。ウルトラハッピーを摂せつ取しゆしすぎて、逆にアンハッピーな気分なんだ。今にも口からバッドエナジーが出そう」

「幸せ過ぎることが本当に幸せなのかっていうアンチテーゼ？」

　すごい深読みされた！

　だがあながち間違ってもいない。美少女の手料理、という字じ面づらだけならばハッピーと言えるだろう状じよう況きよう。しかしまさかあの後、俺の感想に気をよくした清歌が、調子に乗って追加のおにぎりを次々製造するとは思わなかった。しかも拒きよ否ひ反応を示すと癇かん癪しやくを起こすので断るに断れず、指名時間一時間はフードファイターばりに食べても食べても出てくるおにぎりを処理し続ける地じ獄ごくの時間となった。

「ただの食べすぎだ、気にするな。で、マッキーはモンスターに殺されて、英えい雄ゆうの魂たましいを集める使命でも背せ負おっちゃったの？」

　今日のマッキーは、命を燃やして戦う某ぼうライダーのお面を着け、黒いパーカーのフードを被かぶっている。

　「そこのお面屋さんで売ってたから」とマッキーが指差す先には、現在絶賛放映中の子ども向けアニメなどのお面を並べた屋台があった。

「いや、女児向けのがあるのに、なんでわざわざそっち？」

「黒いパーカーだし。これは天てん啓けいだって、卑ひ弥み呼こが言ってる」

　英えい雄ゆうの魂たましいが言うならしょうがないか。マッキーの厨ちゆう二にがバッチリ開かい眼がんしてるぅっっ！

　まあ、昨日の最後の会話を引きずっていないなら、なんでもいいか。

「おはよう。今日も来てくれたのね」

　保護者が持ち寄った家とかによく溜たまっている箱に入った高そうな貰もらい物ものタオルを並べる作業中だった井いの上うえさんの方も気づいて、あちらから声をかけてくれる。

「屋台なんかは保護者の方々に割り振ってあるから、荷物運びや清せい掃そうなんかの雑用をお願い。あと子どもたちのお守もりもしてもらえると助かるわ」

　園児たちもバザーの手伝いはすることになっているが、全員を永えい続ぞく的てきに手伝わせられるほどのキャパシティはない。園児たちは六班に分けて三十分ずつのローテーションで手伝いをして、あとは自由行動になっているらしい。

　俺とマッキーはバザー開始の時間までは自由行動をとっていていいとのことなので、屋台などを見て回る。

「バザーより、屋台の方が多いね」

　たしかに食べ物の屋台や金魚すくい、お面屋の屋台が並びさながら縁えん日にちといった様相だ。

「ま、この広さでバザーだけじゃしょぼくなるしな。各家庭から出るものなんてタオルとかが主おもだしな。手作りアクセサリーなんて売れるかどうか……」

「ああいうのは結構おじいちゃんおばあちゃんに人気なんだよ」

　お世せ辞じにも売り物とは言い難がたい園児の手作りアクセサリーだが、思っていたより需じゆ要ようはあるらしい。孫が離はなれたところで暮らす老人の寂さびしさを突ついたアコギな商売っぽい。

「あ、プールは的まと当あてゲームだって」

　水と小麦粉を混ぜた液体に食しよく紅べにで色をつけて水みず風ふう船せんに入れた体に優やさしいペイントボールと書かれている。狩かりをしていたやつが悪ふざけで考こう案あんしたんじゃないだろうかというイベントだな。フェンス越ごしにプールを覗のぞくと、試ためしにと紙でできた的にペイントボールを放ほうり投なげているところ。的にぶつかった水風船は弾はじけ、中の塗と料りようがべちゃーと広がる。ちょっとエグイが、子どもたちはキャッキャッと喜んでいる。

「いいなぁ」

　マッキーは羨うらやましそうに眺ながめていた。お面の奥おくの目はさぞキラキラしていることだろう。

　俺は日々泥どろ団だん子ごを投とう擲てきされているので、丸いものを投げつけている光景を見るだけでげんなりするのだが。

『これよりバザーを開かい催さいします』

　スピーカーから簡かん素そなアナウンスに続いて流りゆう行こうのＪ‐ＰＯＰが流れ始める。

「さて、行くか」

「う、うん」

　門の方から流れ込んでくる客を見て緊きん張ちようしたのか、マッキーは引き攣つった声で頷うなずく。

「俺たちは裏方なんだから、接客はしなくていいんだぞ？」

「わ、わかってる、けど」

　そのときマッキーは、俺の服の袖そでを自ら掴つかんできた。マッキーの方から触さわってきたのは初めてだ。苦手な男性に自ら触ふれてくるとは、これは相当追いつめられているらしい。

　こんな調子で今日を乗り越えられるのか、ちょっと心配である。







「なみとくん。きょうらぶれたーかいてきたの」

　トテトテ寄ってきた園児に、つたない字で『なみとくんへ』と書かれた封ふう筒とうを渡わたされた。

「ずるい！　もなみもかくー」「わたちもわたちも」「はたしじょーおくりつける」「かみそりいれてやれ」と例のごとく園児に囲まれていたわけだが、女子たちはラブレターを書き始め、嫉しつ妬とに燃える男子たちは物ぶつ騒そうなことを画かく策さくし始めている。修しゆ羅ら場ばは悪化の一いつ途とを辿たどっているが、みんなが手紙を書くことに集中してくれたおかげでようやく解放された。

　しかし全然手伝いできてない。子どもたちのお守もりという意味では貢こう献けんしていないわけではないだろうが、荷物運びなどの手伝いができていないのは心苦しい。

「おーい、暇ひまになったんなら、印いん刷さつできた的を取ってきてくれないか」

「了りよう解かいです」

　的当てゲームは、子どもはもちろんストレスの溜たまった社会人にかなり好こう評ひようなようで、さっきからペイントボール生産班と的の紙印刷班がせわしなく動いている。

「はいこれ」

　部屋の隅すみでプリンターがガーガーと生産し続けている的の紙、おそらく五百枚くらいはあるだろうＢ４のコピー用紙を受け取る。

　外へ出てみると、的当てゲームに結構な列ができている。バザーは大たい概がいのものを売り尽つくし、面積を縮しゆく小しようしているし、あとは屋台だけで、いよいよただの縁日だな。

「ナミトのばかぁ！」

「ひっ」

　唐とう突とつな怒ど声せいになにかやってしまっただろうかとあたりを見回すと、プールの一いつ角かくで的に向かってばっこんばっこんペイントボールを投げつけている少女がいた。

「わたしというものがありながら、日曜日にほったらかしなんて、コンゴ動どう乱らんよ！」

　一人の少女の怒いかりが、遥はるか彼方かなたアフリカの地を揺ゆるがす……わけがない。

　たぶん言ごん語ご道どう断だんと言いたかったんだろう。

「明日こそはあの顔を泥だらけにしてやるんだから！」

「よし、見なかったことにしよう」

　水を抜ぬいたプールの中で、的へ向かって怒りに任せてペイントボールをぶつけている湯遊に見つからないように、人ひと垣がきを盾たてにしてコソコソと係の人のところにコピー用紙を届けてさっさとプールから撤てつ退たいする。

　外へ出てきたついでに、別々に行動していて心配だったマッキーを探して運動場に視線を巡めぐらせていると、運動場の中心にぽっかりと空いた不自然な空間があった。

　その中心では見覚えのある黒パーカーの少女が地面にうずくまっていた。パーカーのフードが脱ぬげてボブカットの髪かみの毛けが見える。そして少女は顔を両手で必死に隠かくしている。

　少女のすぐ横に尻しりをついて泣いている男の子。その手には黒とオレンジのライダーのお面があった。そして昨日のチャラ男が何事か喚わめきながら、少女に掴つかみかかる。

「こいつ、――子に突き飛ば――って！」

　音楽や雑ざつ音おんのおかげでまだ全体には広がっていないが、もうかなり注目されている。

　なにがあったかはわからない。だが、このままではマッキーが危ないという直感があった。咄とつ嗟さに手て近ぢかにあったお面屋の屋台からアイドルアニメ主人公のお面を拝はい借しやくし、近くで量産していたペイントボールの入ったバケツを掻かっ攫さらっていく。

「お、おい、待て！」

　戸と惑まどうお面屋のおじさんの声を無視して、人ごみを掻き分けて人だかりの中心へ突とつ入にゆう。

「こっちを向け、マッキーっっっ！」

「え？」

　俺の声に気づいたマッキーが反射的に手を離はなしてこっちを向く。その瞬しゆん間かんを狙ねらって、バケツから取り出したペイントボールをマッキーの顔目め掛がけて投げつける。

「くぴゃ！」

　マッキーの顔が見えるか見えないかのタイミングで水風船がマッキーの額で破は裂れつ、ベタァと粘ねん液えき質しつな黄色い塗と料りようがマッキーの顔を覆おおう。マッキーはそのまま後ろにステーンッとひっくり返った。

　目の前で起こった出来事には、ギャル男も怒りを忘れて唖あ然ぜんとしている。

「悪はプリ○ラポリスが成せい敗ばいダ・ヴィンチ！　これにて一件落ちゃクロード・モネ！　それでは皆様、引き続きバザーをお楽しみくださレンブラント！」

　仰あお向むけに倒たおれているマッキーが「語ご尾びはやめろー」と魘うなされている。どこの学園長代理だよ。つーか、お前結構余よ裕ゆうあるな。

「な、ざけるな！　綺き羅ら星ぼしは暴力振ふるわれたんだぞ！　んなもんで許されるわけ――」

「さあ、そこのあなたもそこのあなたも、上司への不満、国への不満、家族への不満。日ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らしたいあなたは、レッツゴー的当て！　かしこまっ！」

「無視すんじゃねぇ！」

　ちっ、しつこい男よ。周囲を見み渡わたし、一人の女性の姿を発見して駆かけ寄る。

「さあ、あなたもレッツゴー的当て！」

　ペイントボールを一つ手て渡わたすと、意図を察してくれたのか女性は静かにコクリと頷うなずき、取り巻きの輪の中から、前へと出る。

「美み代よ子こ。お前もこんなんじゃ収まりつかねーよな？」

「ええ、こんなボール一つじゃとても収まりがつかないわ」

「へ？」

　奥さんの底そこ冷びえする冷たい声に、ギャル男の怒りの熱がすーっとひいていくのがわかる。

「妻の前で他の女にちょっかい出してんじゃねーよ！　この浮うわ気き男おとこ！」

「ぐはっ」

　顔に直ちよく撃げきした水風船が弾はじけて、ギャル男の顔面が緑に染そまる。いい気き味みだ。

「あの」

「はい？」

　仮面の内側でほくそ笑んでいると、保育園のイベントには不ふ釣つり合あいな派は手で目めな夜のお仕事風の格好の女性に不意に声をかけられて一いつ瞬しゆん戸と惑まどってしまう。

「わたしも一つよろしいかしら」

　その声には有う無むを言わせないすごみがあった。

「は、か、かしこまっ！」

　応おう答とうしたときには、女性はペイントボールを一つバケツから奪うばって、人の輪の内側へと進んでいく。さらに――

「あの、わたしも？」「は？」「わたしもいいですか？」「え、えーと」「わたしも」「………」

　さらに「「わたしも」」と次々女性が申し出てきて、ペイントボールを手にギャル男を囲むように出来た人の輪の内側へと足を踏み入れていく。

「なっ、薫かおる、幸さち子こ、加か寿ず子こ、こずえ、百合ゆり、紅葉もみじ――」

　ギャル男はいつしかペイントボールを持った女性たちに囲まれていた。

「もう一つもらえるかしら」

「……かし、こま」

　美代子さんの笑え顔がおに背せ筋すじが寒くなり、絶ぜつ対たい遵じゆん守しゆの力に囚とらわれたかのように手が勝手にペイントボールを渡してしまう。こんなに心躍おどらない「かしこまっ！」を言ったのは初めてだ。

「お、落ち着け！　は、話し合えばきっとわかりあえる！」

　ギャル男の言葉に耳を傾かたむける者はなく、取り囲んだ全員がペイントボールを振り上げる。

「「「「「「「死ね！」」」」」」」

　次の瞬しゆん間かんにはギャル男は全身をカラフルにして地面に突つっ伏ぷしていた。周囲の大人たちドン引きである。い、いかん。この空気なんとかしないと。

「は、はーい、日ごろの鬱うつ憤ぷんをはらしたい方は、ぜひとも的当てゲームにご参加ください！」

「なんだ演技かよ」「びっくりしたぁ」「マジ修しゆ羅ら場ばかと思ったぜ」

　どうやら上手うまく誤ご魔ま化かせたようだ。周囲に漂ただよっていた緊張が解け、人だかりが動き出したところで、俺は顔を黄色くしたまま伸のびているマッキーを回かい収しゆうして撤てつ退たいする。







　保育園の建物裏手にある中庭の水のみ場脇わき。借り物のジャージを着、頭からバスタオルを被かぶって顔を隠かくしたマッキーが膝ひざを抱かかえて座っていた。

　俺は一メートルほど離れて隣となりに座る。

「悪いのはわたしなの。お面を取られてパニックになって、綺羅星くんを叩たたいちゃった」

「悪いのはあのギャル男だよ」

　あのあと俺は保育士さん方にお叱しかりを受けていたのだが、ギャル男の奥さん美代子さんがすべての事情を説明してくれたおかげで丸く収まった。

　どうやら昨日の腹いせに意地でもマッキーの顔を見てやろうと執念を燃やしたギャル男が、綺羅星くんにお面を奪うばうように指示したことが発端らしい。

「綺羅星くんに謝あやまれば済む話だ。尻しり餅もちついただけで怪我けがもしてないし、いまはケロッとしてるぜ、あいつ。だからあんまり思いつめるなよ」

　罪の所在の問答を終えると、お互たがいに黙だまってしまう。特に話題もないしボーッとしていると、「わたしは……」とマッキーがぽそりと呟つぶやく。

　隣で膝を抱えている少女をちらりと見るが、タオルに隠れた横顔は窺うかがえない。

「わたしは中学校のときに学校に行けなくなった」

　どこか虚うつろな、俺に話しているのか独り言なのか判然としない声。

「わたしは小学校の頃までは、友達が結構いた普ふ通つうの子だった。中学校は近所の公立で小学校の同級生もいたから環かん境きようはほとんど変わらなかった。何事もなく続くと思ってた」

　マッキーの体が小こ刻きざみに震ふるえている。なにかに恐きよう怖ふするように。その姿は痛々しい。

　だが止めはしない。いまこの話を自ら口にしているということは、きっと彼女は聞いてほしいからだなんて都合のいい解かい釈しやくをする。正直言えば俺が聞きたい。どうして小学生時代までごく普通だったらしい彼女が、いま俺と同じ場所にいるのかを。

「入学してすぐだった。上級生に告白されたの。わたしは恋れん愛あいとかよくわからなくて断った。告白してくれた上級生もいいひとに見えたから、それで終わりだって思ってた。

　でも次の日から、昨日まで仲良く話してくれた友達に無視されだして、物が盗ぬすまれたり、落書きされたりするようになった。どうして虐いじめられているのか意味がわからなかった。

　しばらくして陰かげ口ぐちをたまたま聞いてやっとわかった。わたしがフッた上級生は、男子にも女子にも人気があるひとだったみたいで、わたしのことを悪い風にみんなに広めてた。追いつめられていたわたしは、後先なんてなにも考えずにその上級生の教室に乗り込んで、『どうしてこんな酷ひどい事するんですか』って問い質ただした。そしたらね、『この学校でやっていきたいなら俺に従え。逆らうなら今度は一いつ生しよう太陽の下には出られないようにしてやる』って。最初に会ったときとは別人みたいな怖こわい笑え顔がおで脅おどされた。わたしを囲んでいた上級生たちもみんな同じ顔をしてた。もうこの学校に味方なんていないんだって気がした。

　わたしは上級生のクラスから逃にげ出して、その後はずっと学校には行ってない。

　学校はちゃんと対処してくれて、虐いじめも暴あばかれて、主犯格だった上級生は転校したみたいだけど、それでもわたしは学校へは行けなかった。だってわたしが友達だと思っていたひとたちは誰もわたしを助けてくれなかったどころか、虐める側に荷か担たんした――友達だと思っていたひとたちを誰だれ一人ひとり友達だと思えなくなってしまったから」

　友達だと思っていたやつに裏切られたことを恨うらんでいるわけではない。ただ強固な絆きずなが自分と友人の間にはなかったのだと絶望し、学校へ戻もどることが怖くなっただけ。

　自分の知らなかった世界の側面に絶望したという意味では、俺と同じなのかもしれない。

「わたしはそのまま家に引きこもった。そのうちね、こんな自分がすごく恥はずかしくなっちゃった。小学校まではなんの問題もなくやってこれた自分が、中学校に上がってすぐに学校に行けなくなって。そんな姿を知り合いに見られたらどうしようって。たまたま昔のクラスメイトに会ったとき、もし「今何してるの？」なんて訊きかれたら、なんて言えばいいんだろうって。学校にも行かず、仕事もしていない脱だつ落らく者しやの自分なんて恥ずかしくて、誰にも知られたくない。だからわたしは顔をひとに見せられなくなったの」

「これがわたしだよ」とマッキーは締しめくくった。

「お前が自宅警備員になった経けい緯いは理解したが、だったらなんで元クラスメイトの俺にわざわざ近づいてきた？」

　俺の問いにマッキーはなにを思ったのか、腰こしを浮うかせて俺と三十センチほどの距きよ離りに座り直す。そして震ふるえる指先を伸のばして、俺のシャツの裾すそを摘つまむ。いったいなんの意図があってのことなのか、表情を窺うかがおうとするが、やっぱりタオルに隠されて表情は見えない。

「と、外様くんなら、なんとか触さわれる、かな」

　裾を摘んでいた指が離され、怯おびえた指先がチョンと俺の脇わき腹ばらを小こ突づく。それはイタズラなどではなく、確かく認にんのような作業。

「そりゃあ怖い思いをしたから男のひとは苦手だけど、特別男性が苦手なわけじゃないんだよ。わたしは人間全ぜん般ぱんが怖い。家族や親しくしてくれる親しん戚せきやご近所さんは絆があるってわかるから大だい丈じよう夫ぶ。昔は吐はきそうになったけど、今は外で人ごみに入るだけなら平気。子どもも平気かな。そして今、外様くんも大丈夫になった」

　マッキーが触ふれ合えるのは家族と親戚と親しいご近所さん。その他は、子どもを除のぞいて全般は男女共に苦手。なぜか俺は大丈夫。ということは、俺は触れ合える側に共通点があるということになる。だがいくら考えてもその他大勢の中で俺だけ、マッキーが許容できた理由がわからない。

「外様くんはよくも悪くも正しよう直じき者ものだから。裏表がなくて、周りに合わせたり、自分の意見を曲げたり、そういうことはしないって六年間見てきて知ってるから。わたしが嫌きらいなら嫌いって言ってくれるからじゃないかな」

「それはただ俺が勝手気ままに生きていただけだと思うけど」

「でもそれは素す直なおに生きてたってことでしょ？」

　美化すればそういう言い方もできなくはないだろうが。納なつ得とくできず「うーん」と唸うなる。

「わたしはひとを見ると裏表があるんじゃないかってまず疑うたがっちゃう。もしわたしに向けた笑顔が嘘うそだったらと思うと怖い。だから信用できるひととしか仲良くなれない。わたしが知る限り、外様くんは裏表のないひとだったから、体育館で見かけたとき直感的に仲良くならなくちゃって声をかけたんだ」

「でも会わない間に俺はもうお前の知る外様浪なみ人とじゃなくなっているかもしれないぞ。俺もお前と同じで、小学校時代まで自宅警備員になる兆ちよう候こうはなかったはずだし」

　実際過去の俺とは違ちがう。昔の俺は協調性のないクズだったが、今の俺はロクでなしだ。

「外様くんに対する疑いが、ずっと維い持じしてた三歩分の距離だよ。仲良くなりたいとは思っていたけど、気を許したわけじゃなかったの。まだ審しん査さ中だったんだよ」

　そうか。三歩分俺は信用されていなかったのか。打ち解けているつもりだったのでちょっとショックだ。

　ふとマッキーは腰を浮かせてあと数センチほどで肩かたが触れる距離に座すわりなおした。

「でも今は信用してるよ。助けてくれたから。助け方は酷ひどかったけどね。それだけで疑いとか全部どうでもよくなっちゃった。あんなにもう嘘の友情は嫌いやだって思ってたのに、審査とかすっとばして外様くんは信用したいって思ってる。自分の単純さに呆あきれちゃうなぁ」

　マッキーは憑つき物ものがとれたような穏おだやかな口調で言って、タオルで目元から下の隠かくれた顔を向けて決意表ひよう明めいした。

「わたしは普通に戻りたい。働いたり、恋愛したり、結けつ婚こんして子どもを生んで育てたり。そういう普通のひとになりたい」

　倒たおれても道を見失っても前に進もうとすることができるマッキーは、よっぽど強いんじゃないだろうか。少なくとも進むべき道を見つけられずにいる俺よりは。

「だ、だからね、外様くんが一いつ緒しよに来てくれたら心強いんだけど」

　チョイと俺のジャージの袖そでを掴つかんで、不安げに窺うかがうマッキーに俺は――

「断る」

　きっぱり拒きよ絶ぜつを示して立ち上がると、シャツの袖を摘んでいた指先が滑すべり落ちる。だけれどマッキーは再び指に力を込めて辛かろうじてジャージに掴まる。

「な、なんで？　変わりたくないの？　いまのままの自分でいいと思ってるの？」

　断られたことが意外だったか、戸と惑まどいと不安の入り混じった声でマッキーは尋たずねてくる。

「変わらなきゃいけない気はする。でも俺はお前みたいに目指すものがない。だけど少なくとも普通の人間になろうっていう目標は、俺の目指すところじゃないってわかる。だからお前の目指す場所に一緒に行く事はできない」

　冷たくあしらうように、俺は自分の考えを口にする。だって本当に普通の幸せなんて欲ほしいとは思っていないから。そんな単たん純じゆん明めい快かいな答えでいいなら、俺は目標を見失ったりなんかしなかったはずだ。

「本当に外様くんは昔と変わらないね。酷いくらい素直だよ」

　悲しげな、でもどこか諦あきらめた声。きっと口元には苦笑が浮かんでいる、そんな声。

　袖に辛うじて引っかかっていたマッキーの指先から力が抜ぬけていくのがわかった。力なく落ちていく手を俺の手がそっと握にぎる。マッキーの体がピクリと弾はずみ、タオル越ごしにマッキーは俺の顔を覗のぞき込む。自分でも自分の行動には驚おどろいた。でもどうしてマッキーの手を取ったのかははっきりとわかる。

「同じ道は歩めないけど、同じ道でなければ支えあえないわけでも、友達になれないわけでもないだろ？」

「とも、だち？　いいの、わたし、外様くんの友達で？」

「嫌なら、別にいいけど」

「な、なる、お友達。それと普通に戻りたいとは言ったけど、わたしも昔の自分みたいな上辺だけを繕つくろっていた普通には戻らない。今度は本当の友達を作れる自分になる」

　マッキーはそう付け足して、俺の手を握り返した。







　日が傾かたむき始めるころには、バザーの品も売り切り、一番人気だったんじゃないかという的当ても弾切れとなり、屋台も片付けを始めていた。マッキーはご両親に迎むかえに来てもらい先に帰った。俺も今割り振られた仕事が終わって帰るところだ。

　保育園の門を抜けると、ふと視界に見知った少女を見つける。前まえ髪がみをヘアバンドで上げて丸出しにしたおでこが特とく徴ちよう的な少女。
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　少女は入り口手前でぽつんと佇たたずみ、左右の手を両親に握られて嬉うれしそうに笑って家路につく園児の姿を見つめていた。

　微笑ほほえましい光景を見ているはずなのに、彼かの女じよの表情に笑顔はなく、夕日を背後から受けて翳かげった顔に俺は物もの悲がなしさを感じた。

　そのときには体が動いていた。

「湯遊！」

　足早に駆かけ寄よって名前を呼ぶと、振ふり返かえった湯遊の顔が驚おどろきに染まる。

「ナミト？　どうして、ここに？」

　俺の存在に驚く湯遊はどこか元気がないように見えて、胸の奥おくがざわついた。

「依い頼らいが今終わって帰るところなんだ。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだな」

「奇き遇ぐう……偶ぐう然ぜん……運命……そ、そうよね。約束もなく会えるなんて運命としか……」

　俺を見上げていた湯遊が口の中でポソポソと何事か呟つぶやいたかと思うと、その口元がふにゃっとだらしなく緩ゆるんだ。

「どうした？　とうとうビッチどころか、危ないお薬にまで手を出しちゃったの？　これが薬物犯罪の低てい年ねん齢れい化かの実態？」

「ちょっと外で、洒落しやれにならない冗談言わないでよっ！」

　湯遊は顔を引き攣つらせて、背せ伸のびしてまで俺の頬ほおを両手で引っぱってくる。

「さて、からかうのはこの辺にして、もう暗くなってきてるし、送ってやるよ」

「にゃ！　なによいきなり。い、家とか、そ、そのまだ心の準備が」

「これだからビッチは。すぐに発想をエロい方向に持っていこうとして。俺は家の前まで送るって言ってるんだけど」

　モジモジとし始める湯遊に蔑さげすむような視線を向けると、湯遊の顔は怒いかりか羞しゆう恥ちかでカアァ！と真っ赤に染まる。

「ち、違うし！　ああ、あんたこそエロい方向にしか発想が向いてないんじゃないの？　わ、わたしはただ……彼かれ氏し彼かの女じよみたいって」

　両手の人差し指をツンツンと合わせながら湯遊の声は次し第だいに萎しぼんでいき、最後の方はついにモゴモゴと口の中で呟つぶやく程度で聞き取れなかった。

「ま、嫌いやならいいけど。じゃあ、気をつけて帰れよ」

　湯遊はいつも通りの湯遊を取り戻し、俺おれの抱いた不安も一応晴れた。

　まだ暗いとは言っても六時前だし本人が気乗りしないなら諦めよう、と踵きびすを返す。と、湯遊は慌あわてた様子で回り込んで、両手を広げてとおせんぼまでしてくる。

「ちょ、別に嫌とは言ってないでしょ！　早はやガッテムしないでよ！」

　早ガッテムって。俺は別に悔くやしがってはいないのだが……たぶん早はや合が点てんって言いたかったんだろうなぁ。疎うろ覚おぼえで言葉を使う湯遊こそ早合点だ。

「そもそも本人が断ったからって、か弱い女の子を一人で帰すなんてどういうつもりよ。本人が嫌がったら、土下座してでも送らせてもらうのが紳しん士しってもんよ！」

　それはただの変態紳士だろ。女の子を送る前に、通つう報ほうされて牢ろう屋やに送られるわ。

「はいはい。必死にならなくても送りますよ、我わが侭ままなお嬢じよう様さま」

　苦笑を浮かべて手を差し出すと、「むぅ。ニートのくせに」とぼやきながらも、小さな手が重ねられ、強く握にぎられた。

「わたしの家の場所教えてあげるんだから、今度、ナミトの家の場所も教えなさいよね」

　湯遊は心が弾むのを隠しきれないふにゃっとした笑顔で俺の顔を見上げて言った。まるで先ほどの両親と手を繋つないで帰る子どものように。

　やっぱりいけない、このままじゃ。

　湯遊の寂さびしげな表情が脳のう裡りでフラッシュバックする。

　俺が傍そばにいないときの――一人でいるときの湯遊はいったいどんな顔をしているのだろう。最初に出会ったときは泣いていた。ついさっきも知らない家族の幸せを寂しげに見つめていた。推すい測そくするには材料が少ない気がするが、十分わかってしまった。

「痛ッ。ナミト、強く握りすぎ」

　並んで歩く少女の小さな手から伝わる温もりが、少し油断したら簡単に消えて失われてしまうものである気がして、つい離すまいと強く握ってしまっていたらしい。

　一瞬眉を顰ひそめた湯遊だったが、俺が力を緩ゆるめると特に怒おこるでもなく、ちょっと意地悪な笑みを浮かべて、お返しとばかりに小学生相そう応おうの握あく力りよくでもって反はん撃げきしてくる。

　これが湯遊の欲ほつしているものなのだろう。でも、この笑顔は俺が向けられるべきじゃない。自宅警備員で社会の脱だつ落らく者しやである俺なんかに向けるべきではない。

「湯遊。お前に大事な話があるんだ」

　俺は言って、空いている手でポケットから四つ折りになった状態の保護者参加のレクリエーションの申し込み用紙を取り出して見せる。

「ああ、それね」

　瞬間、湯遊はサッと俺の手から用紙を奪い取る。

　まだ伝えるべき用件を言っていない俺の口から「あ」と思わず声が零こぼれた。

「じゃ、提出しておくから」

　俺の返事なんて見るまでも無く決まっている、とでも言うように四つ折りの用紙を確認することもなくポーチにしまおうとする湯遊に、

「……違うんだ、湯遊」

　俺はしまわれる前に用紙を奪い取って、開いて湯遊へと差し出す。

「どういう、こと？」

　記入欄らんが空白のプリントを見た湯遊が、虚うつろな表情を俺に向ける。

「えっと……大事な用事が入ったとか？」

　湯遊の瞳ひとみは、最後の希望に縋すがりつくように俺を見ていた。

　ズキリと胸が痛んで、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよが生まれた。それでも俺は首を横に振って否定して、その希望を打ち砕くだく。

「……レクリエーションは、家族でもなんでもない俺が行くべきじゃない」

　それが、家族の仲なか睦むつまじい姿を寂しげに見つめる湯遊を目もく撃げきし、俺が出した結論だ。

「湯遊の両親は間ま違ちがってる。娘むすめを放置して、ずっと仕事に明け暮れるなんて間違ってる。娘を一人にしておくなんて親のすることじゃない。我が慢まんしてるお前もダメだ。歪いびつなものを歪なままにしておくなんて間違ってる。ちゃんと両親と話し合って、湯遊が苦しまなくていい家族になるべきだ」

　俺にできること。湯遊を救う方法。それはたぶん家族を家族にすることなんじゃないだろうか。壊こわれてしまった家庭を元に戻すことが、湯遊のためではないだろうか。

「すぐに解決ってわけにはいかないかもしれないけど、まずはお前の両親にレクリエーションに出てもらえるよう頼たのみに行こう」

　自宅警備員の俺なんかを家族の代だい替たい品ひんにして、寂しい気持ちを慰なぐさめるような状態よりも、そっちの方が健全でいいはずだ。きっとそれは湯遊だってずっと望んでいたこと――

「もう、嫌になっちゃったんだ……わたしのこと鬱うつ陶とうしくなっちゃったんだ」

　ポツリと呟かれた声は絶望に染まっていた。

「ち、ちが――」

「いいよ、もう！」

　握っていた手を振り払われる。

　湯遊がとんでもない勘かん違ちがいをしていることに気づいて、慌あわてて言い募つのろうとする声を、イヤイヤと首を振って聞いてさえくれない。

「わたしのことが嫌だから親に押おし付けたいんでしょ！　そうよね、毎日毎日指名してくるし、近所の子どもたちに名前教えたせいで依頼も上手うまくこなせないもんね。わたし、ナミトに嫌きらわれることいっぱいしたもん。嫌われても当然だもん！」

　湯遊はプリントを丸めて投げつけてきた。丸めた紙は俺の目の上に当たり、湯遊は一いつ瞬しゆん後こう悔かいしたような表情を浮うかべるが、すぐに虚ろな瞳ひとみに敵意が宿り、俺を睨にらみ付けている。

「そうじゃない！　俺は――」

「言い訳なんて聞きたくない！　嫌いなら嫌いってちゃんと言ってよ！　ウザいならウザいって言ってよ！　中ちゆう途と半はん端ぱに気を使われるのは一番いや！　わたしは一人で生きていける！　家族もナミトもいなくたって生きていける！　あんたなんていらない！　あんたの顔なんてもう見たくない！」

　反論する間も与あたえない、途と切ぎれぬ激しい言葉の嵐。俺に怒りをぶつけているというより、湯遊は自分に言い聞かせるように叫さけんでいる気がした。

「湯遊！」

　俺の呼ぶ声も、彼女の気を逆さか立だてるだけのようだった。

「あっちいけっっ！」

　明確な拒きよ絶ぜつ。

「あっちいけ！　そしてもうわたしの前に一生現れないで！」

　湯遊は涙なみだまじりの叫びをぶつけると、背を向けて全速力で駆かけ出す。

　あっという間だった。一つの縁えんが消えるのなんて。

　一つの重大な選せん択たくが取り返しのつかない結果を生んだ。
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　湯ゆ遊ゆに決別を告げられてからのことはあまり憶おぼえていないが、ペナルティを受けていないのだから、昨日の夜からもちゃんと依頼はこなしていたのだろう。

　もちろん今日は、湯遊から指名されることもなかった。本当に俺たちの関係は終わってしまったのだな、と現実を突つきつけられた気分だ。

　深夜近くに家に帰りつくと、玄げん関かんで妹が仁に王おう立だちで待っていた。

「おかえりなさい、兄さん」

「た、ただいま戻もどりました、静しず海み様」

　いつにも増して深く慈じ愛あいに満ちた微び笑しように、俺は戦せん慄りつしていた。『妹が満面笑顔イコール激げき怒どしている』は我わが家やの常識である。

　でもなんで？　なんで静海さん怒おこってるの？

「な、なにか学校で嫌なことでもありましたか？」

「いいえ、兄さん。学校はいつも通り充じゆう実じつした一日だったわ。実習グループに入れず一人余っていたところを、「と、外と様ざまさん、うちのグループ入る？」って可哀かわい想そうなものでも見るような表情で誘さそってくれたひとがいたし、トイレの個室で食べるお弁当は絶ぜつ品ぴんだったわ」

「聞きたくなかった！　妹が学校でぼっちな現実とか知りたくなかった！」

「血は争えない、とはこのことね。結局わたしたちは、兄妹でお互たがいの傷を舐なめあって生きていくのがお似合いよ。さあ、ペロペロするからズボンを脱ぬぎなさい」

「俺の下半身に傷なんて一つもないわ！　いったいなにを舐める気だ！」

「ナニを」

「妹の下ネタとか、心に一層深いダメージを負おうわ！」

「まあ、舐めあいっこの詳しよう細さいはまた今度詰つめるとしましょう」

「できればこの場限りで一生持ち出さないでほしいんですけど！」

「学校というキーワードでいま思い出したわ。夕方に、彩さい詠えい女学院の先生を名な乗のる若い女性の方から兄さんにお電話があったのだけれど、これはどういうことなのかしら？」

「彩詠の先生？　もしかして畑はた内うち先生かな？」

「ええ、そんなお名前だったと記き憶おくしているわ」

　このタイミングだし、湯遊のことについてだろう。湯遊との関係が完全に壊こわれてしまったであろうことをどう説明すればいいのだろう、と気が重くなる。

「兄さん、聞いてる？」

「お、おう、なんだ？」

　激げき怒どしている静海のマイルドに思えて殺さつ気きを孕はらんだ声に、体が強こわ張ばる。

「わたし、てっきり兄さんは外で真ま面じ目めに依い頼らいをこなして社会性を身につけ、その結果プラス思考に転じて、わたしに料理を教わりたいなんて言い出したのだと思っていたわ。それでね、兄さん。最近、兄さんから複数の女の臭においがするのだけれど、まさかとは思うけど外で女性をたらしこむためにわたしに料理を習っているんじゃないでしょうね？」

「そ、そんなわけないだろ？」

　ただ純じゆん粋すいに清きよ歌かに料理を教えるには自分も上手うまくなる必要があっただけで、後ろ暗いことなど一つもないのだが、妹の笑顔が恐こわくてつい視線を逸そらしてしまったのが悪かった。

「フフフ、兄さん、フフフ。兄さんの背後に女の気配がするわ」

　静海はすっかり誤解したご様子で、心臓を凍こおりつかせる冷たい笑いが廊ろう下かに響ひびく。

「これは直接体に教育してあげる必要があるようね。妹の想いを踏ふみにじったのだから、人間の尊そん厳げんを踏みにじられても文もん句くはないわよね、兄さん。夜が明けるころには、妹以外の女性のことを考えられなくなっていることでしょうね」

　なんだかまたヤンデレ妹化してるしっっ！

「ま、待て、違うから！　静海に料理を習っていたのには純然たる理由が「問答無用」」

　説明の言葉をぶった切られ後ずさる俺に、今にも飛び掛かかってきそうな妹。

　一いつ触しよく即そく発はつの危機的ムードから俺を救い出してくれたのは、電話のベルの音だった。

「おお、電話だ、電話。電話がかかってきたら出ないと！」

　電話電話と強調して、襲しゆう撃げき体勢の妹をけん制しながら家へ上がり、受話器を手に取る。

「もしもし、外様です」

『夜や分ぶん遅おそくにお電話してしまってごめんなさい。畑内です。外様浪なみ人とさんですね？』

　電話口の相手が畑内先生だとわかり息を呑のむ。

「……すいません、かけ直せなくて。今帰ったところで」

『お気になさらず。それより姪めい川かわさんのことですが、なにかありましたか？』

「やっぱり様子が変でしたか？」

『いいえ、姪川さんは今日学校を休みました。一応風邪かぜだと電話では聞きましたが……その反応からしてなにかあったようですね』

「休んだって、学校をですか？」

　昨日までは具合の悪い様子はなかった。ということは、休んだ原因は俺だろう。

『今日がレクリエーション参加の有う無むを確認する日だったのは知っていますか？』

「はい」

『姪川さんはあなたを連れてくると嬉うれしそうに言っていたので、このタイミングで休むのは不自然かなと』

　俺は昨日の出来事を思い出せる限り説明した。俺のなにが間違っていたのか、俺はどうすればよかったのか、どんな叱しつ責せきを受けてでも、その答えを教えてほしいと縋すがるように。

『あなたのしたことは正しいですよ』

　だが返ってきた答えは、肯こう定ていだった。

『家族を家族たらしめることのなにが間違っているのです。常識的にも道どう徳とく的てきにも当然の行動ですよ』

　俺は間違っていない、のか？　泣いていたのに？　怒っていたのに？

　納なつ得とくいかない思いが「でも、湯遊は……」と口を衝ついて出てしまう。そして電話越ごしに『ええ。正しいですが正解ではありません』と畑内先生は俺の言わんとすることを悟さとったように一転否定の言葉を付け加える。

『あなたの行動は人間として正しいし、ご家庭のことはいずれ姪川さん自身が立ち向かわなければいけないことです。ただ迂う闊かつな行動だったとは言わざるをえません』

「迂闊って……でも間違っていることは間違っているというしかないじゃないですか。ずっと寂さびしい思いをしているのに、放っておけと？　無視している方が正しいと？」

　それは少し悠ゆう長ちようなんじゃないかと怒いかりを覚え、俺は少し声を荒あらげてしまった。

　だが畑内先生はいつも通りの落ち着いた口調を保って続ける。

『考えてもみてください。姪川さんのご家庭が離り散さん状態なのはいまに始まったことではないでしょう。おそらく幼少期から彼かの女じよは家でほぼ独りで過ごしていた。きっと彼女自身も状じよう況きようを改かい善ぜんするべくアプローチをしたことがあったはずです。それでも改善していない』

　言われて初めて、俺は自分の考えの浅はかさに気づいた。そうだ。湯遊だって、最初から我が慢まんするような物分かりのいい子どもではなかったはずだ。甘あまえ、駄だ々だをこね、親を困らせるのが子どもなのだから。今の諦あきらめた湯遊があるのは、それまでに両親に散さん々ざん言葉をぶつけて、それでもなしの礫つぶてとなってしまっていたから。

『亀き裂れつは深く一朝一いつ夕せきで修しゆう復ふくできるようなものではありません。日曜日までにご家族との関係の修復は不可能だと理解している姪川さんからすれば、外様さんの発言は実現不可能な正論で、自分を体ていよく厄やつ介かい払ばらいしたがっての提案に見えたかもしれませんね。

　もちろんあなたに誰だれも思い至れなかったような腹ふく案あんがあるというならば、それは早とちりした姪川さんに非があったということになりますが』

　ない。俺はただ、昨日の湯遊を見て、このままではいけない、と漠ばく然ぜんと思っただけ。完全に感情のみの衝しよう動どう的てきな、先のことなど考えてもいない向こう見ずな行動だった。

　沈ちん黙もくを答えと受け取ったのか、畑内先生は話を進めていく。

『さっきも言った通り、姪川さんはあなたを連れてくると言っていたんです。お父様でもお母様でもお兄様でもなく、あなたを。姪川さんにとって一番は紛まぎれもなくあなたなんですよ、外様さん。だから間違っているとしても、歪いびつであっても、あなたが出てあげることが今は一番よかったんですよ、きっと』

「……でも、なんで、なんで俺なんですか？　俺は自宅警備員ですよ？　社会的にはあいつの親なんかよりよっぽどクズなんですよ？」

　なんで湯遊は、俺なんかを慕したっているのかわからない。どんなに暴力を振ふるわれたって親のことを健けな気げに愛し続ける子どもだっているのに、どうして知り合って一月も経たっていない自宅警備員の俺なんかが湯遊の中で一番になっている？　そんなの筋が通らない。

『前にも言いましたが外様さんは自分を卑ひ下げしすぎです。自宅警備員だからなんですか。働いていない人間は、人を助ける資格がないのですか？　自分一人救えない人間は、自分以外のものを救ってはいけないんですか？　道みち端ばたでしゃがんでいるおばあさんや転んで泣いている子どもを救う資格すらないのですか？　働かない人間は働くためだけにしか力を使ってはいけないんですか？　自宅警備員であるあなたは、誰かを愛する資格も、誰かから愛される資格もありませんか？』

　畑内先生の問いが重ねられる度たび、核かく心しんを殴なぐりつけられるような感覚に襲おそわれ、胸の奥おくでなにかの外がい殻かくにピシピシと皹ひびが入っていく。

「でも……でも！　自宅警備員は疎うとまれる存在だ！　進む道も見えず立ち止まって、周りを、家族を苦しめている俺は、嫌けん悪おされるべき存在だ！」

　必死に守ってきた心の奥底の何かを、先生の言葉に蹂じゆう躙りんされているように感じて、つい守らなければという気持ちが働いて声を荒げてしまう。

『……これをわたしの口から言うのは躊躇ためらわれますが、鈍にぶいあなたには真まつ直すぐな台詞せりふでないと伝わらないでしょうね。あなたは姪川さんに愛されていますよ。姪川さんがあなたを一番に据すえる理由なんてそれだけで十分筋が通るんですよ』

　愛が理屈を――俺がいくら考えても筋が通らないと思うものを全部なぎ払はらって、無む理り矢や理り筋を通してしまうのか？

　いや……いや、そんなはずはない。湯遊が自宅警備員の俺を本当の家族以上の存在に思っているなんて。

「そんなの信じられない！　湯遊は、自分の寂しさを紛まぎらわせるため家族の代だい替たい品ひんとして俺を据えていたにすぎない。たまたまあった心の隙すき間まに俺が入り込んだにすぎないんだ！　この世界に俺なんかを、家族にとっても迷めい惑わくでしかない自宅警備員なんかを大事に思うやつなんて――」

　否定しようと言葉を並べ立てる俺を背後から、抱だきしめるものがあった。

「静、海？」

「兄さんはばかよ。父さんも母さんもわたしも、どんなに兄さんが最低の人間になったって絶対に見捨てたりしないのに。どんなに悪ぶったって無む駄だなあがきなのに」

　静海の声は涙なみだに濡ぬれていた。

「なんで、そんな？　なんで切り捨てないんだよ？」

「家族だからよ、ばか兄さん」『家族だからに決まってますよ、外様さん』

　静海の答えと、やり取りを聞いていた畑内先生の答えが見事に一いつ致ちする。

「は、はは。なんだよ、それ。俺より頑がん張ばってる小さな女の子は家族にさえ振り向いてもらえないのに、なんで俺なんかが……」

　虚むなしくてカラカラと笑ってしまう。自分のやってきたこと――家族に見限られようと怠たい惰だに振ふる舞まってきたことが、なんの意味もない徒労だったと気付いて。

　俺は本当にバカだった。三年以上も自宅警備員のまま現状維い持じされていて、気付きもしなかった。俺の家族は俺を見捨ててなんかくれないって。

　強ごう引いんな答えだったが、でもやっぱり理屈じゃないんだろう、愛は。

「静海。自分の夢も見つけられなくて、前に進むこともできない俺だけど、お金を稼かせぐわけでも家族を楽にするわけでもないことを頑張っていいかな？」

「兄さんの思うままに。それがわたしの望みです」

「ありがとう、静海」

　瞬しゆん間かん、少しずつ入っていた皹ひびが、とうとう殻から全体に走り、砕くだけ崩くずれ去った。

　静海の許可を得て、俺は押おし込こめていた自分自身の本心と向き合う。

　畑内先生の言う通り、自宅警備員という立場は俺自身を卑ひ屈くつにしていたらしい。

　自分を卑ひ下げし、やるべきことをやっていない俺はそれ以外のことに力を注そそぐことも許されないと思い込み、いつもどこか冷めた態度を取り、湯遊や清歌に必要以上に干かん渉しようしようとしたとき、関わる資格など俺にはない、と諭さとす自分と葛かつ藤とうして踏ふみ出だすことを躊躇った。

　そして葛藤の末、助けたいという気持ちが勝って干渉してなお、やっぱり俺は彼女たちに一線を引いていた。俺はあくまで一時的に彼女たちを支えているだけにすぎないのだと。今は俺に寄りかからないと倒たおれてしまう彼女たちを一人で立てるようになるまで支える杖つえにすぎないと。

　だから俺は、最終的に俺を必要とせずに彼女たちが歩いていける結末を目指していた。それが湯遊にとっては家族との和解だった。

　でもそれは、湯遊が望んだ結末でないばかりか、俺が望む結末ですらなかったのだと、自分の本心と向き合ってやっとわかった。

「先生。俺は湯遊を自分の手で助けたい。俺が守ってやりたいです」

　それが俺の紛まがうことなき、本当にやりたいこと。

「そんな俺の分不相応な判断を、先生はどう思いますか？」

　生活能力も財力もない社会不適合者の自宅警備員な俺に、そんな立場を弁わきまえない行動が許されるのなら――

『あなたは姪川さんを救っていいんですよ。愛していいんですよ。そもそも資格うんぬんという話なら、外様さん、その資格を姪川さんが与あたえてくれているのは今のところあなた一人なんですよ』

　そうか。自宅警備員かどうかなんて、俺が拘こだわっていただけで、湯遊にとってはどうでもいいことだったんだ。俺を必要としてくれるひとたちにとって自宅警備員なんていうのは、外様浪人という人間を形作る一要素に過ぎなかったんだ。

『姪川さんのことをお願いします』

「はい！」

　湯遊のために俺のできる限りのことをしよう。

『明日、姪川さんに外様さんと話す機会を設けるように、とは伝えておきますね。報ほう告こくを入れたいので、お昼ごろ連れん絡らくをください』

　畑内先生と簡単に打ち合わせを終えて、受話器を置く。

「……あのぉ、静海さん。そろそろ離はなれてほしいんですけど」

　妹は今も背中に抱きついている。さきほどの涙声もあって振りほどくのも忍しのびなく、呼びかけるくらいしかできない。

「兄さんが馬ば鹿かなことばかり言うから、不安で今日一人でトイレにもいけなそうだわ。だから今日は兄さんと一緒に寝ねますから」

「別に怪かい談だん話をしたわけじゃないんだけど」

「ふと兄さんが見せる、死んでもいいや、みたいな反応を見るたび、兄さんがいなくなるかもしれないって怖こわかったんです。今まで怖がらせられたんです、絶対今日は離れません」

　たしかに俺は、積極的ではないけれど死にたいとは思っていた。夢もなにもない俺などいなくなるのが、自分のためにも家族のためにも一番いいのだと思っていた。

　でもそんな身勝手な考えが、知らず家族に余計な苦しみを与えていたらしい。

「死にたいとか言ったのは悪かったけど、それはちょっと前までの話なんだ。夢とかは相あい変かわらず見つけてないけど、今は死ねない事情がいろいろあるし、死ぬ気もないから」

〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟なんてもんに巻き込まれたせいで、絶つことのできない縁えんができてしまった。支えあえるであろう友達もできた。そしてつい今しがた、すぐ傍そばに俺を絶対見捨ててくれない家族がいることを知ってしまったから。

「はぁ。わかった、わかりました。一緒に寝ていいから、せめて離れてくれ」

　俺の今までの行いが知らず静海を煩わずらわせていたというなら、文句を言えないと妥だ協きようする。

　だけど静海は離れない。背中に額を左右に何度もこすりつけているので、多分首を振って拒きよ否ひしているのだろう。

　ずっと抱きつかれたままでは動き辛づらいし、どうしたものか。こういうとき妹を安心させるのに有効な言葉は――

「静海」

「……なに、兄さん」

「愛してるよ、静海。だから俺は静海のために絶対いなくならないって約束するから」

「あ、あい、して？」

　すると静海の拘こう束そくからあっさりと解放された。振り返ると、静海は珍めずらしく顔を真っ赤にしてフラフラと後ろへ後退していき、ヘナヘナとその場に座り込んでしまう。

「大だい丈じよう夫ぶか、静海。顔が真っ赤だぞ。まさか風邪かぜか？　ずっと玄関で待まち伏ぶせてたから？」

「にーたんとけっこんしゅる」

　近寄ると静海はじゃれつくように抱きついて、そんなことを言い出す。

　幼よう児じ退たい行こうしていた。かなりの重じゆう症しようだ。
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　そういえば彩さい詠えい女学院の昼休みが何時から何時までなのか知らないなと気づき、だいたいこのあたりかなと午後一時ごろに公こう衆しゆう電話から畑はた内うち先生へと電話をかける。

『外と様ざまさんっ、ですね？』

　電話が繋つながった瞬しゆん間かん、こっちが名乗る間もなく飛び込んでくる畑内先生の声。いつも穏おだやかな畑内先生からは想像できない焦りが色濃く浮かんだ声だった。

「なにかあったんですか？」

『姪めい川かわさんがいなくなったんです』

　状況が切せつ迫ぱくしていることは、畑内先生の声に混まじる焦しよう燥そうから理解できる。

「せ、説明をっ。詳くわしく教えてください！」

『今日、朝出席を取る際に姪川さんがいなくて、でも昨日のように休むという連絡も受けていなかったのでお家うちに電話したんです。ですが出なくて。心配になってご家族に電話したんですが、ご両親はここ一週間仕事で家に帰っていないし、いちいち休むかどうかなんて確かく認にんしないと。もし心配なら自分で見てきてくれと予備の鍵かぎを隠かくしてある場所をお母様に教えていただいたんですが、つい先ほど昼休みを利用して家に行ったら誰だれもいなくて。テーブルの上に「さよなら」というメモだけが残っていて』

「最後に連絡を取ったのは？」

『昨日の朝、姪川さんから連絡が来て、それっきりです。学校でなどといわず、昨日のうちに連絡をしておくべきでした。彼女が苦しい思いをしていることは知っていたのにっ』

　先生は苦しげにつぶやく。

　遺い書しよなんて縁えん起ぎでもない言葉が過よぎる。家出ならまだいいが、湯ゆ遊ゆは昨日先生に連絡を入れて以降誰とも連絡を取っていない。すでに一日以上誰も知らな――

「そうだ、子どもたちに聞けば！　湯遊はこっちの街では幼児に結構有名です。もしかしたら、誰か知っているかも！　俺、湯遊が普ふ段だん遊んでる場所とか回ってみます」

『わかりました。わたしはご両親に捜そう索さく願ねがいを出すようにお願いしてみますね』

　電話を切り、すぐさま近くの公園へ向かう。だけれど公園で子どもたちに話を聞いてから気づく。この時間帯に遊んでいるのは保育園幼よう稚ち園えんに通っていない子どもばかりで、大半は母親に連れられた子達。湯遊や俺の名前は子ども同士のコネクションで間かん接せつ的てきには知っているが、湯遊と直接顔を合わせたことがない子達ばかりだった。もちろん湯遊を目もく撃げきしたかと訊きいても芳かんばしい回かい答とうは得られない。

　畑内先生に公衆電話から再び連絡すると、

『ご両親は時間が取れないし、あまり騒さわぎになると仕事に支し障しようが出るから捜索願を出したくないそうです。学校側ももう少し様子をみよう、とのことです』

　耳を疑う結果を聞かされた。『……ごめんなさい』という電話越しの謝罪の声には悔くやしさが滲にじんでいた。

「いや。先生のせいじゃないでしょ」

　普段なら激げき怒どしている場面だったかもしれない。そんな両親絶対に許せないと。融ゆう通ずうの利きかない学校を許せないと。でも不思議と怒いかりは湧わかなかった。逆に決心がついた。

「先生は次の手を考えてください。俺は手当たり次し第だいに心当たりを探しますから」

　湯遊は俺とは真ま逆ぎやくの立場にいた。家族に見み限かぎられることを渇かつ望ぼうしていた俺と、家族に愛されることを渇望していた湯遊。そして俺は家族に見限られることを諦あきらめ、湯遊は家族に愛されることを諦めた。とことん真逆だった――いや、俺は湯遊の両親と同じだった。家族の気持ちをないがしろにして、自分のことばかり考えていたのだから。

　俺は湯遊の親と同じ酷ひどい人間だ。だけれど、躓つまずいて、見失って、間違えて、間違えて、間違えた結果辿たどり着ついた場所だけれど、湯遊に、清きよ歌かに、マッキーに出会い、そして〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟に巻き込まれたからこそ、俺は今ここに立っている。

　自分が間違ったことに気づいてここにいる俺だからこそ、導みちびき出した答えがある。

　だからなんとしても伝えなければいけない。俺の決心を。

　とはいうもののもうあとは湯遊の遊び場をしらみつぶしに探すしかないのだが、探しているうちに、俺はあいつのことなにも知らないんだな、と痛感する。

　おしゃれが好きで、綺き麗れいな黒くろ髪かみの女の子。性格がちょっと悪いけど、孤こ独どくが嫌いやで、公園で子どもたちと遊んだり、ボランティア活動に参加したり、学校でも友達に囲まれて、外ではリア充じゆうなのに、家庭では独りぼっち。両親は最低。知っていることなんてそれくらいだ。

　だからこういう大事な場面で湯遊の居い所どころを見つけられない。

「くそっ！」

　もっと早く気づいていれば、もっと湯遊のことを知っていれば、探すことはおろか、いなくなるような状じよう況きようにすらならなかった。今の俺の気持ちを伝えてさえいれば。この決意をあのとき抱けてさえいれば。

　今は伝えたいことがある。だけれど伝えるべき湯遊は一向に見つからない。

　一つ、二つと公園を回っても、日が傾かたむき始めても、やっと公園に遊びに来た子どもたちに聞いて回っても、湯遊の情報は得られない。

　次に訪おとずれた公園は、タイミング悪く人っ子一人いなかった。物もの寂さびしいその光景がなにかを暗あん示じしているようで、焦あせりはいよいよ限界に達する。

「どこ、行っちまったんだよ！」

　歯がゆくて仕方ない。手がかりを掴つかめない自分が不ふ甲が斐いなくて仕方ない。

『ビーッビーッビーッ！　警告っ、警告っ！　一日の最低プレイ時間が達成できなくなります！　至し急きゆう依い頼らいを受けてください！』

　突とつ然ぜんけたたましい音を上げるスマホを見ると、残りの休きゆう憩けい時間が十分を切っていた。このまま放置していればペナルティを受けることになる。

　一いつ瞬しゆん地面に叩たたき付けたい衝しよう動どうに駆かられるが、〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟のおかげで手に入れたもののことが頭を過よぎり、思いとどまる。

「……感謝はしてるけど、今はやらなきゃいけないことがあるんだ。だからごめん」

　冷静さを取り戻した俺は、手の中のスマホを公園入り口の門もん柱ちゆうの上に置く。このまま持っていれば清歌のところに宅配がすぐに届いたように、ＧＰＳかなにかによって俺の位置が特とく定ていされてしまうだろうから。

　そして次の公園に向かって走り――

「嘘うそだろ……」

　出そうとした足はすぐに止まる。もう俺おれがプロジェクトを放ほう棄きしたことに気づいたのか、進行方向の住宅街の路地から二人の黒スーツが現れたからだ。

「端たん末まつを放ほう棄きしたことで、依頼を受けることが困難だとみなされました。今すぐ端末を拾いに戻り依頼を受けてください。でなければ拘こう束そくし、ペナルティを受けていただきます」

　ペナルティの概がい要ようは知らないが、拘束されたりしたら湯遊を探せなくなる。

　後ろへ振ふり返かえるがちょうどワゴンが一車線の路地を封ふう鎖さするように横付けされて、黒スーツが降りてくる。

　咄とつ嗟さにゴミステーションの囲いを踏ふみ台だいに住宅の塀へいに飛び乗って逃にげる。

「ぐっ、また同じ手を！」

　どうやら俺の家に来ていた黒スーツもいたらしいが、声から動どう揺ようが感じ取れるので、対策までは講こうじていない様子。

「今度は生なま半はん可かでは逃にげられないな」

　あのときのように捕つかまることを許容した上で逃げるわけにはいかない。せめて湯遊を見つけ出すまでは絶対に捕まるわけにはいかない！

「いたぞ！」

　塀の上を右左と適当に移動して出た路地で、早さつ速そく黒スーツに見つかってしまう。こんなときに限って運が悪い。

　ともかく黒スーツのいないほうへと走る。十字路へ出たところで、ちょうど左から狭せまい道をワゴンがこっちに向かって走ってくる。後ろにはさっき俺を見つけた黒スーツ。そして前の路地に角から姿を現す黒スーツが二人。さらに右からも黒スーツ。ここは！

　ワゴンへ向かって走る。狭せまい路地で回かい避ひできないワゴンは、停止するしかない。その隙すきにワゴンによじ登る。

　俺を捕つかまえるためにワゴンから降りようとする黒スーツたちは、しかし体格のよさが仇あだとなって左右三十センチもない隙すき間まのせいでドアが十分に開かず、体が出せないでいる。

　ワゴンを乗り越こえて路地に飛び降りた瞬間、ワゴンの背面ドアが開き、黒スーツがタックルをかけてくる。咄とつ嗟さに着地した足でそのまま地面を蹴けって何とか回かい避ひ。これも日ごろ親父おやじに殴なぐられたり、子どもたちに泥どろ団子を投げられたりしていた成せい果かか。

　標的を失いつんのめった黒スーツのケツを最後の一押しとばかりに蹴って転てん倒とうさせ、背中を踏みつけて逃げる。

　いまのところ黒スーツが背後のワゴン以外から現れる様子はない。すぐさま黒スーツから身を隠かくすように角を曲がり、さらに曲がって相手を撒まこうとするが、何度か路地を曲がった瞬間に、路地の少し離はなれたところに立っていた黒スーツに発見されてしまう。

「いったい何人いるんだよ！」

　この間とは明らかに投入されている黒スーツの数が違ちがう。ペナルティからは逃のがれられないということか。だが相手が大人数であろうが、泣き言も言っていられない。

　と意気込んだものの、すぐに角から黒スーツが姿を現し、後ろから追ってきた黒スーツとで挟はさみ撃うちにされてしまう。

　悪あがきとばかりに道路脇わきの低い柵さくをよじ登って飛とび越こえる。

「この！」

「ぐっ」

　スプリンターなのか飛びぬけて速い黒スーツにすぐ後ろを追つい尾びされ、とうとうシャツの襟えり首くび掴つかまれてしまう。流れるような動作でアスファルトに引き倒たおされ、背中を黒スーツの尻しりと後ろに回された俺自身の両りよう腕うでによって押おさえつけられ身動きが取れない。

「くそっ、この放せ！」

「諦あきらめろ。まったく手をかけさせやがって」

　両腕を押さえられて身じろぎ一つ満足にできない。

　くそっ！　まだ湯遊の手がかりすら掴めていないのに！

「ぎゃああああああああ！」

　万ばん事じ休きゆうすか、と唇くちびるを噛かんだそのとき、頭上で男の悲鳴が聞こえ、同時に腕うでの拘こう束そくが外はずれる。両腕をついて背中に跨またがっていた男を跳はね飛ばす勢いで起き上がると、薄うすい金色の髪かみを靡なびかせた超ちよう絶ぜつ美少女が外がい灯とうを後ご光こうのように受け、まるで女神のごとく立っていた。

「まさかあなたの提案で買った防犯グッズをあなたのために使うことになるとは思いませんでしたわ。こいつらはいったいなんですの？」

　清歌は顔を押さえてのたうちまわる男を暴ぼう漢かんかなにかと勘かん違ちがいしたらしい。手に催さい涙るいスプレーを構えて、地面を転がる男に警けい戒かいの視線を向けている。

「すまん、今は話してる時間がないんだ。助けてくれてありがとう！」

「ちょ、ちょっと……もう！　とりあえずあいつらをどうにかすればいいのですわね！」

　走り出そうとしていた俺は自分の耳を疑い、思わず振り返る。

「なに言ってるんだ！　別に相手になんかしなくて――」

「どうせいるのでしょう！　警察に突つき出さずにいてあげているのだから、たまには役に立ちなさい、下げ僕ぼくども」

　すると丈たけ夫おを筆ひつ頭とうに路地のいたるところからカメラを持った男たちが姿を現す。

「し、しかし我らはカメラマンであって、戦せん闘とうはちょっと……」

「別にいいのですわよ。警告を無視して、尾行つけ回しているあなた方を訴うつたえても」

「ぜひともやらせていただきます！　皆みなのもの、フォーメーションＨでござる！」

「「「「「了りよう解かい！」」」」」

　丈夫の掛かけ声ごえでストーカー集団が道いっぱいに広がって立ちはだかり、カメラを掲かかげてフラッシュを焚たき始める。だがサングラスの黒スーツたちには効果がないようで、結局ただの押おし合い圧へし合いになっていた。そして鍛きたえている黒スーツたちのタックルにあっさり押し負けていた……。

「ボーッとしていないでさっさといきなさいな」

「恩に着る！」

　ストーカーズを潜くぐり抜ぬけてきた黒スーツに催涙スプレーを浴びせて足止めする清歌に礼を言って、再び走り出す。







　もう何時間走っているのかもわからない。だけれど黒スーツたちの攻こう撃げきの手は随ずい分ぶんと緩ゆるんできている。清歌たちの助力で逃げたときに俺を見失ったのだろう。たまに通りを封ふう鎖さしている黒スーツを目もく撃げきするが、暗くら闇やみのおかげで見つかり辛づらくなっているのかもしれない。

　だが日が暮れてしまったためもう公園に子どもたちはいない。最も大きな情報源がなくなったため、いったん畑内先生と連絡が取りたかった。

「家には帰れないよなぁ」

　俺を捕まえるために家を張っていないわけがない。

　公衆電話を探そうと動かした視線の先で、ふと目にとまったものがあった。住宅街の一角にぽつんと佇たたずむ鳥とり居い。

　――ここも裏が公園だから、かくれんぼとかで隠れたりするとき見つけた場所だし。

　頭の中でいつか湯遊が言った台詞が響いた。瞬間、走り出していた。鳥居を通って狭せまい小道を進んで辿たどり着いた百ひやく葉よう箱ばこみたいな社やしろ。その裏うら手てから覗のぞく見覚えのあるポーチ。

「湯遊！」

　社の裏へ回り込み、ついに探し続けていた湯遊を見つけることが――

「いない？」

　湯遊の持っていたものと同じポーチと見覚えのない大きめの鞄かばんが、社の裏にはあった。だけれどその二つの間に女の子ひとりが丁ちよう度ど収まりそうなスペースはあるものの、肝かん心じんの女の子の姿がない。

　まさか、誘ゆう拐かい？

　人目のないこの場所なら気づかれずに犯はん行こうを行うことは簡単な気がした。

「そんな……間に合わなかった、のか？」

　頭がくらくらする。耳みみ鳴なりがする。体が怖おぞ気けに震ふるえる。立っていることもできず、膝ひざをついてしまう。体は冷えていくのに、汗あせが噴ふき出だす。もう熱いのか寒いのかもわからない。現実を拒きよ絶ぜつする自分が今目の前の事実を受け止められない。

　俺が、俺のせいで！　俺が湯遊を傷つけさえしなければ！　ちゃんと湯遊が必要としているものに気づいてさえいれば、こんなことにはならなかったのに！

　もう、どうすればいいのかわからない。

「……湯遊」

　無意味とわかっていても少女の名前が口から零こぼれる。

「ナミト？」

　返ってくる声。

「え？」

　聞き慣れた声に顔を上げると、神社と裏側の公園を隔へだてるフェンスを挟はさんで湯遊が立っていた。白地に水色と黄色の水みず玉たま模も様ようのホルダーネックシャツにかなり短い黒のティアードスカート、足元は白地にピンクのハートがちりばめられたスニーカー。いつもの露ろ出しゆつ度ど高めの格好。髪かみの毛けは下ろしたままだ。

「どうして、ここに？」

「湯遊を探してたからに決まってんだろ！」

　湯遊の気の抜けた質問に腹が立ち、フェンスに掴みかかって怒ど鳴なる。湯遊はビクッと肩かたを跳はねさせたが、逃げようとはせずフェンス越ごしに俺の手に自分の手を重ねる。

「お前こそどこ行ってたんだよ！　誘ゆう拐かいされたのかと思っただろ！」

　すると湯遊の顔がサッと赤らむ。

「うっ、と、トイレよ。仕方ないでしょ、生せい理り現げん象しようなんだから」

　湯遊は恥はずかしそうに言ってから、ごまかすように「そんなことより！」と大声で叫さけぶ。

「さっき世界の終わりみたいな顔してた。なんで？　ナミトはわたしのこと嫌いやになったんじゃないの？　鬱うつ陶とうしいって思ったんじゃないの？」

　湯遊は嬉うれしいのか悲しいのか、苦しげな笑え顔がおを浮うかべて目元から涙なみだを零こぼす。

「誰が思うか！　そんなこと思ってたらとっくの昔に本部にクレーム出してる！」

「でも、両親に押し付けようとしたじゃない！」

「それは湯遊が家族を必要としてたから。だから家族との絆きずなを取り戻すしかないって……それが正しいことだって、湯遊の気持ちも考えずに突っ走っちまったんだよ」

　常識的にそういう結論に至るだろ？　まして俺は場の空気を読めるほど人間関係に富んでないから、思考は単純、真っ向勝負だ。捻ひねりを加えたり、アレンジしたりなんて高望みされても困る。

「お前こそなんで俺なんだよ？　お前も知ってるだろ？　俺は自宅警備員だぞ？　ニートで駄だ目め人間で、社会からはじき出されたクズだぞ？　もっとまともな人間なんてこの世界にはいっぱいいるだろ？」

　わからない。放置していた家族を嫌きらうのならまだわかる。でもこの世界で湯遊がどうしてよりにもよって俺なんかに懐なついてしまったのか。愛ですべてを強ごう引いんに説明するにしても、やっぱり本人の口から明確な理由を聞きたかった。

「ナミトは、わたしの家族と違ってわたしのところに駆かけつけてくれたし、遊んでくれる」

「それは依頼を受けたからだ」

「違う！　わたしはいま呼んでないもん！　それにプールに連れて行ってくれるって言ったもん！　わたしのお願いしてないことしてくれたもん！」

　たしかに湯遊のために行動したことはある。でも、

「畑内先生とか、いるじゃないか。俺がお前を探していたのだって、畑内先生が教えてくれたからなんだ。畑内先生はいつだって、お前のことを――」

　だけれど湯遊は首を振って遮さえぎる。

「違うよ。畑内先生は先生だもん。わたしだけじゃない、クラスのみんなのことを考えているから。先生は優やさしいと思うけど、わたしの傍そばにはいてくれない」

　湯遊は自分のプライベートに寄り添そってくれる人間を欲ほつしていた。だから自分の生徒全員に気を配る畑内先生はあくまで教師としか思えないようだった。

「わたしは家族がいなくたって平気って自分を装よそおってた。誰にだって泣いている姿だけは見せないようにしていたし、弱気になっている自分に気づかれてもいけないってずっと明るいふりをしてた。

　それはたぶん嘘うその自分で、でも嘘の自分を演じているうちにそれが本当の自分になるんじゃないかって。誰にもバレずにいれば、いつか自分ですらも嘘であることを忘れて、家族なんていなくても平気な自分が本物になるんじゃないかって信じてた」

　湯遊の告白に、俺は唖あ然ぜんとしていた。まさか湯遊も俺と同じように、自分を騙だまし続けていたなんて。優しくない現実から自分を守るために、嘘を真実にしようとしていたなんて。

「だからナミトに泣いているところを見られたときは恐こわかった。自分の嘘が暴あばかれてしまうって。遠ざけなきゃって思った。あのとき帰ってくれれば、知らない人に見られただけで終わるはずだったのに。なのにナミトがわたしの隣となりに座すわったりするから」

　湯遊はスンと洟はなをすすり、

「いつの間にか本当の自分で話しちゃったじゃない！　言わなくていいようなこといっぱい話しちゃったじゃない！　いっぱい遊んで話して、まるで家族みたいに。こんなひとが家族だったらいいなぁって思っちゃったんだもん！　ニートでもダメ人間でもクズでも関係ない！　わたしは、ナミトに家族になってほしくなっちゃったんだもん！」

　湯遊は自分の中に蟠わだかまっていたものを一気に爆ばく発はつさせるように心の丈たけを吐はき出す。

「ナミトに「家族に頼たのめ」って言われたときはショックだった。だってわたしはナミトに来てほしかったから……」

「それが聞けて安心した」

　あとは俺が。

「門限は六時だ。小学生なんだから暗くなるまで外を出歩いたりしちゃダメだ」

「え？」

「あとそういう服もダメだ。肩かた出だしたり、太もも見せすぎるのは着るな。変なのに目をつけられたら困る」

「な、わたしがなに着ようと勝手でしょ！」

　湯遊はフェンスから手を離して自分の体を抱きしめて文もん句くを言う。

「なにが言いたいのよ、さっきから？」

　えーと、こういうときなんて言えばいいか……たしか静しず海みに教えてもらったはず。

「俺の目の黒いうちは、そんじょそこらの男にはお前を嫁よめにはやらん！　いや、むしろ俺が嫁にする！」

「な、よ、嫁？　な、なにをいきなり言い出すのよ！　意味わかんない！」

　おい、妹よ。家族を想う情じようが伝わってないぞ！

「マジでか……できれば察さつしてほしいんだが。ダイレクトに言うのはちょっと抵てい抗こうが……」

　柄がらにもなく顔が熱い。これ、言うのは結構恥はずかしいのだが、言わないと湯遊の悩なやみは解決しない。だから言うしかあるまい。

「可愛かわいい娘むすめのことをほったらかしにしてる家族にお前は渡わたさん！って言ってるんだ。そんなに家族がほしいなら俺が家族になってやる。湯遊のほしいもの、俺が全部くれてやる」

　かなり見み切きり発車で無む茶ちやな提てい案あんだ。俺には養やしなう財力なんてないし、実家はボロだし。

　だけれど湯遊の家族だけは許せない。この期ごに及およんでもなお、娘のことを他人任せにして、仕事を優先する親には、理り屈くつとか全部すっ飛ばしてでも絶対渡せない。

「いいの？　わたし……」

「俺がお前をほしいって言ってるんだよ！」

「ふああああ！」

　湯遊の顔がボンッと真っ赤になる。

「も、もう！　そ、そんな言い方すると勘かん違ちがいしちゃうじゃない！」

「勘違い？　俺は湯遊の力になりたいだけなんだが……」

「鈍どん感かん！　もう、そういう甘あまい台詞せりふ、女の子に言っちゃダメだから！　わ、わたし以外は勘違いしちゃうから！」

「滅めつ多たに言わないと思うけど」

　あれ？　言ったっけ。まあ、気のせいだろう。俺が甘い台詞などスラスラ思いついて言えるわけがない。そもそも言う相手いないし。ハッハッハッ。

「ともかく禁止！　キンシカンザイなんだから！」

　罰ばつ金きんバッキンガムみたいだな。どこのゆるゆりらららな生徒会長だよ。

「筋きん弛し緩かん剤ざいは禁止を表す四字熟じゆく語ごじゃないんだが」

「揚あげ足あし取るな、ばかぁ！」

　顔を真っ赤にした湯遊がフェンスを揺ゆらして抗こう議ぎする。

　いつものやり取りに、長く続いた緊きん張ちようが解け、自分の顔が綻ほころんでいるのがわかった。

「ふぁあ。話は終わったかな」

「「え？」」

　やっとなごやかムードになっていたというところで、欠伸あくびまじりの声が割り込んできた。

　振り返ると、雑な手入れの栗くり色いろの髪の毛、スーツドレスの上から白衣を纏まとった〝自宅警備員社会復帰プロジェクト〟の責任者天あま辺べ実みの里りが、二人の黒スーツを従したがえて立っていた。

「なっ、なんでここが？」

「忘れたのかね。君には奴ど隷れいの証あかしがついているだろう？」

　天辺は言って自みずからの首くび元もとをトントンと叩たたく。

　自分の手を首に添そえると、数週間前から装そう備びしっぱなしですっかり馴な染じんだ金属の感かん触しよくがあった。そういえば忘れがちだが、俺の首には首輪がついているのだった。

「それにもＧＰＳが付いていてね。スマホがなくても君の居い所どころなど手に取るようにわかる」

　どんなに逃げても黒スーツが追いかけてくると思ったらそういうことだったのか。

「あれ？　でもなんで居所がわかっていたのに、途と中ちゆうで俺を見失ったんだ？」

　暗くなったおかげで見つかりにくくなっていたと思っていたが、ＧＰＳで追っているなら見つけられないはずがない。

「あえて捕つかまえなかったんだよ。気を利きかせてね」

「気を、利かせた？」

「ある筋から、君が女の子を探しているという情報を得たからね。特別にこの神社に辿り着けるようにルートを封ふう鎖さして誘ゆう導どうしてあげたのだよ」

「まるで湯遊の居所を知ってるような言い草だな」

「知っているさ。よく考えてみたまえ。依い頼らい人にんの位置を地図に表示するシステム、どうやって運用していると思うかね？」

「そうか、依頼人のスマホもＧＰＳでっ」

「あ！」

　今いま更さら気づいたのか、湯遊はポケットからスマホを取り出す。ディスプレイの光に照らされる顔は、間の抜けた自分に対する苦い笑えみを浮かべていた。

　俺もプロジェクトに逆らい、黒服から逃げ回った努力がすごく無む駄だに思えてくる。

「でもある筋って？　学校は動いてくれないし、警察も知らないはず」

「その子の担任さ。その子の通っている学校はそれなりに知名度のあるところだろ。あまり騒さわぎになると困ると、上層部が警察への通報に難なん色しよくを示したそうでね。親おや御ごさんも乗り気ではなかったようだし、許可が出なかった。そこで我々のことを思い出したらしい。安あん否ぴが確認できないかと電話があって、居場所を特定し、無事を確認した」

「でもじゃあなんですぐに保護しなかったんだよ」

「『折せつ角かく、君とその子が腹を割って話そうという機会に水を差すな』と、その子の担任に厳げん命めいされたからさ。まったく部外者のくせに、頼たよっておいて勝手なことを言ってくれる」

　この状じよう況きようも畑内先生が作り出したものというわけか。俺はまんまと踊おどらされたわけだ。

「ま、そういうわけで、彼かの女じよとの約束は果たした。大目に見てやったのだから大人しく捕つかまってもらうよ」

　すでに天辺の背後には、狭い神社の敷しき地ちを埋うめ尽つくすほどの黒服たちが大たい挙きよしており、とても逃げられる状況にはない。逃げる気もないが。

「湯遊は見つかったわけだし。感謝してる。ちゃんと従うよ」

「な、ナミト？」

　フェンスを離れて天辺たちの方へと向かう俺を、湯遊が不安げに呼び止める。

「悪いな。ちょっと行ってくる」

「いなく、ならないよね？　約束いっぱいしたわよ。全部守ってくれるわよね？」

　罰ばつ則そくがどういうものなのか内容を知らないので、これから俺がどうなるのか俺にはわからない。なんとも言えないので天辺に伺うかがいの視線を向ける。

「安心したまえ、数週間くらいすれば帰ってこられるさ」

「数週間……だからまだ、ペナルティを受けたやつの情報がなかったわけか」

　少なくとも今日までにペナルティを食くらった連中は、三週間以上拘こう束そくされていることになるわけだ……長いな。少しだけ湯遊を一人にして行くことに躊躇ためらいを覚える。

「湯遊、ごめんな」

「ううん。ペナルティを受けるってわかってて探してくれたんでしょ。嬉うれしかった。だったらわたしも我が慢まんする。ナミトの言いつけちゃんと守っていい子にしてる」

　悲しみを隠し切れない湯遊の瞳ひとみは、だけれど強い意志を秘ひめているのがわかった。

「では行こうか」

　こうして俺はどことも知らない場所へと連行されることとなった。







？月？日　？曜日







　何日経たったのだろう。

　日の当たらない地下で、穴を掘ほったり、掘った土を運んだりのルーチンワークを続けていくうちに時間の感覚は麻ま痺ひしかけていた。

「外と様ざま氏。我々を巻き込んだことに対する罪の意識はもちろんござろうな？」

　黙もく々もくと掘くつ削さく作業を進めていると、いつの間にか隣となりを陣じん取どっていた丈たけ夫おが話しかけてきた。

　黒スーツへの暴行がきっかけでストーカー集団の連中も捕とらえられたとかで、ここに来て以来丈夫からは恨うらみ言ごとか恩おん着きせがましい台詞せりふしか聞いていない。

「ここは我々の脱だつ獄ごく計画に協力するでござるよ」

「なんだよ、ガ○ト。そんなに三さん国ごく志しの武ぶ将しようフィギュアが欲ほしいのか？　だったら脱だつ糞ぷんして頭丸まる坊ぼう主ずにすればいいよ」

「ガ○トではござらん！　どこのプリズンでござるか！」

　いや、口調はまんまじゃん。見た目はア○ドレだけど。

「あまり図に乗るなよ小こ僧ぞう。ここにはお主ぬしの敵が集結していることを忘れるな！」

「ま、俺も同じ釜かまの飯めしを食った仲の連中を売るのは不本意だが、警察の手を煩わずらわせるしかないな。ここから解放された途と端たんに本物のプリズン送りになる覚かく悟ごはあるか？」

「す、すいませんした！」

　弱みをチラつかせると簡単に屈くつする雑魚ざこばかりだけど。

「よーし、五分休きゆう憩けい」

　この工事現場の責任者らしい繋つなぎを着たおっさんの声で、全員その場に座り込む。

「それと外様浪なみ人と。お前は釈しやく放ほうだそうだ」

「わ、我々は？」

「お前たちは暴ぼう行こうとストーカーの罪であと二週間弱ここにいてもらう」

「な、なんと！　ま、まさか我々を売ったのか外様ぁ！」

「え、ここ司し法ほう取とり引ひきしてくれるの？」

　司法取引ができるならさっさとこいつらを告こく発はつして出してもらったのに。

「そんなことするわけなかろう。これは社会実験だぞ。被ひ験けん者しやがどういった行動を取るのかＧＰＳで逐ちく一いち辿っているのは当たり前だ」

　日本の法律は俺たちを守ってはくれないらしい。

「それに依頼人側に子どももいるのだから、犯罪への警戒は数段厳きびしくしている。最初からお前たちのストーカー行こう為いは筒つつ抜ぬけだ。警察に突つき出されなかっただけましだと思え」

　どうやらこの首輪がある以上、本当の意味で人権はないものと思ったほうがいいようだ。これからは日ごろから行動や発言には気をつけよう。

　ストーカー集団の気勢が削そがれたところでおっさんが歩き出し、俺もその背を追いかけていくと、普ふ段だん自宅警備員たちは近づくことすら許されない事務室へと通される。

「そこのシャワーで身み綺ぎ麗れいにしときな。そんな泥どろまみれの汗あせ臭くさい格好じゃあ、百年の恋こいも冷めちまうってもんだ」

「？」と疑問符ふが浮かぶも、久しぶりにまともに汗を流せるのだから、喜んで使わせていただこうと、半はん畳じようほどの簡易なシャワールームへと入る。

　親切なことに服まで用意されていた。スーツが……なんか見覚えのあるスーツだな。ネクタイは相変わらず締しめられないので、スーツのポケットに仕し舞まい、外へ出ると、おっさんはおらず、代わりに黒スーツの男が待ち受けていた。

「現在地を秘ひ匿とくするため目め隠かくしをさせていただきます」と言って黒スーツに目隠しされ、背中を軽く押おされながら歩かされること数分。車に乗せられてようやく目隠しが外される。

「やあ、元気していたかね、奴ど隷れいくん」

　相変わらずスーツドレスに白衣姿の栗くり色いろのボサボサなロングヘアが印象的な女性が対面の椅い子すに座っていた。

「なにこれ、リムジン？」

　俺の乗せられている車は明らかにいつものワゴンではない。俺と天あま辺べの間にはテーブルがあるし、小型の冷蔵庫まで見える。

「ちょっとした用が近くであってね。ついでに帰かえり際ぎわ君を拾っていくことにしたのだよ。渡わたすものもあるしね」

　リムジンで送そう迎げいされる用ってなんだろう、と考えていると、天辺が公園で放ほう棄きしたっきりだった俺のスマホをテーブルの上を滑すべらせてよこす。

「やっぱこの実験からは解放されないわけね」

「当たり前だ。まだ君を必要とする人々がいるからね」

「俺を必要なひとなんてそんなにいますかね？」

「ゆえに君は特別に恩おん赦しやされたんだよ。拘こう留りゆう後も指名の数は圧あつ倒とう的てきに多く、いなくなった君の消しよう息そくについての問い合わせも多かった。ご家族や何名かからはクレームまで来た。今回は君を想おもう者たちに免めんじて、少しだけ減げん刑けいだ。被験者の人権は侵しん害がいする気満々だったが、君の大事な者たちまで悲しませる鬼き畜ちくになるつもりはないのでね」

「……いまさら人権侵害もないだろ。この首輪がある限りは」

「悔くやしかったら、早く経験値を溜ためたまえ」

「言われなくてもわかってるよ。感謝はしてるし」

　この社会実験のおかげで、意図せず俺は変われたのだからよしとしよう。

「それはなによりだ。いい実験データを期待しているよ」

　タイミングを見計らったようにスマホに指名の表示が現れた。指名は湯ゆ遊ゆからだった。

　表示された地図に浮かぶお互たがいの位置がどんどん近づいている。

「今日って……」




〝７月３日　日曜日〟




　スマホにはそう表示されていた。

　ふと日曜日が湯遊のレクリエーションの日だということに気付いて天辺を見ると、「君の考えている通りさ」とにやりとした笑えみを浮かべる。

　ブレーキの音。

「到とう着ちやくだ。さあ、君を必要とする者の元へ行きたまえ」

「くさい演出をどうも」

　溢あふれてくる嬉うれしさを素す直なおに口にできず、つい嫌いや味みっぽくお礼を言って車を降りる。天辺はしてやったりというムカつく笑顔を浮かべていた。

　目の前には彩さい詠えい女学院の校門。そしてその校門の前にサラサラとした黒髪の清せい楚そな印象の少女が立っていた。

　俺は一歩を踏ふみ出す。俺を必要としてくれる大切なひとのために。




了
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あとがき







　担当編集さんに「自宅警備員を進めていきましょう」と言われ、最初は「え、本当に本になるの？」と実感のないままスタートしました。

　イラストレーターさんが決まり、出版の日取りが決まり、イラストラフが届き、校正原稿が届き、校正のやり方を覚えて自分で書き込み、完成イラストがすべて揃い、原稿料や印税の話を聞き、専用の銀行口座を作りに行ったら「法人の店舗に行ってください」と言われてビビり、編集さんに泣きつくようにメールすると「個人口座で大丈夫ですよ」と言われ、必ず個人口座を作ってみせる！と決意（←いまここ）。

　そんなこんなで発売が近づいていくにつれ、自分の書いたものが出版されるのだという実感が強まってきております。




　はじめまして。

　この度『自宅警備員は社会の奴隷になりました。』でＨＪ文庫様よりデビューすることとなりました、繕衣つくろいです。

　好きなプリキュアはダイヤモンド、好きなライダーは鎧がい武む、好きなアイドルアニメはプリティーリズム・プリパラシリーズ、好きな召喚法はシンクロ召喚、ラノベの購入は紙媒体派、各アニメ専門店の特典・フェアをチェックして買う派です。

　銀行こわい。




　この作品は、社会から脱落した自宅警備員やともすれば自宅警備員になってしまうのでは？という危うい子たちの物語です。

　主人公たちがなにかに悩み苦しみ、乗り越えていったり乗り越えていかなかったりする様をご覧ください。

　とはいえ基本全編通してコメディなので、そんなに重い内容ではないです。

　……ないよね？




　では、このままぬるっとライトノベルあとがきでお馴染みのあのコーナー。

　謝しや辞じ。

　まず、今回デビューの機会を与えてくださいましたＨＪ文庫編集部様。

　いろいろと無知でお手数おかけしました担当編集様。

　細かい要望に応えて、想像していた以上のキャラクターデザインを仕上げていただき、思わず見入ってニヤニヤしてしまう可愛さと動きのあるイラストを描いてくださいましたkakao先生。

　不慣れなため、誤字・脱字はもちろん、ルビの付けすぎで余計なお手間を取らせてしまいました校正様。

　このあとがきが読まれているということは、各書店様に並べてもらうためデザイン、印刷、流通、販売に関わる多くの方々が頑張ってくれた結果です。

　本当にありがとうございました！




　そしてなにより、数あるラノベの中からこの本を手に取ってくださいました全ての皆様へ至上の感謝を。




　最後に。この作品のネタは劣れつ化かの激しいものが多く含まれているため、ご購入後は早めにお召し上がりください。

参院選公示前日の６月某日
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